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序 文

大胡町は、中世に赤城南麓の荒砥川沿いの西部舌状台地に築城された、大

胡城を中心として発展した城下町であるとともに、裏日光街道の宿場町とし

て、そして前橋・大間々街道の中間地として、また地方農畜産物の集散地と

して栄えた町であるｏ

さらに大胡町は、他面において歴史の町でもある。旧石器時代の三ツ屋遺

跡から堀越古墳の切石積石室、足軽町住居跡（古墳時代）などもあり、県指

定史跡大胡城を始めとして、横沢供養塔や大胡太郎墓などの中世石造美術品

も貴重な文化財である。

近年、交通機関の著しい発達にともなって、城下町や宿場町として発達し

た曲折した中央街路は、前橋・桐生線国道５０号に平行した北部重要路線で

あり、朝夕のラッシュ時には道路は車両輻猿し長い列をなす混雑ぶりである。

このような混雑と交通渋滞ぶりではいつ不測の事態が発生しないとも限らな

いので、地元住民はもとより、利用者の近隣住民にとって、主要地方道・前

橋・大間戈桐生線（仮称大胡バイパス、全長４kⅧ、路面幅１４ｍ）の早期実

現は、切実な問題となっている。

さて、大胡町上毛電鉄路線南部の大字樋越、上大屋、茂木の地域一帯は、

処々に丘陵地帯を形成しており、先住民の遺跡埋蔵地として貴重なところで

ある。殊に茂木天神風呂地区は、古墳時代の大集落が存在したところとされ

ており、また茂木寺院の推定地ともなっている。

今回、上記大胡バイパス建設にあたって、これらの地域を発堀調査し、出

土品を整理保存し発掘経過を記録保存することにより、鮮明に後世に残すこ

とは極めて意義深いことであり、予備調査以来、直接ご指導いただいた群馬

県教育委員会文化財保護課の方々や関係者各位のご努力に厚く感謝の意を表

し、序文といたします。

昭和５６年２月１５日

大胡町教育委員会

教育長田部井正七
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例 にＩ

1．本書は群馬県勢多郡大胡町茂木字天神風呂２４７，２４８－１，２５７－１，２，２５６所在の「天

神風呂遺跡」（群馬県遺跡番号２２１５）の発掘報告である。

２発掘調査は主要地方道・前橋、大間々桐生線（仮称大胡バイパス）建設事業主である群馬

県前橋土木事務所の委託を受け、群馬県教育委員会文化財保護課の指導により、大胡町教育

委員会が主体となり実施したものである。

5．発掘調査期間は1980年１月１６日から８月５１日、１２月５日～１０日までである。

4．発掘調査は大胡町教育委員会文化財担当職員、山下歳信が担当した。

5．本書の報告は、執筆編集遺物写真、遺物実測は山下が担当し、遺物復元は調査補助員

の高橋洋二、遺構遺物トレースは八木原和江、石井匡子、山下雅江が行なう。

6．発掘調査及び報告書作成にあたり下記の方々のご協力をいただきました。厚く感謝の意を

表したい。

群馬県教育委員会文化財保護課、（財)県埋蔵文化財調査事業団、群馬県前橋土木事務所

丸山知良、相沢貞順、飛田野正佳、他

く発掘調査参加者＞

赤田聖一、石井みさ子、今井克聿今泉英子、江原美智子、大竹里美、

大原きよ枝、大原ひで子、大原真由美荻野政雄、奥野富子、掛川き糸

小暮礼子ｂ斉藤正樹坂川敏則、坂部蓋坂部辰雄、品)１１時次郎中島トミ

平田弥生、星野うめ、本間藤枝、森下正雄、横沢･陰吉田尋枝
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発掘調査に至る経過１ 

昭和45年度町内を通ずる主要地方道前橋、大間々桐生線の交通渋帯を緩和する為に、町の南

部へ新路線を建設したいとの問題が起こる。

昭和46年２月県道バイパス期成同盟会結成、町南部への路線決定

１１月公共事業へ採択を求める陳情

１２月大胡バイパス推進協議会結成

昭和47年２月路線測量の開始

昭和50年５月県教育委員会文化財保護課により、天神風呂、八ケ峰地区の埋蔵文化財予備調

査を行なう。

昭和55年度第一工区（

の境界杭

現在の主要地方道前橋．大間々桐生線から藤岡・大胡線の約800ｍ）

測量終了

昭和54年５月用地買収費増額早期建設への陳情

昭和54年12月第一工区の８００ｍ用地買収

貝会文化財保護課、前橋土木事務所、大胡町教育委員会の三者間で理

問題打合せ

事務所長より、大胡町長へ天神風呂地区内の埋蔵文化財発掘調査依頼

同月県教育委

蔵文化財

昭和55年１月前橋土木

がある。

１月１０日上記

１月１６日天神

依頼書を承諾し、当教育委員会発掘調査準備に入る。

風呂遺跡の発掘に着手する。

－１－ 



２ 立地と歴史的環境

大胡町は県都前橋市の東方10Km、勢多郡の南西部に位置し、赤城山南麓の裾野上に立地する

町域面積1171Kｍ、東西約５Km､南北約10Km、人口一万二千人余の南北に長いヤマトイモ形の

境域を呈する町てく東に粕Ⅱ|村、西と南に前橋市、北は宮城村・富士見村に接する。

「すそのは長し赤城山」（上毛かるた）に詠われる赤城山の裾野に位置する町域の地形は、

台地と侵食谷に二分され、台地は基盤である成層凝灰亜角礫層に堆積した軽石流により構成さ

れ、侵食谷は町の中央部を流れる荒砥川と寺沢ﾉ||等によるものである。

大胡町の地名の初見は古く、高崎市山名町山柿谷に存在する国指定特別史跡「山上碑」に表

記され、

「辛巳歳月三日記

佐野三家定賜健守命孫黒売刀自此

新川臣児期多多弥足尼孫大児臣晏生児

長利僧母為記定文也放光寺僧」

「大児臣」が現在の大胡町に住んだ地方豪族と考えられ、大胡町堀越字房関の小谷地に面する

傾斜地に構築されている県指定史跡「堀越古墳」がこの大児臣関係の古墳と想定されている。

大胡町は城下町でもあり、大胡氏そして天正18年の徳川家康の関東入りによって大胡二万

石に封ぜられた牧野氏によって、県指定史跡「大胡城」が整備されると同時に、城下町として

の町割りも完成したのである。

牧野氏は元和２年に越後長峯に転封されると、酒井家領となり、城代を置き城下町としての

機能を保っていると同時に、日光裏街道、伊勢崎五科道、沼田街道等が交わる地点として、

商業取引の中心となり、叉、宿場町としての機能も加味したのである。

この様な状況を「前橋風土記」によると

「大胡町、本町、古城の東に存Ｉ)。道南北に通ず、北は上宿と名付け、南を下宿という。市有

り、三八の日を期となすｂ群簡ここに豪る。横町古城の南に在り。道東西に通ず、其の原は本

町の半に列D、西は北に曲折すｂ古城に到るの道路なり。裏町此びて本町の東に在り、而して

本町に此ぶ北は上宿に列D、南は下宿に通す､商と農と居を接せり、右大胡の坊街なり」と

記している。

こうした時代背景から現在に至っている大胡町地内には、埋蔵文化財も多く、旧石器時代の

遺跡としては三星遺跡が相沢忠洋氏によって調査され、その他、一本松、上大屋等の遺跡も

知られている。縄文時代の遺跡も数多く知られているが、調査例は、足軽町五号住居跡、滝窪

縄文遺跡が調査されたにすぎない状況である。

弥生時代に於いては金丸遺跡が知られ、本県の弥生時代を考える上で貴重な資料を呈示して

いるが、これも偶然に発見されたもので調査はされていない｡ヒヒ毛古墳総覧によると大胡には
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第１図遺跡位置と包蔵地分布図
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41基の古墳が確認されているカミ現在では破壊されたものも多く、半分ほど形状、痕跡をとど

めているに過ぎないが、過去に於いて７基が群馬大学、当教育委員会で調査されている。古

墳時代～歴史時代の住居杜の調査も１例を数えるだけであるが、町誌を参考にすると40ケ所に

近い場所が把握されている。

中世に於いては、大胡町の象徴とも言える大胡城の一部が、町立幼稚園建設の為土地造成

が始まった段階で調査を実施された状況である。又、近年新庁舎建設の為に、曲輪の－ケ所が

姿を消してしまっている。

本遺跡地は、上毛電鉄大胡駅の南西方向500ｍ、堀越古墳の南東方向400ｍ、主要主方道藤

岡・大胡線の西に位置し、東西を小谷地に挾まれた標高150ｍほどを測る台地上に立地してい

る。小谷地からの比高差５ｍ～４ｍを生じる。

この遺跡名天神風呂は、天神ほるから起ったと考えらね騎馬による出陣の先端を行く旗さ

しのほろをかざしての騎馬練習をした所と考えられている地点である。又、この天神風呂から

は、瓦塔の破片が発見され（長瀞総合博物館蔵）、寺院跡を推定している重要な個所でもあり、

南北に前橋境まで続く、この台地上には多量の土器片が散布し、大集落を推定させると共に、

大児臣との関連も考えられる重要な包蔵地域である。

２県史跡、堀越古墳

４県重要文化財、横沢の石塔婆

６長善寺、大胡太郎の墓

８足軽遺跡

１０金丸遺跡

１天神風呂遺跡（発掘区）

５県史跡大胡城

５養林寺館祉、牧野家の墓

７町史跡稲荷塚古墳

，山ノ上古墳、茂木古墳

１１紫崎古墳群

3．発掘調査の概要と経過

天神風呂遺跡は、主要地方道・前橋・大間々桐生線（仮称大胡バイパス）建設に先がけて行

なわれた発掘調査で、昭和47年度に県教育委員会文化財保護課の手により予備調査が行なわれ、

今回の本調査に至っている。

遺跡の範囲は、現在の前橋。大間々桐生線の北の台地より、前橋境まで伸びる広大な地域に

なるものと思われ、今回の新設予定の道路部分は、この包蔵地区のほぼ中央に位置し、台地を

横断する全長２７５７１２、平均幅15772,4100㎡余を数える調査範囲となった。

調査方法は、全面発掘を前提とした為グリット方式を採用し、道路建設用センター杭（Ｂ

ライン）を利用し、仮原点（Ｂ－Ｏグリットポイント）を最西端より東へ５ｍ間隔で１，２、
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５…とし、南へＡ、北へＣ、Ｄラインとし、北東コーナー部杭をグリット名称とした。

調査は、町道茂木251号線以西の傾斜地は予備調査の段階で、南北方向に２mx1077Zのトレ

ンチを開け遺構の存在が確認されていない為に、本調査では東西方向にセンターライン沿いに

２本のトレソチを設定して遺構の追求を図０，東側の傾斜地の崖際は危険な為に１ｍ前後ほど

の範囲を発掘区より除き、町道251号線以東から５２グリットラインの２１５ｍを全面発掘区

とし、町道１０号線下は工事との併用時期を選んで調査する事で開始された。

発掘調査は1,80年１月１７日より、町道251号線から10号線間重機による桑の抜根、表土剥

ぎ作業、２２日より確認作業を開始し、本格的調査体制に入った。

１月25日１号、２号住居杜確認、町道251号線の際まで住居並の広がりを追求

１月28日５号住居杜確認掘り下げ開始

１月51日４号住居ｔｌｈ５、６，７号住居杜確認、掘り下げ開始

２月２日Ｍ－ｈＭ－２の掘り下げ開始

２月８日掘立柱建築辻群確認

２月１８日８号住居杜確認掘り下げ開始

２月26日９号住居杜確認掘り下げ開始

２月２９日９号住居祉北側柱穴群確認

５月４日桑根のかたづけ

５月１５日図面写真関係開始

４月１日１０号住居社確認掘り下げ開始、重機による廃±処理

４月５日町道10号線以東の桑抜根、表土剥ぎ作業

４月５日１１号住居趾確認掘り下げ開始

４月８日１０号線以東の桑抜根、表土剥ぎ終了

４月１１日１２号住居杜確認掘り下げ開始

４月14日１５号住居社確認掘り下げ開始

４月１８日現在の10号線以前の道路杜確認

４月１９日１４号住居杜確認掘り下げ開始（約半分のスペースを掘り下げる）

４月25日１５号住居杜確認、掘り下げ開始

４月25日１ｑｌｌ、１２，１５，１４，１５号住居杜の写真撮影

４月26日１６号住居杜確認掘り下げ開始

４月21日１７号住居趾確認、掘り下げ開始、６号掘ウ群建築趾確認

５月１日１８号住居杜確認掘り下げ開始、４３号住居比確認

５月１０日１９号住居趾確認掘り下げ開始

５月19日２０号住居杜確認、掘り下げ開始

５月20日２１，４４号住居杜確認、掘り下げ開始
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22号住居杜確認掘り下げ開始

2ミ２４号住居ill確認、掘り下げ開始

2§２６号住居吐確認、掘り下げ開始

１４１７，１８号住居趾写真撮影

28,29号住居杜確認、掘り下げ開始

27Ａ.Ｂ号住居杜確認掘り下げ開始

5ｑ５２号住居肚確認、掘り下げ開始

51号住居杜確認掘り下げ開始

55,54号住居杜確認掘り下げ開始

55号住居杜確認、掘り下げ開始

56号住居壮確認、掘り下げ開始

19～56号住居杜写真撮影

56号以東は耕作溝が多く、１ｍ千鳥による遺構の確認

57号住居趾確認掘り下げ開始

58号住居吐臘確認掘り下げ開始

59号住居杜確認掘り下げ開始

4ｑ４１，４２号住居社確認、掘り下げ開始、５７，５８号住居吐写真撮影

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

２
５
７
９
０
２
５
０
２
７
９
１
４
２
５
４
６
５
９
９
０
 

２
２
２
２
５
 

１
１
１
１
２
２
１
２
 

１
１
２
５
 

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
８
８
８
８
８
８
 

土層トレソチを開ける

写真撮影、図面整理、第１、第２トレンチ開ける

全体整理

作業終了

12月５日１４号住居吐町道10号線下部分

12月１０日作業終了

－６－ 



4．標準士層

1層褐色砂質±（耕作土）

浅間Ａ軽石．Ｂ軽石を含む。２０～5ｍ堆積

lllliilmIilliIiiiiiiIiIiii 
2層黒褐色±（遺物包含層）

上部に散在的ではあるが浅間Ｂ軽石を認める

ＦＰ・ＦＡ軽石を含む。２０～５００１H1堆積

5層，暗褐色土（縄文時代遺物包含層）

オレンジ粒・白色軽石粒を含むｂ部分的に残る。

２ソフトローム土

4層黄褐色土（所謂ローム±）

ブロック状の非常にハードな堆積

5層板鼻褐色軽石層（にぶい黄褐色砂質士）

6層明黄褐色熱質土非常にハード

０ 1ｍ 
＝￣ 

7層にぶい灰黄褐色粘質土（所謂暗色帯）

第２図標準層序図 8層にぶい褐色土粘質帯びる。５０～70017Z堆積

，層八崎軽石層４０～500171堆積

10層にぶい褐色粘質±

(注）住居吐埋土中に使用するＲ粒、Ｒ･Ｂについて

Ｒ粒はローム粒子Ｒ･Ｂはロームプロックの略である。

－７－ 
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5．竪穴住居趾一覧

備考

１→２ 

規模

5.65×５２５ 

４０５ｘ５５ 

５Ｂ５ｘ２８ 

５８５ｘ？ 

４ｘａ 

４２ｘ５Ｂ５ 

２５５ｘ？ 

２５×？ 

545ｘ２５５ 

６５ｘ？ 

５ｘ５４ 

４５ｘ？ 

？ 

５２ｘ４５ 

２５５ｘ２５ 

５２ｘ？ 

４２×5.15 

炉・カマドの位置

東壁中央部やや南寄り

東壁中央部やや南寄り

東壁中央部やや南寄り

？ 

東壁南寄り

東壁中央部やや南寄り

？ 

？ 

東壁中央部やや南寄り

？ 

東壁南寄り

？ 

形状主軸方向

Ｎ－８５ｏ－Ｅ 

Ｅ－１４ｏ－Ｓ 

Ｎ－８６｡－Ｅ 

Ｅ－５ｏ－Ｓ 

Ｎ－８０ｏ－Ｅ 

Ｅ－２８ｏ－Ｓ 

？ 

？ 

Ｅ－２０．－Ｓ 

Ｎ－６５ｏ－Ｅ 

Ｎ－５５ｏ－Ｅ 

Ｎ－８５ｏ－Ｅ 

Ｔ 

Ｎ－７９ｏ－Ｅ 

Ｎ－８５ｏ－Ｅ 

真東

Ｅ－１ｏ－Ｓ 

住居妬

形
形
形

方
方
長

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
 

１
１
１
１
１
１
１
１
 

単独

方
？
方

７－＞６－>５ 

形
形

長
方

？
？
形
形
方
？
形
形

単独

台
方
長

状
？
形

単独

土擴と重複

平安期士擴と重複

単独

単独

単独

？
状
形
？
形

円
台
方
方
長

東壁中央部やや南寄り

東壁中央部

東壁中央部やや南寄り

ｔ北壁中央部

２束壁中央部

5.束壁西寄り

東壁南寄り

．？ 

東壁中央部

凍壁中央部やや南寄り

東壁南寄り

東壁南寄り

東壁中央部やや南寄り

東壁南寄り

東壁南寄り

東壁南寄り

？ 

形
方

ｒ 

１８→4５ 

繩
》
趣
『
職
雛
型
麹
秤
淨
熱
淑
？

５
 

４
５
５
 

５
．
服
５
５
．
５
》
５
２
４
４
５
２

８
５
蕨
遍
辮
’
４
》
２
４
８
２
７
７

‐
…
妃
．
』
も
，
５
》

罫
円
鈩
一

６
 

形
．
？
．
』
形
‐
状
形
？
形
形
形
？

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
ｓ
ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
 

Ｃ
ｏ
ｏ
。
。
Ｃ
Ｏ
。
。
◎

７
９
７
２
５
別
品
頭
部
旧
７
．

７
６
７
２
 

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
 Ａ
Ｂ
 

８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
７
 

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
 

方
形

長
方
方
台
長
方
方
長
方
方

44→２１ 

単独

24→2５ 

形
方
形

29→26→2５ 方

27Ａ→２７Ｂ 形

？ 
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福
弔
電
宅
宅
弔
短
電
電
麺
珈

東
ｓ
Ｅ

ｏ
ｌ
ｏ
ｌ
 

２
５
０
９
１
０
５
０
５
１
５
７
．
 

２
５
 

１
１
８
１
２
７
５
２
２
１
 

５
 

真
匪
呼

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
 

形
形
形
形
形
形
形
形
状
形
形
形
形
？

方
方

だ
形

方
？
方

形
ん

長
方
方
方
方
歪
方
方
台
円
長

正
方
方

東壁中央部

東壁中央部やや南寄り

東壁中央部やや南寄り

東壁中央部やや南寄り

東壁南寄り

東壁中央部やや南寄り

東壁中央部やや南寄り

東壁中央部

東壁中央部

５
 

７
５
 

７
６
９
１
７
８
１
 

４
８
５
７
．
４
９
？
－
 

ら
勺
●
■
中
Ｓ
ｃ

●
●
◆
 

５
２
２
５
２
２
５
５
２
５
６
 

５
２
 

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
 

５
 

５
 

７
 

６
７
５
２
 
４
６
２
２
７
６
８
４
４
２
 

０
●
⑭
■
 

４
２
５
５
５
ａ
己
ａ
ａ
ａ
Ｚ
ａ
ａ
ａ
ａ

８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
 

２
２
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４
４
４
 

29→28 

29→26 

52->５０ 

単独

縄文土擴と重複

54→5５ 

土擴と重複

単独

58→5７ 

？ 

？ 

東壁南寄り土擴と重複

東壁中央部やや南寄り４１→42

1.北壁中央部やや西寄り42→41

2.束壁中央部か？

東壁南東コーナー付近１８→４５

？２１→4４ 

４５Ｅ－５ＬＳ歪んだ方形５．５×５．１５

４４？？？ 
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6．竪穴住居の潰構と遺物

１号住居祉（第４図）

本住居杜は調査区域の最西端に検出さねプランの一部が道路下に入る。この住居社は昭和

49年度の予備調査により２軒の住居杜の重複関係（１，２号住）が確認されている。

規模は5.65ｍ×525mの方形プラソで、Ｎ－８５ｏ－Ｅの主軸を呈し、残存壁高は40,17z前後を測

り、８０゜傾斜の掘り込みである｡周濠は東壁中央部より北東コーナー部に存在し、巾16ｍ､深さ

７cmを測る。床面はハードに踏み固められ、均一のレベルを保っている。柱穴状の掘り込みは

Ｐ１､Ｐ２が確認され、Ｂは南壁の中央付近に位置する25Cmx11c77z､深さPC1nの楕円形掘り込みで

ある。Ｐ２は南東コーナー部に位置し、貯蔵穴と思われる56C1HD<45C17Zの不整形プランで、深さ５８

ｍを測り、底面に坏（第５図－１）が出土した。

カマドは東壁中央部のやや南寄りに掘り込まれているが、２号住居杜との重複関係にある為

に上部構造が破壊されている。主軸はＮ－８６ｃ－Ｅを呈し$P5cw1x6Dc17zの楕円形プランで、燃焼

部で500171ほどの深さを測る掘り込みとなる｡

出土遺物（第５図、１～７）

遺物の出土状況を明確に把握できたものは、１～４の坏で（１はP2の底面、２～４の坏は南

壁の中央部やや西寄りの床面上に集中して出土。５の須恵壷は胴部下半と頚部より肩部片に

よる復元実測で、北東コーナー部上面にて出土。６，７は予備調査でのトレンチ内での出土で

ある為に出土状況は不明である。

２号住居祉（第４図）

１号住居杜の南東部に重複関係が認められ、２号住居祉が１号住居杜を切り込んでいる。位

置は１０Ｂ、１１Ｂグリットに在り、規模は4,5ｍ×５５ｍの方形プランで､Ｅ－１４ｏ－Ｓの主軸を呈

する。残存壁高は45ｍ前後を測り、７５゜傾斜の掘り込みである。周濠、柱穴は不明である。南

東＝－ナー部のＢは貯蔵穴らしき掘り込みと思われ、長軸1.2ｍ×短軸１ｍほどの不整形方形

で､深さ5Dclnを測る。床面は多少凹凸が見られるが、レベル的には安定している。Ｐ,の西側、

南壁沿いに角礫２個、西壁の南寄りに50CDZx20CT1の円礫が床面密着で出土。

カマドは東壁中央より、やや南寄りに掘り込まれており、規模は全長１５ｍ、幅０６ｍ前後

の歪んだ方形を呈するもので（燃焼部は15〔WIほど掘り込まれ、煙道部への移行個所で80.傾斜

で250171ほど立ち上り、緩やかな掘り込みに変化する。カマドの右脇と燃成部に袖石らしき礫が

存在し、カマド内の礫は左袖部に利用されたものが横転したと思われる。尚、この礫下に長甕

の胴部片が出土した。

カマドの主軸は、Ｅ－２５ＬＳを呈し、住居趾と１１゜の差を生じている｡遺物はカマド内での出

土品のみである。

－１１－ 
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第４図１２号住居祉実測図

2号住居祉埋土説明

１．耕作±２．黒褐色砂質士（準撹乱）

５．黒褐色砂質±（準撹乱で灰を含む）４．黒褐色砂質士

５．黒褐色土浮石を若干含む６．黒色土、浮石を多く含む

ｚ黒色士、浮石を多く含む褐色味帯びるａ黒褐色士ｌ褐色味を帯び、浮石を含む

２１号住居杜カマド、焼土Ｂを含むローム

－１２－ 
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第５図1．２号住居杜出土遺物実測図

１．２号住居出土遺物（第５図１～７）

１．妬口径1280171、器高5.10171を測り、手持へラ削りの底部より深目に内脅し、口縁部へ

移行体部は横ナデ、色調一褐色を呈し口唇部にカーボン付着焼成一良妖胆士一微砂

粒を含む。

２坏、口径12.4017z､器高5.1cm、形態、手法上記と同じｂ

色調一褐色～暗褐色を呈す◎焼成、胎土上記と同じ。

５．坏、口径1280171､器高5.2017Zを測り、不安定な手持へラ削りの底部より、やや開広気味

に内弩するロ縁部へ移行。手持へラ削りを体部中位まで施すｂ

色調、焼成、胎土－１と同じ。

４．坏、口径12.60171、器高２７０７，を測り、上記の５よりも歪んだ底部より内弩し、口縁部は

ややゆがむ。内面が荒れ、斑点状のハガレが見られる。

色調一暗赤褐色、焼成一良好も胎土一微砂粒多く含む。

５．壷（須恵器）胴部下位と頚部より肩部片による復元実測、直立気味に内弩する体部よ

り強く肩部が張り、頚部へ移行も

色調一暗灰褐色、焼成一良好胎土－精選されている。

６．小瓶（須恵器）長頚部片で、やや締まった頚部より、開き気味に直立し、口唇部は銑

D外反する。ロクロ成形。

色調一淡灰褐色、焼成一良嬬胎±－微少粒多く含む。

Z坏（須恵器）口径１２８０１，､器高４cm、糸切り底の底部より開広気味に内弩し、口唇部

は玉状に肥大して外反する。ロクロ成形、内面に墨書？

色調一淡灰褐色‘焼成一良好、胎土一微砂粒含む。

－１５－ 



３号住居壮（第６図）

１２Ｃグリットに位置する単独の住居杜で、Ｍ－１，２に囲まれている状況にある。規模は

5.85ｍ×２．８ｍの長方形で、N-86o-Eの主軸を呈す６

残存壁高は北壁50017t､東、西、南壁は4001,前後を削り、傾斜角は70｡～80.の掘り込みである。

周濠は不明。柱穴状の掘り込みは２ケ所で確認され日は南壁中央部下の床面に位置し、２８C17Z

x20c17zの楕円形で深さ1201,を測る｡Ｈは南東コーナーに位置し、貯蔵穴と思われ、４５cmx45c17L

の隅丸の方形を呈する深さ150171の掘り込みである。床面は南方向への傾斜を呈している。

カマドは東壁中央部のやや南寄りに位置し、住居杜と同一方向の主軸で、全長1.2ｍ、幅（

袖石間）５２ｃｍを測る。焚きロ部分は不整形のだらつとした浅い掘り込みで燃焼部を構成し､２０

０１７１，５５.傾斜の急な立ち上りを呈して煙道部へ移行する｡カマドは暗灰褐色粘土と礫により構築

されたと思われ、立脚する礫２個、燃焼部に横転する礫が検出され、右袖部の粘土が見られる
1国|国

Ａ 

5号住居祉埋十｜酉

１．黒褐色土浮石多く含む

２，〃暗褐色士粒多く含む

５．暗褐色±ＲＢ多く含みハード

４〃５より明るい

５．黒褐色土少量の浮石含む

６．暗褐色土ＲＢ、Ｒ粒含む

スローム粒でソフト

ａ暗褐色土Ｒ粒多く含みソフト

第６図３号

１口

（ 
ム,4900

3号住居杜実測図

2ｍ Ⅱ 

1--0■■■■－．.ロー￣－－－－￣１
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左袖部は不注意により除去してしまった。カマドの両脇にはテラス状の段が設けられている。

５号住居吐出土遺物（第７図１～７）

遺物の出土量は少量で、床面密着での出土遺物は５の高台付皿、７の台付甕脚部片、西壁に

密着して出土した５の須恵器片である。６は南壁中央部の埋士上面（第６図埋土説明－１層）

で出土している。他は埋土中での出土である。
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第７図３号住居:tlLH｣l＋殻物実測図

ｔ坏（須恵器）底径６．４０１１Ａ糸切り底よりやや開広気味に内弩しロ縁部へ移行する。ロクロ

成形、色調一灰褐色、焼成一良妖胎士一微砂粒含む。

２坏（須恵器）口径11.80772、底部欠損、ロクロ成雅口唇部に柚カス付議

色調一灰褐色、焼成一良妬胎±－微砂粒多く含む。

5．高台付皿（須恵器）口径15.2c17z、器高５０７７z、底径Z1c77z、直立する付高台より開広気味に

内弩し、ロ縁部は水平に外反する。

－１５－ 



色調一淡灰褐色、焼成一良妬胎土一粗砂粒多く含tjo

4坏、口径12501,、器高5.9ｃｍ、雑な手持へラ削りによる底部より内弩しロ縁部へ移行､体

部は荒いへラ削りと未調整部分が残る。ロ縁部下に軽い沈線が廻る゜口縁部から内面は横ナ

デ、内面底部は指ナデ痕が残る。

色調一黒褐色、焼成－やや甘い、胎土一粗砂粒含tfo

5・須恵大甕片

6．土釜、口径20.9cm、器高推定25ｍ､小さく不安定な底部より力強く立ち上り、最大径は胴

部の上位に求められ、頚部のくびれは短く直立し、口縁部分はやや玉状に短く外反する。胴

部最大径下は斜位、縦位のへラ削り、肩部～頚部にかけて横位のへラ削り、頚部～ロ縁部は

横ナデ、内面に輪積痕が残る。

色調一褐色～黒褐色、焼成一良妖胎±－粗砂粒多く含む。

Ｚ小型台付甕口径１１８cm、体部中位と台部下半部を欠損、八の字状の台部より内弩し、肩

部の張りは弱く、所謂=の字口縁を形成する。胴部下半は縦位へラ削り、肩部は横位へラ削

り、ロ縁部は横ナデ。内外面荒れている。

色調一褐色～黒褐色、焼成_やや甘い、胎土一粗砂粒多く含む。

４号住居祉（第８図）

４，号住居h卜埋十
１耕作土

２黒褐色土（準撹乱）

５〃暗褐色士粒含む

４晴:褐色士

５〃浮石含み４より明

６黒褐色±Ｒ粒、ＲＢ含む

７褐色土、〃

８〃

パワ暗ﾈ|ﾖ色土Ｒ粒、ＲＢ含む

１０黒褐色士Ｒ粒含む

１１Ｒ粒褐色土の混合土

１２灰褐色粘土

Ａ 

５ 

０ 

『５
）／わＤＢ 

Ｉ 
2ｍ 

■
■
■
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第８図４号住居血上実測図

１５Ｄグリットに位置し、調査区域内で全容は把握できない。南方向にはＭ－２、東方向には

掘立柱建築社群が広がる。規模は、南壁で5Ｂ５ｍを測る方形プランと思われる。主軸はＥ－５。
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－ｓを呈す◎壁高は550打z前後が残存し、７８．傾斜の掘り込みで、周濠は西壁の一部に確認され、

幅150772､深さ70771を測る。床面はハードで安定している。南東＝－ナーに位置するＢは貯蔵穴

と考えられる長軸57cm>q豆軸5007,の楕円形でｂ深さ22CTIの掘り込みである。

カマドは東壁南寄りに掘り込まれ、全長は1.85ｍで、住居趾と同一方向の主軸を呈すると思

われる。焚き口部より燃焼部の深D込みは15ｍほどを測り、煙道部は42.傾斜で立ち上がる｡袖

部、袖石等は確認出来なかった。

４号住居杜出土遺物（第９図１～６）

遺物出土量は少なく、床面にてＢの西側に坏、西壁南西コーナー付近に須恵坏、長甕片がカ

マド内部より南壁沿いに広がり出土。
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第９図４号住居吐出+二掻物実測図

1．坏、口径12.9ｍ、器高5.5ｍ、不安定な手持へラ削りの底部より内弩する。形態。手法は

１号住居吐出土坏（第９図－５）に類似する。

色調一褐色で黒斑が見られる、焼成一良好、胎士一微砂粒含む。

２坏、口径124cm、器高推定5.1077z、底部よりスムーズに内轡し、ロ縁部は直立気味に内弩

を強める。体部中位まで手持へラ削りを施している。

色調一褐色～暗褐色、焼成一良好、胎土一微砂粒多く含む。

ａ坏、口径127cm、内弩する体部より口縁部下に軽いくびれを施し、ロ縁部をやや外反気味

に内弩させる。

色調一褐色、焼成一良好、胎土－微砂粒多く含む。

４坏、口径12.50171、底部より浅目に内弩するロ縁部へ移行する。
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色調一褐色、焼成一良好、胎土一微砂粒含む。

5．坏（須恵器）口径122c17z、器高5.5C1T、底部より立ち上り部分にくびれ（土殺シ？）を

呈し、器肉を肥大させ内弩するロ縁部へ移行する。底部は回転へラ削り、休部はロクロ成形

色調一灰褐色～青灰褐色、焼成一良妬胆土一粗砂粒多く含む。

6．長甕口径21.7017Ｋ体部下半欠損、均一な器肉を保ち、口径と胴部最大径は同じで頚部は

やや締まり、ロ縁部は強力<内弩する。胴部は横位・斜位のへラ削りを施す６

色調一黄・褐・赤褐色、焼成一良妖胎土一微砂粒多く含む。

？号住居杜（第１０図）

ツトポイントを中心に南北に三軒の住居杜が並び、橇土擴が重複関係にある。東

2、西方に１，２号住居杜、北東方向には５，４号住居杜が位置する。

５，６， 

１１Ａグリ

方にはＭ－

５号住居杜

６，７号住居杜にまたがり、２軒の住居杜を切り込んでいる状況にあり、規模は477ｚｘ５７７ｚ

の長方形プランで、Ｎ－８０ｏ－Ｅの主軸を呈する。残存壁高は40～5DC77Lほどで､７５２~80．傾斜の

掘り込みである。周濠は北壁の西方に長さ85cmほどと、南壁の一部（セクションによる確認）

に幅25017Z､深さ100171の掘り込みが確認できる。柱穴、貯蔵穴は明確を欠く。

床面は６号住居吐内の埋土を切り込んだスペース部分に黒褐色士とロームＢの混合土により、

５～５cmの厚さで貼り床を設けている。

カマドは東壁の南側に位置し、灰褐色粘土は155ｍ（主軸方向）、南北1.8ｍほどの広範囲

に流出している。右袖部付近には40017ｌｘ25cmの円礫が出土･作業用の置き石なのか？

出土遺物（第11図１～11）

遺物の総量はパソケース１箱ほどであるが、埋士中に混入した小片が主で、床面上での出土

状況は散在的であるｳﾞｳﾏﾄﾞ周辺での出土は見られず（西壁方面に出士。南東コーナー部に焼土分

布が見られ、長甕の小片が出土している。尚、埋士中より坏、高台付椀、蓋、台付甕脚部等が

出土した。

1.坏Ⅲ口径125cm､器高5.6cm、手持へラ削りのやや歪んだ底部よりやや開広気味に内脅し、

ロ縁部を直立気味に内傾させる。ロ縁部下の体部は斜位のへラ削りを施すｂ内面からロ縁部

は横ナデ、口唇部にはカーボンの付着が見られる。

色調一赤褐色、焼成一良好胎土－微砂粒含ｉＢｏ

２坏（須恵器）口径127c77z､器高5.9cm、底径５．５cm、糸切り底の平底より内弩し、ロ縁部

は外反して開く。ロクロ成型。

色調一淡灰褐色、焼成一良妖胎土一精選され、微砂粒少量含む。

5.坏（須恵器）口径15.5c17z､器高５．６cm、底径6.9“糸切り底の平底より内脅し、ロ縁部
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第１０図56.78号住居祉実測図

５，６，７号住埋±

,、耕作±２１.（Ｍ－１埋士）1．耕作±21.（Ｍ－１埋土）褐色±多量のＲ粒含

２（５号埋土)黒褐色士Ｒ･Ｂ暗褐色土含只（６号埋士)黒褐色土浮石を多く合

5.（〃）〃１０.（〃）〃浮石Ｒ粒ＲＥを含

４（〃）暗褐色士斑点状に黒褐色±合１１．（〃）〃１０より明るい

５.（〃）黒褐色士１２.（〃）〃

６（〃）〃Ｒ粒Ｒ･Ｂ多量含１５.（〃）〃暗褐色士含

16.（〃）〃暗褐色土を多く合１４.（〃）〃斑点状にＲ･Ｂを含

18.（〃）〃１６に似る１５.（〃）〃カーボンＲ粒Ｒ･Ｂ含

1１（〃）暗褐色土、焼土粒を合ｚ黒褐色土

20（〃）黒褐色土と暗褐色土の混合土８．（±擴埋=、暗褐色±､黒褐色±、Ｒ粒、Ｒ･Ｂ含

－１１－ 



｝まやや肥大して外反する。

色調一灰褐色、焼成一良好、胎土－粗砂粒含tmo

4坏（須恵器）口径140171､外反気味に内弩する休部からロ肩部は五状に肥大して外反する。

色調一灰褐色、焼成一良好、胎土一微砂粒含tjb

5、坏（須恵器）底径6.7c77z

6、坏（〃）〃Z8c17z

z高台付塊口径16,017Z､器高5.8C17Z、底径R2CnU、ハの字状に開広する高台部より直線

的に開き、口唇部を外反させる。

色調一褐色～暗褐色、焼成一良好、胎土一粗砂粒含む。

８高台付椀口径15.,0171、高台部、底部欠損、器面にロクロ成形による凹凸を明瞭に残し、

口唇部を若干外反させる。

色調一淡赤褐色、焼成_やや甘い、胎土一粗砂粒多く含む。

Ｑ高台付椀口径推定14.2017z、器高5.2cwz、底径712077z、ロ縁部底部の一部欠損、短かく

安定した高台部より内脅し、口層部はスムーズに丸められていると思われる。

色調一褐色～暗褐色、焼成一良好、胎士一粗砂粒含む。

１０蓋（須恵器）平担な天井部に中央の凹むつまみを付ける。

11.台付甕脚部底径２９０７７１、八の字状に大きく開広する器高の低い安定した台部である。

色調一黄褐色、焼成一良好、胎士－粗砂粒含む。

壹迺了
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第１１図５号住居吐出十遺物実測図
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６号住居杜（第１０図）

１１Ａグリソトポイントに位置し、中央部より北方に５号住が重複しているが、形状を著しく

破壊するには至っていない。南コーナー部は調査区外となるが、ほぼ全容は解明された。

規模は４２ｍｘ５Ｂ５ｍの方形プランごカマド付近にて東壁がやや張り出す。主軸はＢ２８ｏ

－Ｓを呈すｂ残存壁高はB0c17z前後を測り、８０１まどの傾斜角で掘り込まれている。周濠は東コー

ナー部分に東壁から西壁にかけてＬ字状に残り、幅28077z､深さ10017zを測る。又、西壁中央部の

北側に長さ60ｍほど残存する周濠内には小柱穴が２ケ所見られる｡Ｐ１は南コーナー部、カマド

右袖部に接し、58017ｌｘ400171､深さ250772ほどの楕円形プランで貯蔵穴と思われる。床面は多少凹

凸が認められるが、ハードにしまっている。

カマドは東壁中央部やや南よりに切り込まねB25LSの主軸を呈すｂ規模は全長1.5ｍ、

袖部先端間は1.1ｍほどを測り、灰褐色粘土により八の字状の袖部を作り出している。焚き口

部から燃焼部は深さ15ｍで､左袖部寄りに掘り込まれている。煙道部は60.傾斜で立ち上り、

55C7nx45077Zの楕円形の煙り出しロとなる｡側壁部は非常によく焼け、ガチガチの焼土Ｂとなる。

煙道部の立ち上り部に長甕片が出土したカヘ非常に脆い状況であった。

１６号住居杜カマド

1．黒褐色土、Ｒ･Ｂ、灰褐色粘

土Ｂを少量含む

2．黒褐色土、焼土Ｂ、灰褐色

粘土Ｂを少量含む

5．灰褐色粘土Ｂ

4．黒褐色土、焼土Ｂ多く含む

5．焼土粒、焼土Ｂ

６，灰層

Z暗褐色土､Ｒ･Ｂ、焼土粒、

ご
・

画
》
『
。

Ｚ暗褐色土、Ｒ･Ｂ、焼土粒、
Ｏｌｍｌ 

カーボン含むＬ＿－－￣画=ヨ

８．灰層、焼土粒含t'

第１２図６号住居杜カマド実測図Ｒ灰褐色士、焼土Ｂを含む

７号住居祉（第１０図）

１０Ｂ、１１Ｂグリット、５号住居趾の北側に位置し、北東コーナーに土壌、中央部には南北に

走向するＭ－１が接する。全容は５号住居tlfが切り込んでいる為に不明であるが、北壁辺255

772を測るやや歪んだ方形プランを呈するものと思われる。壁高は20～50C17Zが残存し、６５｡～70．

傾斜の掘り込みで、北東コーナー部には周濠が見られる。床面はハードに固められたロームで、

西方には大小６個の円礫が出土した。
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８号住居杜（第１３図）

１６Ａグリットに位置し、調査区域内にわずかに確認された住居社で、北壁中央部やや東寄り

に、耕作上の震北東方向に９号住居ilh北、西方には柱穴群が広がる。

規模は、北辺で２５ｍを測り、残存壁高は500WZ前後でｉ709~85゜傾斜の掘り込みを呈すｂ柱

穴、周濠、カマドは不明。床面はしっかりした安定のあるロームである。

遺物は埋土中より数片出土しただけである。

１ 
8号住居趾埠ウ

１．耕作土

２溝（耕作によるもの）

５．黒褐色土ソフトで浮石少量含む

４．暗褐色±斑点状に褐色土を含む

５．黒褐色土浮石、Ｒ粒ＲＢを含む

（ Ａ ̄
 

Ａ－－．． 
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第１３図８号住居tlt実測図

９号住居祉（第１４図）

１７Ａ、Ｂグリットに位置し、南西方向に８号住居北東、北、西方に柱穴群が広がる。規模

は東辺5.4577z、西辺295ｍ、南北辺255ｍを測り、台形状プランでＥ－２０巴Ｓの主軸を呈すｂ

残存壁高は5507m～45017zで南方向に連れ壁高は減少する75｡～85傾斜の掘り込みである。周濠は

カマドの両脇を除いて（北西コーナーで－部途切れるが）廻る、幅15～200171、深さ５～５師の

浅い掘り込みである。柱穴状掘り込みは６ケ所検出さ沁日、Ｐｂ、ＥＬが主柱穴かと思われるカミ

明確を欠く。Ｂは60x77c77zの楕円形プランで深さ28cmの舟底状掘り込み｡Ｐ２は50x60cJzのや

や歪んだ円形で深さ200,Zを測る｡Ｂは52017Z直径の円形で深さ22C171、Ｈは南西コーナー部に位

置する１８x25c771、深さ３５C77Lの掘り込みで南西コーナー部まで溝状掘り込みが見られる｡P5､Ｐｂ

は貯蔵穴か柱穴か不明であり、Ｈは５００１７z直径ほどの円形で深さ5201,､Ｈは44x55c17zの楕円形

で深さ58071を測る。

カマドは東壁中央部の南寄りに切り込まれ、Ｅ－２７ｏ－Ｓの主軸を呈すｂ規模は全長1.02ｍ、

幅0.85ｍの楕円形プランで｝灰褐色粘土と礫により構築されている。袖部は粘土により馬蹄形

張り出しを呈し、先端間は45C7nを測り、南側壁面には50cmほどの角礫を補強しているが､北側

には存在しない。焚きロ部分は半円形の浅い掘り込みで、燃焼部で１０c17zほどの深さを測り､45。
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9号住居社埋土

ｔ黒褐色±浮石を多く含む

２〃１よりも暗い

5．暗褐色土Ｒ粒、Ｒ･Ｂを含む

4．〃しまりよい

5．黒褐色士Ｒ粒含みソフト

６暗褐色士Ｒ粒、Ｒ･Ｂ含み、

しまりよい

， ロ

0１ 2ｍ 
￣￣ 

第１４図９号住居血上実測図
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傾斜で立ち上がる。側壁面等良く焼けている。

9号住居社カマド

１．黒褐色士浮石を含む

２暗褐色土灰褐色粘土、焼

土Ｂを含む

５．〃２より暗い

４．黒褐色士少量の灰褐色粘

土、浮石含む

５〃４に類似

６．欠番

Z灰褐色粘土

８．焼土粒・焼土Ｂ

,黄褐色士焼土Ｂ含む

１０．褐色士焼土Ｂ･灰褐色粘

士Ｂを含む

１１．黒褐色士焼土Ｂを含む

ｑＣＬ 

Ｉ 

０１ｍ 
’－－ヨ－．１４９．２０ ■￣ 

第１５図9号住居杜カマド実測図

出土遺物（第16図１～５）

出土遺物の総数は４００点以上を数える。床面上での出土状況はカマド内、前面に多く出土

し、大半が．の字ロ縁を呈する甕片で＄実測できうる個体は４点である。北東部出土の須恵坏

は埋士Ｌ面で確認された墨書土器である。

1．高台付塊口径156C171、器高４７ｍ底径Z2C1n、内弩気味に開く高台部より､開き気味に

内弩し、口唇部に連れ器肉を増し、端部を丸める。休部に墨書有り。

色調一灰褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

２甕口径14071Z､休部上半～ロ縁部にかけ残存し、内弩する肩部から開き気味の頚部を呈し、

ロ縁部は短く開広する。休部は横位のへラ削り、内面から口縁部外面は横ナデ。

色調一褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

己甕口径16.2077t、体部中位下半よりロ縁部にかけ残存し、休部はやや丸味を帯び内弩し、

頚部は内傾気味となり、短く開広する。体部中位下は縦位、上位は横・斜位のへラ削り。内

面から口縁部外面は横ナデ。

色調一黄燈色焼成－やや甘い胎土一粗砂粒多く含む

4．甕口径18.1017z､器高269cm、底径5.7ｍ、小さめの底部から最大径を体部上位に呈する

胴長の体部から直立する頚部に移行し、ロ縁部は短く開広する。体部中位下は縦位、上位は

－２４－ 



横位のへラ削り、内面からロ縁部外面は横ナデ、内面に斜位の軽いナデ

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

5．甕口径18.1c17z、器高推定252c1n、底径推定5.6017z、最大径は胴部上位で、やや肩落ちの

全体にやや丸味を呈する胴部より頚部に移行し、ロ縁部は斜方向に開広する。手法は上記と

ほぼ同じ。色調、焼成、胎土も上記と同じ。

､豆藝=二『
± 

、

( 
、~￣￣

Ｉ ［ 
/~ﾌーノ 、

山

上１
Ｌ」

亡＝

１０号住居祉（第１７図） 第１６図９居住居祉出土遺物実測図

２１，２２，２５Ｄグリットに位置し、南東方向に11号住居tlh柱穴群が広がる。南、南西方向に

溝状遺構（耕作上のもの）、柱穴群が見られ、２本の溝が住居祉埋士を切り込む状況にあるが、

住居杜の形状を破壊するには至っていない。調査区域内では約半分のスペースが確認され、規

模は南辺で6.5ｍを測る方形プランと思われる。主軸はＮ－６５ｏ－Ｅを呈する。残存壁高は45～

500771を測る659～75.傾斜の掘り込みである。周濠は南壁中央部やや東寄りと西壁の南寄りに存

在した。柱穴状掘り込は15ケ所され、Ｂは45cm×60017zの円形､深さ65c1n､Ｐ２は直径50cmの円形

深さ80077zで主柱穴と思われ275ｍのスパンを測る。P1o～Ｂ２は壁崩壊防止の矢板止めの支柱

－２５－ 



穴、ＢＬは200171前後の円形で深さ21血を測る入り口部と思われる掘り込みであろう｡Ｂ３は50ｘ

６Ｄｍの方形プランで深さB5C17Zを測る貯蔵穴と考えられる掘り込みである｡床面は非常に固く、

安定したレベルを保つ、カマドは明確を欠くカヘ東壁に位置すると考えられる。

｛ Ａ 

４ 

A’ 

０２ｍ 
-－－－－－－ 

第１７図１０号住居祉実測図

10号住居士叶埋十

1．耕作士

２溝状遺構（耕作上のもの）

5．暗褐色土Ｂ軽石を含む

4．黒色土Ｂ軽石を含む

5．黒色±

6．黒褐色土暗褐色土を含む

Ｚ黒褐色士ＦＡを多く含む

8．黒褐色士

褐色土Ｒ粒を多く含む

暗褐色土サラッとしている

暗褐色±Ｒ粒、褐色±含む

暗褐色士

焼土粒・焼土Ｂ

黒褐色士Ｒ粒を少量含む

にぶい褐色士Ｒ粒・黒褐色士含む

褐色土斑点状にＲ粒、ＲＥ多く含む
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第１８図１０号住居杜出土遺物実測図（１）
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第19図１０号住居吐出±遺物実測図（２）

出土遺物（第18図１～１６、第１，図１７，１８）

出土状況は貯蔵穴周辺、南壁中央部ＰｂからPbにかけて分布し、１，８を除いて床面密着で

出土している。１，８は混入の遺物である。

1．坏口径10.60171、器高４C1n、丸底より弱い陵を呈し、やや外反気味に開くロ縁部に移行す

る。第171図Ｈの南に飛散し接合、底部はへう削り、内面から外面ロ縁部は横ナデ

色調一淡黄褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む、埋土上層より出土

２坏口径145cm、器高50771、底径5.501,、平底から休部は直線的に開き、ロ縁部は短かく

直立気味に内弩する。底部はへう削り、体部中位下は斜位のへラ削り、上位は未調整、ロ縁

内外面横ナズ内面は荒れている。完形、床面密着出土

色調一赤褐色～褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

5．坏口径14.5cm、器高４．６０１，、底径4.1cW1、底部は凹みロ縁部は短かく内傾する。底部

と休部下位斜位のへラ削り、中位～上位は未調整、ロ縁部内外面横ナデ、内面荒れているが

放射状暗文が残る。北東コーナー床面密着出土、完形

色調一赤褐色～黄褐色焼成一良好胎士一粗砂粒多く含む

４坏口径14.8c77L、器高５．２cm、底径４ｍ、形態、手法ほぼ上記と同じ、内面にへう研磨痕

が残る、貯蔵穴周辺で出土、ほぼ完形

色調一赤褐色焼成一良好胎土－粗砂粒多く含む

5．坏口径15Bcwz、器高5.7cm、丸底よりやや歪んだ休部を呈し、短かく内弩するロ縁部へ

移行、底部から体部中位に斜位のへラ削り、未調整部分残すｂ口縁部内外面横ナデ、内面|こ

へラ研磨痕残る、貯蔵穴の南東方向、床面出土

－２８－ 



色調一赤褐色～黒褐色焼成一良好胎士_粗砂粒多く含む

６．坏口径１５２０１７Z、器高5.5C17Z、器肉の厚い九底から短かく外反させるロ縁部へ移行する。

休部中位下は横位・斜位のへラ削り、ロ縁部外面横ナデ、内面ロ縁部横位のへラ研磨，内面

は不定方向のナデ、貯蔵穴内部に集中出土

色調一の赤褐色～黒褐色内赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

Ｚ坏口径15.9017z、内轡する休部から弱いくびれを呈し、短かく内簿する口縁部へ移行する。

休部は斜位、ロ縁部は横位のへラ研磨、内面ロ縁部は横ナデ、内面放射状暗文残る。南壁沿

いに２，５ｍほど飛散している。

８．蓋（須恵器）口径205017z、残存器高a5C1n、天井部分は水平気味で（つまみ部は欠損、

口縁部は鋭く折れる。休部はロクロ成形ご天井部は回転へラ削り、混入遺物

色調一灰褐色焼成一良好胎土一精選されている

Ｒ高坏坏部口径1Z1cln、体部下半に弱い陵を呈し、外反して大きく開く口縁部へ移行する。

接合部は丸い突起状を呈している。陵下半は横位、斜位のへラ削り、休部は弱い櫛状ナデ、

口縁部内外面横ナデ、内面は荒れている。西壁南寄りの床面密着

色調一赤褐色～黄褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

１０高坏坏部口径17140171、盤状の坏底部から外面下半に陵を呈し、体部中位ほどまで外反し

て開き、ロ縁部をやや内弩させる。接合部は細かいへラ研磨、底部は横ナデ、陵部分へラ研

磨、体部内外面に放射状暗文施す６口縁部は横ナデ

色調一赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

11．高坏坏部口径125cm、外面下半に陵を呈し、体部は大きく開広気味に内弩する。陵下半

は横位のへラ削り、未調整部残す、ロ縁部は横ナデ、内面は荒れている

色調―にぶい黄褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

12．高坏坏部口径18cm､外面下半に弱い陵を呈し、休部は外反して開き、ロ縁部を直立気味

に内傾させる。陵部分は横位のへラ削り、体部下半は斜位のへラ削り、内面からロ縁部外面

は横ナデ、南壁中央部やや東寄りに出土

色調一黒～赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

15．高坏坏部口径18501m、体部下半に弱い陵を呈し、体部は斜方向に大きく開き、口唇部を

直立さ遇端部を鋭0気味に丸める。陵下半は横位のへラ削り、陵より上方向への軽いナデ、

ロ縁部は横ナデ、内面に放斜状暗文を施す

色調一赤～黄褐色焼成一良好胎土一粗砂粒を多く含む

14．高坏坏部口径１２５０７７１、外面下半に陵を呈し、体部は大きく開き内湾する。端部は丸くお

さめる、陵下半はへう削り後へラ研磨、体部下半に一部へラ研が残る。ロ縁部内外面横ナ

デ、内面に放射状暗文を施すｂ貯蔵穴底面出土

－２９－ 



色調一㈹赤～黒褐色の赤褐色焼成一良好胎土一精選されている

15．高坏脚柱部内薄気味に開く脚柱部から裾部は大きく屈曲されよう。外面はへう研磨、裾

部はナデ、内面は指ナデ

色調一淡黄褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

16．増口径10C171,器高８．２０１T、底径4.60m、底部から内弩する角張った体部形を呈し、最大

径を肩部に測る。肩部より<の字状頚部に移行し、ロ縁部は短かく斜方向へ開く。休部中位

下は斜位・横位のへラ削り。肩部に櫛描状ナデ、ロ縁部内外面横ナデ、内面に指ナデ残る。

色調一赤褐色～暗褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

１７甕口径16.5ｍ､胴長の体部を呈し、最大径は中位に設けられている。内弩する休部から

<の字状頚部に移行し、口縁部は広き気味に内弩する。休部下位は斜位のへラ削り、中位下

半に横位のへラ削り、上位は斜位の櫛描状ナデ、内面も櫛描状ナデ、口縁部内外面横ナデ

色調一黒褐色～暗褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

１８鉢口径１，とW1、器高15.10171、底径6.201?Z、平底の底部より内弩し、やや尻つぼみの下半よ

り上部につれ開き気味となり、軽いくの字状くびれを呈し、ロ縁部は直立気味に開く、底部

はへう削り、休部下位は斜位、上位は若干横位のへラ削りが残る、全体にへう削り後、ヘラ

研磨を施すロ縁部内外面横ナデ、内部下半}まへラ削り後、ヘラ研磨

色調黒～赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

１１号住居社（第２０図）

２５Ｂグリットポイソ卜より南西方向に広がり、北西方向に10号住居il上、東方に15号住居杜が

位置する。規模は５ｍ×5.4ｍを測る長方形プランで、主軸はＮ-55巴Ｅを呈すｂ残存壁高は５０

～40ｍほどで、南方向に連れて壁高が減少する759～80.傾斜の掘り込みである｡周濠はカマド右

脇のコーナー部、南コーナー部、北壁沿いに確認されるカミ幅20～50077t､深さ５ｍ以下の浅いも

のである。柱穴状の掘り込みは６ケ所確認され、Ｐ,～Ｂは住居杜の主軸と同方向、短軸辺の中

央ラインに設けられたもので、Ｂは25ｍ直径の円形､深さ45ｍ､Ｈは25017Z直径の円形（深さ４０

c17Zを測る主柱穴と考えられる掘り込みである。尚、Ｂ、Ｐｂは短辺壁より１．４ｍ地点に位置する。

Ｂは27x55C17Zの楕円形プランの皿状を呈する浅いもので、支柱穴であろうか？Ｈは北壁の

中央やや北寄りに位置する25x27C77zの円形､深さ１６ｃｍを測る入り口部の掘り込みであろうか？

Pbはカマドより南方0.75017zほど隔て位置する、４０cm直径の円形で深さ65c77zを測る貯蔵穴と思

われる掘り込みであり、堵の完形が出土した。床面は固くしまり、安定している。

ｶﾏﾄﾞは住居杜と同一主軸で《東壁辺の}東寄りに掘り込まれ､全長i３７ｍ,幅085ｍの規
模を測る。焚きロ部分と燃焼部、燃成部は住居吐内に、煙道部は東壁を20ｃｍほど掘り込み、１０

０１７１ほどの段を設け、緩やかに傾斜して立ち上がり、５５ｍほどの舌状プランを呈する。袖部は粘

土と小礫を混ぜて構築しており、北袖は途切れているが65ｃｍ、南袖は柱穴状掘り込みにより一

■ 
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第２０図１１号住居祉実測図

11号住居祉埋士

1．暗褐色土ＦＰ浮石､ＦＡ浮石、焼土粒含む

ａ暗褐色土Ｒ粒ＲＯＢを含む

5．暗褐色士ソフト

７１暗褐色士Ｒ粒、ＲＢ多く含み５より暗い

２黒褐色±

4．暗褐色士

6．暗褐色土

１より密でＲ粒を含む

ソフトでＲ粒を含む

焼土粒カーボンを含む

ロ

部破壊されているが、700171ほどで袖部間は45ｍを測る。焚きロ部分は半円状の浅い掘り込みで（

カマド内に高坏を伏せた支脚と思われるものが出土した。

－５１－ 



11号住居杜カマド埋士

1．暗褐色±、少量の焼土粒・灰褐

色土、ＲＢを含む

2．暗`褐色土１より暗い

5．褐色±サラサラしている

４暗褐色士焼土粒、焼土Ｂ含む

5．暗褐色士多量のＲ粒、焼士粒

カーボン含む

6．褐色土焼土粒含む

Ｚ晴:褐色±Ｒ粒多く含む
○
○
・
・
四
一

０ 
属薩←

第２１図１１号住居牡カマド実狽Ⅱ図

１ｍ 
＝西国河

出土遺物（第22図１～１０、第25図11～１４）

遺物はカマド周囲に集中して出土、カマド前面には喪、小型甕、南袖部脇に坏５点、高坏坏

部が出土、Ｐ３周辺には域高坏脚柱部が出±し、南袖部の高坏坏部と1.4ｍの距離で接合６大

甕片は中央･部埋士上層に、南コーナー部上層で堵が出土した。

1．坏口径15c17z､器高5.9cm、底径４０１，、小さい平底から水平気味に大きく開き、ロ縁部は

直立気味に短かく内轡する。底部はへう削り、体部下位は斜位のへラ削り、上位は横ナデ、

内面は櫛描状ナデ

色調－にぶい赤褐色～黒褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

２坏口径14C77Z、器高４．８cm、底部5.1ｃｍ、小さい平底から開き気味に内脅し、ロ縁部は直

立し、ロ盾部を内傾させる。外面手法は上記１に似る、内面は荒れている。

色調一赤～黄褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

5．坏口径１５CTI､器高５０１m、底径５×４ｍ平底でやや九底気味を呈す、体部は内弩し、そ

のままロ縁部へ移行する。底部はへう削り、体部上位まで斜位、横位のへラ削り。内外面口

縁部は横ナデ、内面荒れている。

色調一赤～黒褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

4．坏口径15.90171、器高５．７ｍ、九M底より休部はやや開き気味に内弩し、短かく開き内湾す

るロ縁部へ移行する。体部は斜位、横位のへラ削りで、ロ縁部内外面横ナデ、内面は櫛描状

ナデを施すｂ

色調一赤～黒褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

巳坏口径14017Z、器高6.6C17Z、底径40772、凸みのある平底より内簿し、ロ縁部は短かく外反

する。底部Iまへラ削り、体部下位は斜位のへラ削り、中位～上位は未調整、口縁部内外面漬

ナデ、内部は放射状暗文が若干残る。
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第２２図１１号住居吐出士遺物実測図（１）
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第２３図１１号住居吐出土遺物実測図（２）

色調－２次焼成受け多色に変化焼成一良好胎土一粗砂粒含む

6．堵口径15.60171,器高２６ｍ、底径５α､、小さい底部から内弩する球状体部を呈し、<の

字状に短かく開く口縁部へ移行、底部はへう削り、体部下位にへう削り、頚部に櫛描状ナデ、

口縁部内外面は横ナデ、内面は荒れている。

色調一褐色～赤褐色焼成一良好胎土一小石含む粗砂粒

z堵口径11ｃｍ、器高R5C17Z、底径5.2,,1、浅い凹みの平底から、やや扁平な休部を呈し、

短かく直立気味に内弩する口縁部へ移行する。底部畳付部はへう削り、体部下位はへう削り

後軽いへラ研昏、大半が未調整、内面は荒れている。

色調一黒褐色～赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

８垳口径8.5cm、器高R7C77Z、底径5.4ｍ、所謂算盤玉状体部から<の字状にくびれ、直

線的に開広しロ縁部へ移行、口唇部は内傾しやや鋭り気味に丸める。底部はへう削り、休部

－５４－ 



下半は斜位‘横位のへラ削り、頚部～体部上位はナデ、筒部は縦位のへラ研磨、ロ縁部内外

面横ナデ。

色調一卵淡黄褐色～褐色内赤褐色焼成_やや甘い胎土一粗砂粒含む

Ｒ端大型の増の休部片でも所謂算盤玉状の形状を呈す、体部下位はへう削り、上位は櫛描

状ナデ、内面に粘土紐痕残すｂ

色調一黒褐色～暗赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

10.大型甕口径21.70m、球状の休部中位（最大径）部からロ縁部片でｉ体部径に比べてロ縁

部がやや小さめとなる。体部は櫛描状ナデ、ロ縁部内外面横ナデ、内面に櫛描状ナデぃ粘土

紐痕残る。

色調一暗～黒褐色焼成一やや甘い胎土一粗砂粒多く含む

11．高坏口径1Ｚ８ｍ、器高15.8cm、底径158cm、内湾気味に開く脚柱部から裾部は平たく大

きく屈曲し内面に陵を呈する。坏部は外面に陵を呈し、直線的にやや開き、ロ縁部は内簿し

直立気味となる。坏部、裾部の口縁部内外面横ナデ、坏部は底部～体部へラ研磨、陵部分だ

け横位のへラ研磨、脚柱部～裾部は縦位～斜位のへラ研磨、坏部内面荒れている。

色調一黄～赤褐色焼成一良好胎土－粗砂粒多く含む

12．高坏口径18.9017Z、器高14cm､底径15.5017Z、内脅しスムーズに開く脚柱部から裾広がりと

なる。坏部外面に陵を呈し、大きく開広する休部からロ縁部は鋭D気味に内傾させ丸める。

脚柱部～裾部はへう研磨、坏部外面は櫛描状ナス陵部分～底部Iまへラ削り後へラ研磨。口

縁部内外面横ナデ､坏部内面は放射状暗文を施す。

色調一黒褐色焼成一良好胎士一小石含む粗砂粒

15．甕口径1’10171、器高2640WZ、やや九底気味の不安定な底部から最大径を体部中位に呈し、

やや胴張りの胴部を呈し、ロ縁部は頚部より<の字状に開く、体部は荒いへラ削り後、櫛描

状ナデ、ロ縁部内外面横ナデ、内部は横位の櫛描状ナデ、粘土紐痕残る。

色調一褐色～黄褐色焼成一良好胎士－粗砂粒含む

14．小型甕口径15.90171、残存器高18ｃｍ､底部欠損、休部中位に最大径を呈す、休部は荒いへ

ラ削り後、斜位の櫛描状ナデ、ロ縁部内外面横ナデ、内面は横位の櫛描状ナデ、．粘土紐痕残

る。

色調、焼成、胎士は１５と同じ。

エ２号住居祉（第２４図）

26827Ｄグリットに位置し、調査区域内での確認面積はわずかで、南辺４．５ｍを測る方形プ

ランが考えられる。主軸はＮ－８５ＬＥを呈する。残存壁高は600172前後を測る80.傾斜の掘り込み

である。周濠は西壁コーナー部に80c17Zほど確認されただけで､深さ50772を測る。柱穴状の掘り

込みは５ケ所検出され、Ｈは南壁中央部の床面に位置する54C17Zx58C77Zの円形､深さ20ｍを測り

－５５－ 



Pbは西壁、周濠の北に位置する200171直径の円形で、深さ１５cm､の掘り込みである｡Ｐｂは南東コ

ーナー部に位置する25C17Zx50C1mlの円形で、深さ55ｍを測る貯蔵穴と思われる掘り込みである。

床面は固く、安定している。

匹ＩＡ 

パＡ U－－－－ｗ－ 
．１５０．２０ 

０１ 2ｍ 
第２４図１２号住居杜実測図

出土遺物（第25図１～４）

遺物は南東コーナー部に集中し、Ｂ上面に壷､坏、南壁沿いに坏と短頸壷が出±している。

南西コーナー部床面に４個ほどの礫が見られる。埋士中より甑片が出土している。

Ⅲ竈･径２１…全体の；ほどの形状を残し､体部は球状塗曇しＫの字状頚部よ’内弩
し、口唇部はやや開き気味となる。体部には斜位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデを施すｂ

色調一褐色～淡黄褐色焼成一やや甘い胎土一粗砂粒含む

２坏口径11C1n、器高5.60771、丸底より内脅し、ロ縁部は直立気味に内傾させる。底部から

休部上位}まへラ削り、内面からロ縁部外面は横ナデ。

色調一明褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

5．坏口径10.7071、器高5.80171,2より全体に丸味を帯Zﾉ§（ロ縁部は直立気味となる。手法

は２より丁寧なへラ削りを施す。

色調一褐色～赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

４短頚壷（須恵器）口径７８０１７z、器高10.5C1H、平底気味の丸底より舟底状を呈する下部よ

り最大径を中位に呈し、肩部は直線的に内弩する。口縁部はやや開き気味に直立する。底部

－５６－ 



は回転へラ削り、体部はロクロ成形、休部（最大径上面）と口縁部下に沈線が廻る゜

色調一灰褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

二三ミニ下
Ｓミ

Ｅ 
／ 

／ ’一一
、
、

、－

Ｌ Ｏ１０ｃｍ 
ｌ－￣－－－－－￣－－１ 

第２５図１２号住居吐出±遺物実測図

１３号住居杜、土鱗状掘り込み

２６Ｂグリットに位置する縄文時代の住居牡と和泉期士擴と思われる掘り込みである。縄文時

代の住居杜は、周濠状掘り込みと柱穴により、一部の住居プランを想定できうるだけで（炉祉、

床面等は明確を欠いた。プラン確認時に石鑑（第26図）が１点出土した。

±擴状の掘り込みはＢとＰ２が概当する。Ｂは70c17zx60cmの円

形で、深さ24ｃｍを測る｡Ｐ２は１の字形を呈し、西側に50C1n直径の

円形で、深さ25OTLを測り、焼土粒、焼土Ｂが多量に含まれる掘り

込みである。遺物の出土分布はＢの掘り込み内、周辺に多く見ら

れ、南北2.9ｍ、東西1.7ｍの細長い分布範囲状況を呈する。こ

の時期の住居杜が存在したのかも知れない。

第２６図１３号住居吐出±石鑑

出土遺物（第28図１～５）

1．壷口径18.501,、ロ縁部片で､頚部より直立気味にやや開き、一条の沈線を廻らせ、ロ縁

部は内弩し、端部は鋭D気味に丸める。外面は横ナデ、内面に櫛描状ナデ、斜位のへラ削り、

粘土紐痕残る。

色調一黄褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

－５７－ 
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第２７図１３号住居tlL，±擴状掘り込み実測図
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第２８図１３号住居吐，±鑛状掘り込み川＋過物実測図
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2．堵口径12101,,肩平な体部より強く肩が張り、筒部は良くしまった頚部より斜方向に開

き、口唇部付近でやや直立気味となる。体部下半}まへラ削り、頚部はへう研磨、口縁部内外

面横ナデ、筒部は若干の櫛描状ナデ、粘土紐痕残る。

色調一淡黄褐色～褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

5．高坏脚部径14.4cm、大きく水平気味に開く裾部片である。外面は縦位のへラ研磨、内面

は横位のへラ研磨。

色調一暗赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

１４号住居杜（第２９図）

約半分のスペースを茂木10号線下にかかる住居趾で、２８Ｃ、Ｄ、２９Ｃ、Ｄグリットに位置す

る。東方に16号住居杜、南西方向に15号住居杜、北壁の中央部に長方形土l贋、南西コーナーの

一部に耕作上の溝が接する。規模は東辺５２７７Z、西辺4.777Z、南辺4.5ｍ、北辺465772を測る

台形プランで、Ｎ－７９ｏ－Ｅの主軸を呈する。

残存壁高は40～55cmを測る80゜～垂直に近い掘り込みで､カマド右脇の辺が－部撹乱されてい

る｡周濠はｶﾏﾄﾞ左脇より北壁の島ほど､東南ｺｰﾅｰ部より南壁沿い､西壁の一部に､幅'０
～20c77Z､深さ５～10077zを測る掘り込みである。柱穴状掘り込みは４ケ所確認され、Ｂは中央部

やや南西寄りに位置する40×55cm､深さ500171ほどの掘り込みで､Ｐｂは南西コーナー部局濠に接

する45x55c17z楕円形､深さ９cmを測り、Ｂは南壁中央部に位置する55×40cmの円形､深さ24017ｚ

を測る。ＥＬは貯蔵穴と思われる掘り込みで、P2x62C17Zの楕円形、深さ60cmを測る。床面は固く

しまり、安定したレベルを保つ。

カマドは東壁中央部やや南寄りに掘り込まれ住居杜と同一方向の主軸を呈する。灰褐色粘

士、長甕による構築でｉ灰褐色粘土による袖部、そして両袖先端に長甕を利用し、２個体の長

甕でＷ状のアーチを作り出している。袖部先端間は40Cl7zを測る。焚きロ部分の掘り込みは長甕

直下より掘り込まれ、燃成部は50ｍほどの深さを測り、煙道部は66.傾斜で立ち上がる。

14号住居祉埋士

１．暗褐色士

５．暗褐色士

５．黒褐色士

Z暗褐色±

Ｒ黒褐色土

よくしまっている 黒褐色士

暗褐色土

黒褐色士

暗褐色士

褐色土

多少粘質帯びｌＲ．Ｂ含む

褐色±Ｂを含む

５より暗く、カーボン含む

多量のＲ粒含む

斑点状にＲ粒、Ｒ･Ｂ含む

０
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〔
Ⅱ
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〔
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〃
』
口
夘
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，
ノ
ハ
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叩
〔
〕
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Ｒ粒、ＲＰＢを含む

斑点状にＲ･Ｂ、Ｒ粒含む

ＦＰ、Ｒ粒含む

出土遺物（第50図１～８、第５１図，～１，

床面中央部に壷、そしてカマド前面、カマド、貯蔵穴周辺に出土したが、貯蔵穴周辺出土の

－５９－ 
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坏は当住居杜に関連するものか疑問が残る。床面北部そしてカマド前面等に大小多種の礫が点

在している。

1．坏口径11.1Cll、器高5.6cm、丸底より内弩し、陵部は丸みを帯び張り出し、ロ縁部は陵

より内弩してから開広し、端部を丸める。底部|まへラ削り、内面からロ縁部外面横ナデ。

色調一淡赤褐色～黄褐色焼成一良好胎士一小石含む粗砂粒

２坏口径11.5C17Z、器高5.2cm、安定感のある扁平な丸底より軽い陵を呈し、ロ縁部は直立

気味にやや開く。底部lまへラ削り、内面からロ縁部外面横ナデ。

色調一淡黄褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

5．坏口径15.8017Ｚ器高４Ｇ７､、やや不安定な丸底より陵を呈し、ロ縁部は開き気味となる。

底部はやや荒し､ヘラ削り、内面からロ縁部外面債ナデ。

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

４坏口径15.7cm、器高4.6cm、底径５．４０Jz、砂底を呈する平底より、大きく開広する。器

肉は均一的で、端部は丸める。体部下半は斜位、横位のへラ削り、外面上半は未調整部分、

内面から外面ロ縁部は横ナデ、口唇部の一部カーボン吸収。

色調一褐色～淡黄褐色焼成一良好胎土一砂粒を多く含む

５坏口径15.701Ｋ器高４ｍ、底径５０，１、上記４の坏と同一手法、形態を呈する規格品と思

われる。

色調一黒褐色～淡黄褐色焼成一良好胎土一砂粒を多く含む

6．坏（須恵器）口径122C17z、器高６５ｍ、底径５９cm、平底より斜方向に開広に内弩しロ縁

部に移行外面にロクロ水挽痕残る、底部は糸切り底。

色調一灰褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む
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第３０図１４号住居吐出＋遺物実測図
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第３１図１４号住居hhll＋遺物実測図
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Ｚ坏（須恵器）口径15.1017z、器高５５c7n、底径５９c1n、平底より直立気味に内弩し、ロ縁部

へ移行する深めの坏である。底部は糸切り底、体部にロクロ水挽痕残る、全体に磨耗してい

る。

色調一淡灰褐色～暗灰褐色焼成_甘い胎土一粗砂粒含む

８．壷形土器口径14.501,、休部上半よりロ縁部片で、直立気味に内弩する休部より、強くし

まったくびれを呈し、ロ縁部は斜方向にやや開く、休部外面は斜位のへラ削り、ロ縁部内外

面横ナデ、内面は雑な横ナデ。

色調一淡褐色～暗褐色焼成―甘い胎土一粗砂粒多く含む

’壷口径1a5c1n、体部上半よりロ縁部片で、球状を呈する体部より頚部は直立し、ロ縁部

は開広し、端部は水平気味となる。体部上位は斜位のへラ削り、ロ縁部内外面は横ナデ。

色調－にぶい褐色焼成一良好胎士－粗砂粒多く含む

１０長甕口径186C1n、胴部中位下は欠損、やや胴張の体部より、弱いくびれを呈し、ロ縁部

は斜方向へ開広する。胴部は縦位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面に若干のへラ削り

粘土紐痕残る。

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

11,長甕口径2060111、器高56c1n､底径４７c1n、やや九底気味の不安定な平底より砲弾状の休

部を呈し、頚部のくびれはなく斜方向へ開広するロ縁部へ移行する。胴部下位は不定位なへ

ラ削り、中位下は斜位、上位は縦位のへラ削り、口縁部内外面横ナデ、内面Iこへラ削り痕、

櫛描状ナデ、粘土紐痕が見られる。

色調一褐色～赤褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

１２長甕口径207c17A器高57077z､底径4.50171、ヘラ削りの平底より、胴部中位上付近に胴張

りを呈し、器面に多少凹凸が見られる胴長の体部より、<の字状に外反するロ縁部へ移行。

胴部下位は縦位、中位下は斜位と縦位、上位は斜位の大きめなへラ削り、内面からロ縁部外

面横ナデ、内面に多少不方位のへラ削り、底面付近にへう削りを施す。

色調一黄褐色～赤褐色焼成一良好胎士－粗砂粒多く含む

15．長甕・口径16.6077Z、器高227cm、底径40171、ヘラ削りの平底より砲弾状の体部を呈し、頚

部のくびれはなく、スムーズに外反するロ縁部へ移行する、胴部下位は斜位、上位から中位

に長く縦位のへラ削りを施す、ロ縁部内外面横ナデ、内面中位に斜位と縦位のへラ削り。

色調一淡黄褐色～赤褐色焼成－やや甘い胎土一粗砂粒多く含む

１５号住居祉（第３２図）

２７Ａグリットポイソ卜南に位置し、茂木10号線が住居杜の東を通り、西方には10号線以前の

道路tlL、北東方向に14号住居tl上が確認されている。規模は255ｍ×２５ｍの方形プランを呈す

る小規模な住居杜で、Ｎ－８５ＬＥの主軸で掘り込まれている。残存壁高は15～20017zで緩やかな
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傾斜の掘り込みを残す６局濠柱穴、

貯蔵穴は不明である。床面は軟かく凹

凸のある状況を呈する。

カマドは東壁の中央部を掘り込んで（

住居趾と同じ主軸を呈すｂ全長1.25ｍ

で東壁ラインよりも６０ｍほど張り出し、

粘土と礫による袖部が残る。先端部の

袖石間は55～40”を測り、燃成部中央

に支脚として利用された礫が在る。焚

きロ部分は、だらっとした歪んだ方形

の掘り込みである。

Ａ 

Ａ１４ａ６０ （ 

ｕ 2ｍ 

出土遺物（第55図１～５）

遺物はカマド内に集中し、坏４点、

第３２図１５号住居趾実測図長甕片が出土、埋士内では検出されな

かった。

15号住居ｶﾄ埠十１．甕口径25.50m、残存器高24.501,,

1．耕作土細くくびれた胴部下位より、胴張を

２黒褐色土斑点状にＲ粒、ＲＥを含む呈する上位部に移行し、頚部はくの

5．黒褐色土（掘り方埋士）２より明るく密字状にくびれ、ロ縁部は大きく開広

4．暗褐色土焼土粒、Ｒ粒、浮石を含むする。胴部上位は斜位のへラ削り、

5．暗褐色粘質土黒褐色±、焼土粒を含む下位は荒れて明確を欠く、内面は横

6．暗褐色粘質士多量の焼土粒、Ｂを含むナデを施す。胎土一粗砂粒含む色

調一褐色焼成一良好

2．坏口径10.5C1n、器高5.2077Z、丸底より内弩し、ロ縁部は短かく直立気味に内弩する。底

部lまへラ削り。内面からロ縁部外面は横ナデ。

色調一赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒を含む

5．坏口径11.107,、器高a5CW1、丸底より内弩し、ロ縁部は直立気味となる。手法は２とほ

ぼ同じ。

色調、焼成、胎土も２と同じ。

４坏口径11.5ｍ、器高5.5017t、形態、手法は上記とほぼ同じ。

色調一褐色焼成、胎土は上記と同じ。

５坏口径1240,1、器高a8Cm、上記した坏よりもやや大きめの坏である。
色調、焼成、胎土は４と同じ。

－４４－ 
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第３３図１５号住民吐出士遺物実測図
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第３４図１６号住居杜出土遺物実測図
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１６号住居吐（第３５図）

５１０Ｄグリットに位置し、茂木10号線下に半分以上もかかり、全容は把握できなかった。

東方には６Ｂの掘立建築杜、西方に14号住居hL、南方に４０，４１，４２号住居杜が位置する。規模

は東辺で約5.2机を測る方形プランと思われる。主軸は、ほぼ真東を呈するものと思われる。

残存壁高は40c7n前後で（789～80.傾斜ほどで掘り込まれている。周濠は東壁の北側に見らね

幅20c7n､深さ５～５c17zを測る浅い掘り込みである。柱穴は確認されず､､南東コーナー部の50×

60cm、深さ20077zほどの掘り込みは貯蔵穴と考えられ､甕、須恵坏片、須恵壷片が出土した。床

面は非常に固く安定している。

カマドは東壁中央部やや南寄りに掘り込まねＥ－４ｏ－Ｓの主軸を呈し、全長は1.5ｍを測

る細長い形状である。焚き口部前面には方形のわずかな掘り込みを設けている。焚き口部より

燃焼部は１５０１１Zほど掘り下げ､煙道部は45.傾斜で50cmほど立ち上がり､軽い段を設け､40傾斜と

やや緩やかに傾斜を弱めて立ち上がる。東壁ライン上の側壁には礫が左右に補強され、燃成部

には50017zほどの礫が立脚している。支脚に利用されたものと思われる。カマド前面には甕片が

出土した。

16号住居対理十

ｔ耕作土２．褐色十Ｂ

ａ黒褐色土質±

４．黒褐色士カーボン。Ｒ粒含

５．黒褐色土粘質を帯びる

６黒褐色土褐色土Ｂ、Ｒ粒含

z褐色士斑点状にＲｐＢ.Ｒ粒

を多く含

ａ暗褐色土しまりよい

,暗褐色±Ｒ粒、ＲＢ含

１０ソフトローム

|＝ 
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第３５図１６号住居祉実測図

出土遺物（第54図１～５）

１坏（須恵器）口径121C7'Z、底部欠損斜め上方向に直線的に開き、口縁部へ移行する。

色調一灰褐色焼成一良好胎土一精選されている。ロクロ成形

－４６－ 



２甕口径146OWI、器高１６c77z､底径５９c17z、底部欠損、尻っぽみの底部より内弩し、胴部は

球状を呈し、頚部は強くくびれ、ロ縁部は斜方向に開く。胴部下位は斜位、上位は横位のへ

ラ削り、内面より外面ロ縁部は横ナデ、内面に軽いへラ削り。

色調一暗褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

5．壷（須恵器）底部から胴部下半とロ縁部を欠損する壷形土器ご全体が寸胴の形状を呈

する。胴部下位は斜位、中位は横位のへラ削り、上位部分は横ナデを施す、内面に瀧士紐痕

と若干のへラ削りが残る。

色調一暗灰褐色焼成一良好胎士一小石を含む粗砂粒

16号住居社カマド

１．黒褐色土浮石、Ｒ粒、ＲＢ

少量の焼土粒を合

２灰褐色粘土焼土Ｂを含

己黄褐色士斑点状にＲＢを合

４．黄褐色±斑点状にＲＢを含

みソフト

５黄褐色±焼土粒、焼土Ｂ、

ＢＲを含む

６．褐色±焼土粒を含む

Ｚ焼土Ｂ

８．灰褐色粘土非常に密で白色

粘土Ｂを含む

日暗褐色土ソフト

１０灰褐色粘土

骸

1４８．９０ 

、 1ｍ 
１１ 

第３６図１６号住居祉カマド実測図

１ア号住居杜（第３７図）

５ミ５４Ｃグリットに位置し、東方に18号住居tlh45号住居tlh南方に21号住居趾、４４号住居

杜、北西方向に６Ｂの掘立建築趾が掘り込まれている。規模は４２汎×５．１５ｍを測る長方形プ

ランで、Ｅ－１ｏ－Ｓとほぼ真東に近い主軸を皇す６残存壁高は50c17Lほどで（759~80.傾斜の掘

り込みである。周濠は東壁中央部、北壁の第一カマド前面、西壁中央部から南壁沿いに長く残

る。東壁の周濠は、第三カマド右袖部より南東コーナー付近まで１１ｍ、幅160171､深さ５０１７zを

測り、北壁の周濠は、１．８ｍ、幅200171､深さ50171を測る。西壁中央部から南壁沿いの周濠は、

南西コーナー部分で幅広く、やや乱れた掘り込みとなり、南壁下の礫でとまる。柱穴状の掘り

－４７－ 



込みは５ケ所確認された。Ｈは南西コーナー部に位置する，Ox70C17Zの楕円形で（深さ15C17Zを測

る。Ｐｂは北東コーナーに掘り込まれ、５０x40C17Zの円形で深さ20017Zを測る｡rbは第二カマドの前

面に位置する58x40C17Zの円形､深さ50ｍを測る掘り込みである。床面は非常に固くしまってい

るローム土である。

カマドは５ケ所に掘り込まね第一カマドは北壁中央部に、真北の主軸でK25c17zほどの段を

設けて掘り込まれ煙道部は全長1.1577Z、幅40～500171の細長い形状を呈している。煙道側壁面

はよく焼けている。煙道部を除いてカマドの施設は他に見られなかった。

第二カマドは東壁中央部に掘り込まれ住居杜と同一方向の主軸を呈する，Ox40cl7Zの細長い

掘り込みで、第一カマドと同様に、煙道部を除いての施設は残っていない。掘り込みは東壁の

周濠を挾んで床面レベルの延長で、煙り出し口部で急傾斜で立ち上がる。

第三カマドは東壁北寄りに掘り込まれ、第二カマドと同一主軸を呈する。全長1.52ｍで、東

壁ラインより40～50ｍほど掘り込みが張り出している。袖部は粘土による構築で、八の字状に

開広し、袖部先端間は８Dcl7zを測る。焚き口部は歪んだ方形プランを呈する18c17zほどの掘り込み

で、燃焼部は緩やかな傾斜を保ち、煙道部は55.前後の傾斜で立ち上がる。

カマドと貯蔵穴の関連は明確を欠く。

出土遺物（第58図１～，）

遺物は北東コーナー部P2の上面ｈ第三カマド前面、南西コーナーに集中し､坏、壷、甑長

甕が出土した。北西コーナー、南西コーナー部には円礫が集中している。

1．坏口径125c17u、器高４cm、底部一部欠損、丸底より軽い陵を呈し、ロ縁部は開広する。

底部lまへラ削り、内面よりロ縁部外面は横ナデ。

色調一赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

２坏口径11.70171、器高４５c71、丸底より内脅し、陵を呈し、ロ縁部はやや直立気味に開き、

端部は鋭D気味となる。底部}±へラ削り（明確を欠く）、内面より口縁部外面は横ナデ。

色調、焼成胎土、上記１と同じ。

5．坏口径１１．９０１m、器高5.7ｍ、やや浅い皿状の丸底より弱い陵を呈し、ロ縁部は開広して

端部は丸める。手法は上記２と似る。北壁周濠付近出土完形。

色調一淡赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

4．坏口径15.5C171、内弩する休部からロ縁部は水平気味に開く。外面休部は未調整、内面ロ

縁部は横位、内面斜位のへラ研摩。

色調－０９褐色㈲暗褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

5．壷形土器口径１２Ｃｌ､、直立気味に内弩する体部より段を設け、ロ縁部はほぼ直立する。体

部は弱い斜位のへヲ削り、内面からロ縁部外面横ナデ。

色調一赤榿色焼成一良好胎土一微砂粒含む

－４８－ 
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第３７図１７号住民jLlL実測図

17号住居祉埋土

1．黒褐色土ＦＰ､少量の焼土粒、Ｒ粒含む

2．褐色士斑点状にＲ粒Ｒ'Ｂを多く含む

5．暗褐色土焼土粒を多く含む

4．暗褐色土Ｒ粒を含む

５暗褐色土斑点状にＲ粒Ｒ沼を含み焼

土粒。カーボンを混える

6．黒褐色±１よりも暗い

ｚ暗褐色±Ｒ粒、焼土粒含みソフト

8．暗褐色±Ｒ粒多く含む

暗褐色土

黒褐色±

暗褐色士

暗褐色士

４よりソフト、焼土粒含む
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Ｒ粒含みソフト

ＲＢを多く含みソフト
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6．長甕口径22.40171、直立する胴部より、ロ縁部は外反して大きく開広する。胴部は縦位の

へラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面軽い横位へラ削り。

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

Ｚ長甕口径17077Z､器高229cm、底径5.7C1n、ヘラ削りの底部より砲弾状胴部を呈し、弱い

くびれを呈し、口縁部は斜方向に開く、胴部は斜位、縦位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、

内面は荒れている。下位に若干へラ削りを施すｂ

色調一黒褐色焼成一良好胎士一粗砂粒多く含む

Ｅ三[二！＆ｆ 

〒露ｼﾞ「 ペ－

〒倍

( 

''Ｉ 
辰。 '５ 目

吋
】

、

ヒー、

|嶺ﾍﾐﾐﾐﾐﾐｰ

Ｚ 
Ｔ-－ 
E二三二二==＝

/'７（（ ０１０ｃｍ 
[－－－－－－－－－－１ 

Ｔ
凡

第３８図１７号住居士ﾙﾄH＋週物実測図
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ａ甑口径推定1R8cm、器高推定25.5Ｃｌ､、底径９０m、内弩する円筒形に近い形状の体部に角

状把手を接合し、ロ縁部は緩やかに開広する。体部全体Iこへラ研磨を施すｂ把手下は斜位の

へラ削り、ロ縁部は横ナデ、把手部は手梍ね、内面ロ縁部は横位、中位から下位は斜位､縦

位のへラ研磨、孔縁部は横位のへラ研磨、南西コーナー部埋土中出土。

色調一暗～黒褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

，壷口径226017Ｋ球状胴部上位からロ縁部片で、内面口唇部下に－条の枕線廻る。胴部は

横位のへラ削り、口縁部横ナデ、内面は荒れている。

色調一暗褐色焼成一やや甘い胎土－粗砂粒多く含む
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．
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第３９図１７号住居祉第１カマド実測図第４０図１７号住居上lL第２カマド実狽Ｉ図

１ｍ 

17号住第３カマド

1．暗褐色±焼土Ｂ、ＲＢを含み

しまりよい

２暗褐色士褐色味を帯び、斑点

状にＲＰＢを含む

5．暗褐色土粘質を帯びる

4．褐色士焼土Ｂを多く含みソ

フト

［ 

０ 
１－－ 

第４１図１７号住居ilL第３カマド実狽Ｉ図

1ｍ 
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１８号住居壮（第４２図）

５５Ｂ、Ｃグリットに位置し、４５号住居杜が北東コーナーに掘り込まれている重複関係にある

がＭ8号住居杜の形状を変えるほどのものではない。西方には17号住居杜、南西方向に２１，４４

号住居杜、南東には20号住居杜が位置している。規模は５．８ｍ×285ｍを測る長方形プランで、

Ｎ－７７≧Ｅの主軸を呈する。残存壁高は50cmほどで、８０q～85.傾斜の掘り込みである。周濠は

東壁中央部に90071Z､北壁中央部に１４ｍ、南壁沿いに確認され、深さ5～１０cmを測る。柱穴状

掘り込みは５ケ所検出され、Ｂは西壁中央部下の床面に掘り込まれ、１７×20cmの円形、深さ25

017zを測り、Ｐ２は南西コーナーに位置する40×50cmの歪んだ円形で深さ2Dc17zを測る｡Ｐｂは北東コ

ーナー部に位置する隅丸の三角形で深さ20ｍを測る。床面は固く安定している。

カマドは東壁の南寄りに掘り込まれ、住居杜と同一の主軸を呈する。全長1.4577Z、焚きロ部

分は55×600171の方形プランの浅い皿状掘り込みでｂ７～８c171の深さを測る。袖部は黄褐色粘土

により構築され、先端部に袖石を配し、袖石間は40ｍを測る。貯蔵穴は不明である。
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18号住居祉埋±

1．暗褐色±ＦＰ、Ｒ粒、ＲＢを含む

2．黒褐色±ＦＰを含む

5．黒褐色土２よりも明るい

4．黒褐色土カーボン、焼土粒、Ｒ粒

ＲＢを含む

5．黒褐色±斑点状にＲ粒・ＲＢを含む

6．黒褐色士黒褐色で一番暗い

黄褐色粘土

暗褐色士Ｒ粒を含む

褐色粘土質

黒褐色土ソフト

褐色土多量の焼土Ｂを含む

焼土粒。焼土Ｂ

暗褐色士焼土粒・灰。カーボン含む
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出土遺物（第44図１～，）

遺物は、カマド内に集中し（第43図）、坏３点、長甕２点、

床面中央部では、刀子が密着して出土。１と２はセットとし

て使用されたと思われる状況で横転して出土。

1．長甕口径22cm､器高54.5cm、底径5.90171、底部欠損、

やや角張った砲弾状胴部より、ややくびれを呈し、口縁部

は大きく開く。胴部下半は斜位、上半は斜位から縦位のへ

ラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面に軽いへラ削り。

色調一黄燈色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

２長甕口径2U5C1n、器高54.60171、底径２０１Ｍ、さい不安定

な底部より砲弾状胴部を呈し、頚部は強くくびれ、口縁部

は大きく開広し、口唇部辺で水平気味となる。胴部上位か

ら中位は縦位、底部付近は斜位のへラ削り、ロ縁部は内外

面横ナデ、内面は荒れている。

色調一褐色焼成一良好胎士一粗砂粒多く含む

－．１４８－５０ ●－ 

０１ｍ 
’－－’ 

第４３図１８号住居tlヒカマド実狽Ｉ図

5．刀子（鉄製品）残存全長６．９c１，

４．坏口径128C17Z、器高５．６０１７z、不安定な丸底より内弩し、ロ縁部は短かく直立気味に内弩

する。底部から体部1まへラ削り、内面からロ縁部外面横ナデ。

色調－００黒褐色内赤褐色焼成一良好胎土一微砂粒多く含む

５坏口径15.7017z、器高５．８０７m、上記の４より－廻り大きく、手法、形態同じ･

色調－０，暗褐色内褐色焼成、胎土上記４と同じ

6．坏口径107017z、器高５．１cm、全体に厚めの器肉で、丸底よりスムーズに内弩してロ縁部

へ移行する。体部～底部のへラ削りは丁寧、内面からロ縁部外面横ナデ。

色調一”褐色内黄褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

Z坏口径126C17U、器高a5C77Z、丸底よりロ縁部は直立気味にやや内傾する。休部はへう削

－５５－ 



り内面からロ縁部は横ナデ。

色調－にぶい褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

巳坏口径11cm､器高a5C17Z、手法、形態は６に似る｡

色調－０，褐色㈲赤褐色焼成－やや甘い胎土一粗砂粒多く含む

Ｒ高坏脚部底径１０７０１，、八の字状に開広する脚部片で、体部は縦位のへラ削り、裾部は横

ナデ、内面は荒し､ヘラ削り。

色調－００淡黄褐色内黒褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む
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第４４図１８号住居祉HJI＋遺物実測図

１９号住居杜（第４５図）

５７Ｃグリットポイントの北方に位置し、調査区域内で約半分のスペースを確認できた。規模

は南辺で５５ｍを測る方形プランを呈すると思われＮ－６９ｏ－Ｅの主軸を呈す６残存壁高は5５
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～45CT1を測り、659~垂直に近い傾斜の掘り込みである。周濠は東壁部より南壁沿いに確認さね

南東コーナー部の乱れを除いて15～20017Z幅､深さ８～１０ｍを測る。柱穴状掘り込みは４ケ所検

出さねＢは直径5501,ほどの円形､深さ４０cm､Ｐ２は28x45c7nの楕円形､深さ50c17zを測る主柱穴

の掘り込みと思われ、スパンは5.45ｍを測る。Ｂは南壁中央部付近に位置する50x40C771の円形、

深さ200171を測り、上面で坑形土器と礫が出土した。入り口部分に関係のある掘り込みと思われ

る。ＲＬはＰ２の東側に位置し、貯蔵穴と思われる50×55ｍの円形、深さ28CIIの掘り込みである。

遺物の出土状況は、Ｐｂの上面、周濠付近に出土した坏、埋土下層中出土の桃系統の種子２点

である。Ｌ
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19号住居祉埋土

1．耕作土

２黒褐色土Ｒ粒､ＦＰを含む

5．暗褐色±若干のｒＰ、ＦＡ、Ｒ粒

ＲＤＢを含む

４暗褐色土Ｒ粒、ＲＰＢ・カーボン

を含みしまっている

５暗褐色士、を含む

暗褐色土斑点状にＲ粒、ＲＰＢを含む

黒褐色土ソフト

暗褐色土６より暗い

にぶい黄褐色士多少粘質を帯びる

暗褐色士一番明るい暗褐色±でＲ粒ＲＯＢ

を多く含む

黒褐色士ＲＥを多く含む
０
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第４６図１９号住居吐出士遺物実測図

出土遺物（第46図１～４）

1．坑口径125ｍ、器高Z2C77t、底径７０７，、浅い凹みを呈する平底から直立気味に内脅しロ

縁部に移行、口唇部は波状にやや歪tjb底部はへう削り、体部下半は斜位、上半部は横位の

へラ削り、口縁部は横ナデ、内面は荒く雑な指ナデ、粘土紐痕残る。

色調一黒褐色～淡黄褐色焼成_やや甘い胎土一粗砂粒多く含む

２坏口径11.9c71、器高4.2C77z、浅い丸底より弱い陵を呈し、内弩気味に開く、底部はへう

削り、内面から外面ロ縁部横ナデ。

色調一赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

5．４桃系統の種子

２０号住居杜（第４７図）

５６Ａグリットポイントを中心とする位置にあり、南壁の－部が調査区域外となり完掘はでき

なかった。南東方向に59号住居趾、北東方向に22号住居趾、北方に11号住居flh北西方向に1ａ

45号住居杜、西方には21,44号住居杜が位置する。規模は５５ｍ×５．１ｍを測るほぼ正方形プ

ランで､Ｎ－７７ｏ－Ｅの主軸を呈する。残存壁高は60～650172を測り、良好な壁面での掘り込みは、

80.傾斜ほどで、西壁と南東コーナー部壁の上部は緩やかな掘り込み（壁崩壊部か？）を呈し

ている。周濠は南東コーナー部付近を除き、途切れ途切れではあるが、幅10～200?71､深さ５～

５cmを測る掘り込みである。柱穴は主柱穴４本が明確に検出され、Ｂは60×70cmの円形､深さ

26c77APbは60x78c17zの楕円形、深さ55c77zで、スパン２７７７zを測る。Ｂは４５cm前後の円形、深
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20号住居祉埋土

1．黒褐色士サラサラしている

2．黒褐色士少量のＦＰ.Ｒ粒を含む

３黒褐色士斑点状にＲ９Ｂを含む

４暗褐色士斑点状にＲｐＢ、Ｒ粒多く含む

５黒褐色士

６暗褐色士ＦＰを多く含む

暗褐色±ソフト

灰褐色粘土（カマド袖部）

暗褐色士Ｒ粒、Ｒ･Ｂを含む

暗褐色士Ｒ粒、Ｒ･Ｂを含みlまりよい

５層に似る

暗褐色士．一番暗い

Ｇ
 

７
８
９
、
Ⅲ
⑫

柱穴（Ｐ,．Ｐ2）埋土

Ｌ暗褐色土多少粘質帯び、Ｒ粒、Ｒ･Ｂ、黒褐色士含む。２．黄褐色±（Ｒ･Ｂ、Ｒ粒）

３．１に似るがソフト４．黒褐色士でソフト５．１に似る

さ40cmz、Ｒは50×60cmuの楕円形、深さ５００１mを測り、ＢとＢのスパンは２．６imで、各対角線上に

ほぼ主柱穴が位置する。Ｈは50×45cmの円形、深さ10cmu、Ｈは2501,直径の円形で深さ13cmを測

る。Ｂは南東コーナー部に位置し、９０x55Clmの楕円形、深さl3clluを測る貯蔵穴と思われる掘り

込みである。床面は全体に固くしまり‘レベルも安定している。

カマドは東壁の中央部に位置し、Ｎ－７２Ｐ－Ｅの主軸を呈する。全長２５６ｍで東壁を利用して

煙道部が1.331mほど張り出し、煙り出しロは55x35cwuの楕円形で開口する。煙道部は20x35cmu

のトソネル状況をよく残し、天井部もしっかりしている。焚き口部から燃焼部は細長い舌状の

プラソで、皿状の浅い掘り込みを呈する。袖部分は、灰褐色粘土と礫により構築され、右袖部

は50cmZ、左袖部は55cmほどで、５０Cln幅で平行を保っている。燃焼部に支脚に利用された礫が見

られる。遺物はカマド前面からＢにかけて床面密着で多量に出土した。

出土遺物（第48図１～14，第49図15～18，第50図19～24）

1．坏口径１２１cmｚ器高４．３０１１２厚めな器肉の丸底から陵を呈し、直立気味に外反するロ縁

部へ移行する。底部はヘヲ削り、内面からロ縁部外面横ナデ、若干の赤彩が見られる。

色調一赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む、床面出土、完形

2．坏口径11.5cmI器高３．９ｃｍ九底より陵を呈し、内弩するロ縁部へ移行、手法は上記と

同じ、色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

3．坏口径１２．５ｃｍ器高４４c,、浅い皿状の丸底より弱い陵を呈し、直線的に開広し、底部

は丁寧なへヲ削り、色調一㈹黒褐色(旬暗褐色焼成・胎土上記と同じ

4．坏口径111c,、器高4.1c,、底部欠損

色調一㈹褐色伯)赤褐色焼成・胎士上記と同じ

5．坏口径11.9口、器高３．７ｍ薄い器肉の丸底より陵を呈し、ロ縁部は大きく開く

-５８－ 
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第４８図２０号住居吐出±遺物実測図（１）

－５９－ 



匡二
｡ 

書
割
電

霊
、、ｉｙ簿ｉｉｙ 

－ 
１
－
０
 

系
、Ｉ／１５

Ｐ 

=二二
－百

「
1 

、

ＯｌＯｃｍ 
Ｉ－－－－－－－－－－ｺ 
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第５０図２０号住居吐出±遺物実測図（３）

色調一褐色胎土。焼成上記と同じ

６坏口径12ｃｍ器高４ｃｍ色調一淡褐色胎士．焼成上記と同じ

７坏口径１０９cm’器高３．８０１１ｕ色調－６９褐色(PRI赤褐色胎土、焼成上記と同じ

８坏口径１３．２ｃｍ器高３．５０，ｚ色調一二次焼成受け<すんだ褐色胎土．焼成上記と同じ

９坏口径114ｍ器高３．６ｍ色調一淡褐色焼成．胎土上記と同じ

１０坏口径１０．５ｃ１ｉｕ器高推定3.4ｍ丸底より陵を呈し、ロ縁部は直立し、口唇部を外反さ

せる。色調一㈹黄褐色内面は黒色処理を施す．焼成．胎土上記と同じ

１１坏口径１２．７ｍ器高３．２ｃｍ歪みがひどい色調一黄橿色胎士．焼成上記に同じ
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１２坏口径１９．９０１，器高７．２Cl、大型の坏で、丸底より陵を呈し、ロ縁部は直立気味に開く

。色調一淡黄褐色～黄褐色．焼成．胎士は上記と同じ

１３長甕口径20.2cm’器高40.4ｃｍ底径４．５ｃｍ平底より胴部中位がやや胴張りの砲弾状胴

部を呈し、頚部はややくびれ、ロ縁部は開広する。胴部下位は斜位、上位下より下位にかけ

て縦位、上位頚部付近は横位、下方は斜位のへラ削り、口縁部内外面は横ナデ、内面に若干

横位のへラ削りが残る。

色調一暗褐色～黄褐色焼成一やや甘い胎土一粗砂粒多く含む

１４長甕口径２１．４０１ｍ器高３８．１０１，底径4.2cm’底部は平底尻つぼみの胴部下半より砲弾

状胴部を呈し、ロ縁部はくの字状を呈する。底部}まへラ削り、胴部上位は斜位、中位は縦位

、下位は斜位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ。

色調一褐色～赤褐色焼成一やや甘い胎土一粗砂粒多く含む

１５長甕口径21ｍ底部欠損１４の形態と似る、胴部全体に斜位のへラ削り、上位に若干の

横位のへラ削り、口縁部内外面横ナデ、内部横位のへラ削り

色調一褐色～赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

１６長甕口径21.8Cl、器高37.30ｍ底径５ｍ平底より；やや寸胴の胴部を呈す。胴部下位

は斜位．上位～中位は斜位．縦位のへラ削り、口縁部内外面横ナデ、内面荒れている。

色調一褐色～赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む。

１７長甕口径１９．８０１，胴部中位からロ縁部残存、スムーズに直立する胴部より、弱いくびれ

を呈し、ロ縁部は斜方向へ開広する。胴部は斜位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面は

斜位のへラ削り

色調一褐色～暗褐色焼成一良好胎士粗砂粒含む

１８壷口径19.9cmｕ器高33ｃｍ底径8.1q、底部より胴長の球形胴部を呈し、頚部は直立し

、口縁部は短かく内湾する、底部はへう削り、胴部上位と下位底部付近は横位、胴部大半が

斜位のへラ削り、ロ縁部は内外面横ナデ、内面は荒れている。

色調一赤褐色～黄褐色焼成一良好胎土一小石含む粗砂粒

１９壷口径l75cmul8の形能に似る、底部欠損、胴部下半は斜位、上半は縦位のへラ削り、

内面は荒れている。

色調一褐色～暗褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

２０壷口径１８．２ｃｍ胴部上半よりロ縁部残存、球状胴部より、<の字状にやや直立気味に外

反するロ縁部へ移行、口唇部下に一条の沈線廻る。ロ縁部内外面横ナデ、内面に櫛描状ナデ

、横位のへラ削りを施す。

色調一黄褐色焼成一良好、胎土一小石含む粗砂粒

２１甑口径１８．２０'１ｕ器高２０３cmｕ底径（孔径）２．８ｃｍ所謂、植木鉢タイプの甑で、小さい

楕円形の穿孔より緩やかに内還して、ロ縁部は大きく開広する。体部下半は斜位．横位．上
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位は縦位のへラ削り、内面からロ縁部外面横ナデ、外面に赤彩を施す。

色調一黄褐色～赤榿色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

２２丸底壷口径9.5ｃ１ｍ器高１４．５０１ｍ球状の胴部から短かく直立気味に外反するロ縁部に移

行する、胴部は斜位・横位のへラ削り、内面から外面ロ縁部横ナデ

色調一赤黄褐色焼成一良好胎士－粗砂粒多く含む

２３丸底壷口径１０．５ｃｍ胴部下半欠損やや肩落ちする球形状胴部より直立し、口唇部を若

平外反させる。胴部は斜位のへラ削り、内面から外面口縁部は横ナデ

色調一褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

２４短頸壷（須恵器）口径l02cllu器高9.5ｃｍ丸味を帯びる舟底状底部より、最大径を肩部下半

に設ける。ロ縁部は短かく直立する。底部は横位、斜位のへラ削り、内面から外面ロ縁部はロ

クロ成形、埋土第２層中出土

色調_灰褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

20号住居趾カマド

1．黒褐色±少量のＲ粒含む

2．黒褐色士１より明るく、Ｒ

粒・焼土粒を含む

3．黒褐色±１．２より明るく、

Ｒ粒ＲＢ焼土粒を含む

4．暗褐色士暗灰褐色粘土Ｂ・

ＲＰＢを含む

5．暗褐色±ＲＢ含む

6．暗褐色士多量のＲＰＢ焼土

Ｂを含む

7．暗褐色士焼土Ｂ・にぶい褐

色±Ｂを含む

8．暗褐色土灰褐色粘土。焼土

Ｂを含む

9．灰褐色粘質士

軍
１１ 

Ｉ 

1ｍ Ｏ 
［－￣ 

第５１図２０号住居ｔＩヒカマド実測図

２１号住居杜（第52図）

３４Ａ．Ｂグリットに検出され、南西部にて44号住居杜と切り合い、東方に2o号住居ｈＬ北方

には１７．１８号住居比、西方には40号住居虹が位置する。主軸はＥ－２２Ｆ－Ｓを呈し、東辺３．４５ｍ

、西辺２．７６ｍ、南辺２．８３ｍ、北辺３．０５ｍを測る台形プラソの形状で、カマドの北側は張り出し
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が見られる。住居趾上面の建築物の基礎工事に於ける溝がＬ字形に作られているが、形状を著

しく変形させるには至っていない。残存壁高は25cm前後を測り、掘り込み傾斜は均一でなく、

東西壁は緩やかである。周濠は西壁、北壁に認める。柱穴状掘り込み（掘り方？）は４ケ所検

出され、各コーナー部付近に位置する。Ｂは１．ｌｘ0.8ｍの歪んだ楕円形で、掘り込み最深部２４

ｍを測る。Ｈは北西コーナーに位置し、これも歪んだ円形の掘り込みで、深さl2C11zを測り、Ｐ３

は1.3ｍ×0.8肌の長方形で、深さ19cmを測る。Ｐ４は南東コーナーに位置し、６５cmzの円形、深さ

30ｍの貯蔵穴と考えられる掘り込みである。床面は中央部が固くしまって安定しているが、各

コーナー部に凹凸が目立つ。

カマドは東壁の中央やや南寄りに掘り込まれ、主軸はＥ-15.-ｓを呈する。全長７５０１mの円形

の掘り込みで、左袖部30ｍ、右袖部35cmほど残存する．袖部間は65cmZを測り、側壁には礫が補

驚鯛;鰯鰯:蝋撫:鮒繍１Ｉ 

1ｍ 1｡｡ 

パＡ１48.60 

Ｉ 2ｍ 

第５２図２１．４４号住居杜実測図
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44号住居11ｔは、２１号の南西部に位置し、わずかに住居杜らしき形状を認めるに終った。

21号．44号住居ｶﾄ埠十

１建築吐の構築土

２黒褐色±CDソフト

３黒褐色士､ＤＦＰ焼土粒を含む

４暗褐色土ＣＤＲ。Ｂを多く含む

５ＲＰＢＣＤ 

１０黒褐色±CＤＲＢを含む

黒褐色土（２１．力）明黄褐色粘土を含む

明黄褐色粘土（２１．力）

焼土粒・焼土Ｂ（２１．力）

黒褐色±⑭灰褐色粘土Ｂ・焼土Ｂ含む

黒褐色土⑭粘質あり

黒褐色±⑭Ｒ粒、Ｒ･Ｂ含む

１４黒褐色士㈹１より暗くＦＰを含む
、
⑫
週
６
７
８
９

２２号住居祉（第53図）

３８Ｂ、Ｃグリヅトの西寄りに確認され、北東方向に24号住居杜、北西方向に19号住居辻、南

方に39号、南西方向に20号住居阯が位置する。規模は３２×2.4机を測る長方形で、主軸はＥ＿

５．－ｓを呈す。残存壁高は30～35cm2を測り、７c｢前後の傾斜で掘り込まれている。周濠は北東

西Ｉ､ｂＱｌ 

Ａ 

画Ｉ

パム148.90

「
■
■
Ｕ
ｊ

ｒ
Ｌ
 2ｍ 

ｌ■■■■■￣ 
￣ ￣￣ ■■■■■ 

■■■■■■■■■￣ 

第５３図２２号住居祉実測図
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22号住居趾埋士

１黒褐色土下部に多量の炭化物含む

２黒褐色士暗褐色Ｂ・Ｒ粒ＲＢを含む

３黒褐色土１．２より暗い、斑点状にＲＢ

Ｒ粒・焼土Ｂを含む

４黒褐色土Ｒ粒含みソフト

５暗褐色士大き目のＲＰＢ含む，

６黒褐色士３よりＲ粒多く含む

７暗褐色±Ｒ粒Ｒ･Ｂを含む

８ 

９７層と同じ

１０黒褐色士３より明るい

１１暗褐色土焼土粒Ｒ粒ＲＱＢ含む

１～11全体にＦＰを少量含む

コーナー部と西壁中央部に90ｍほど残る。柱穴状掘り込みは２ケ所確認され、Ｐ１は東壁中央部

前面に位置し、４０cm直径の円形、深さ20cjmを測る、Ｐ２は南東コーナーに位置し、４０×35cjmの円

形、深さ２２０１mを測る貯蔵穴と思われる掘り込みである。

カマドは東壁南寄りに掘り込まれ、主軸Ｅ－１Ｃｆ－Ｓを呈す。全長95clmを測る楕円形プラソで

､東壁ライン上に礫銅状に構築し､燃焼部に支脚として利用された礫が立脚している｡焚き
ロ部分は半円状に床面より５０１mほど掘り込み、煙道部は4げ傾斜で立ち上がる。

出土遺物（第55図１）

遺物は東壁中央部壁沿いに出土した喪とカマド内出土の甕胴部片の２点である。

１喪口径19.5ｃｍ直立気味に内湾する胴部より短かく「<」の字形に内弩するロ縁部へ移行、

胴部中位下は縦位、上位は横位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面軽いへラ削り

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒を含む

22号住居趾カマド

１黒褐色土焼土Ｂ含みソフト

２暗褐色士焼土Ｂ・Ｒ粒含む

３暗褐色土多量の焼土Ｂを含む

４カーボンと灰

。
』
０
ｍ
で

、

￣■ 

■ｒ￣ 

蕊 ０１ｍ 
￣亘壺－－］ 】

０． 
￣－凹叩

第５５図２２号住居吐出十掻物実測図第５４図２２号住居杜カマド実測図
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２Ｓ号住居杜（第56図）

３９，．４０Ｄグリットに確認され、２４号住居竝と南壁中央部で重複関係にある。東方に27号住

居比、西方に19号住居hfが位置する。調査区域内で全容は把握できず、南辺2.46Wzを測る方形

プランが考えられる。主軸はＥ－２ｆ－Ｓを呈している。残存壁高は50～55cwzを測り、８c｢～8Ef傾

斜で掘り込まれている。周濠は東壁の一部、南壁から西壁にかけて確認されたが、南西コーナ

ー部分は荒れており、東壁部は幅170Ｔｌ、深さ５，１、西壁部で幅18cm、深さ10cntを測る掘り込み

である。柱穴状掘り込みは南西コーナー部の２５０１m直径、深さ15cmのＰ,と南壁沿いの周濠に接し

ている15×12cmの円形、深さ14cmのＰ２が確認された。床面は固くしまっている。

カマドは住居ill二と同一方向の主軸を呈し、南東コーナー部近くの東壁に掘り込まれ、全長７４

０１，，束壁より3801mほど張り出す掘り込みである。カマドは灰褐色粘土により構築され、右袖部

が１６０１mほど残存したが、左袖部分は明確を欠いた。焚き口部は48x33clluの楕円形、深さ15cmuの

掘り込みで、燃焼部は床面レベルとなり、煙道部は垂直に近い傾斜で立ち上がる。

遺物は床面中央部分に密着出土の脚部片のみである。

|‘ 
Ａパ Ａ 
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／ 

、

堂､〔

人
脇

目
．
０

、

】:）
〆

日日

:､聖 〆

2ｍ 、

214Ⅱ 

第５６図２３号住民ﾘﾛﾋ実測図

23号住居趾理十

１耕作土

２暗褐色士（準撹乱）

３暗褐色士Ｒ粒、ＲＰＢを少量含む

４暗褐色土斑点状にＲ粒、ＲｐＢを含む

５暗褐色±Ｒ粒、カーボン含む

６暗褐色±４に似るが４より明るい

７暗褐色土少量のＦＰＲ粒．ＲＰＢ含む

８褐色士サラッとしている

暗褐色土

黒褐色士

暗褐色±

暗褐色士

暗褐色士

黒褐色士

多量のＲ粒、ＲＰＢを含む

少量のＲ･Ｂを含む

Ｒ粒、Ｒ･Ｂ含む

７層よりも明るい

９層に類似する

IC層に類似する。

９
ｍ
、
⑫
巴
Ⅲ

出土遺物（第57図１）
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1．脚部底径１０．２ｃｍ八の字状に開広した安定感のある脚

部で、ロクロ成形の手法が見られる。脚台付椀の器形を呈

するのか？

色調一暗赤褐色焼成一やや甘い胎土－粗砂粒多く含む

１ 

０１０ｃｍ 
－－－－－－￣二－－－－１

２３号住居tllHl-I2遺物実測図第５７図

２４号住居杜（第58図）

３９Ｃグルトポイントが住居h上北東部に位置し、３９Ｃ、４０Ｃグリットに広がる。北東コーナ

ー部がわずかに23号住居祉南壁と接し、北東方向に27号住居ilt．南東方向に２５．２６号住居比、

北西方向には19号住居ilk、南西方向に22号．２０号住居ｶﾋが位置する。規模は4.8×4.9ｍのほ

ぼ正方形プラソで、Ｎ－６『-Ｅの主軸を呈す。残存壁高は60cmI前後を測り、８躯斜の垂直に近

い掘り込みである。周濠は東壁のカマド北側を除いて途切れ部が若干見られるが、ほぼ連続し

、幅l5cnl前後、深さ５～１００１１２を測る。柱穴状掘り込みは６ケ所確認され、Ｐ,～Ｐ４が主柱穴、Ｐ５

が入り口部、Ｈが貯蔵穴と考えられる。Ｈは25x22clluの楕円形、深さ43cm、Ｈは40×34cmの楕

円形、深さ30clmを測り、スパソは2.35,Z.Ｂは35cnu直径の円形、深さ38ｃｍ．Ｂは25cmＩ直径の円

形で深さ56clmの掘り込みで、Ｐ,～Ｂのスパソは2.5171を測り、ほぼ対角線上に位置する。Ｐ５は

南壁中央やや西寄りに位置し、周濠に接する直径23cmlの円形、深さ40cmzを測る。Ｈは南東コー

ナー部付近に掘り込まれ、５０cm前後の円形で、深さ75cmzを測る。床面は固くしまり、安定した

レベルを保っている。

カマドは東壁中央部やや南寄りに掘り込まれ、Ｎ－７４Ｐ－Ｅの主軸を呈す。東壁の中位より幅

３０～40cm、長さ１１mほどの煙道部が張り出して掘り込んでいる。焚きロ部分は半円状に皿状の

浅い掘り込みを呈し、３５F傾斜で緩やかに立ち上がり煙道部へ移行する。煙道部は深さ40ｍより

３０Gmuとだらっとした緩慢な傾斜で80cmほど続き、７『傾斜で煙り出し口を作り出している。袖部

分は灰褐色粘土により左袖部60cm、右袖部500,1ほどを作る。燃焼部より煙道部の移行する個所

で礫が立脚している。

遺物は北西部と南壁中央部付近に点在したが、大半が坏である。Ｐ３～Ｐ４のライソ中央部に３５

×70cmの大礫が床面に密着し、Ｐ３と礫の南に焼土粒・炭化物が堆積し、炭化した桃系統の種子

が２点出土した。

出土遺物（第60図１～１２）

1．坏口径１１．１ｃｍ・器高a7c1iu不安定な丸底より軽い陵を呈し、直立気味に外反するロ縁

部へ移行、底部は細かいへラ削り、ロ縁部外面横ナデ、内面l±へラ研磨

色調-69淡褐色(内)黒色処理、焼成一良好胎土一粗砂粒含む

2．坏口径１３．１ｃｍ器高3.7ｃ１ｍ丸底より陵を呈し、ロ縁部は大きく開広する。底部はへう

削り、内面から外面口縁部横ナデ

－６８－ 
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第５８図２４号住居血上実測図

24号住居h}理十

１黒褐色土ＦＰを多く含む

２黒褐色±１より暗く、ＦＰも多い

３黒褐色±１に似る

４黒色士

５黒褐色±１番暗い黒褐色士で、１．２

よりＦＰも多く含む

６暗褐色± カーボン、焼土粒、Ｒ゜Ｂを多量に

含む

黒色土混り、Ｒ粒含む

多量のＲ粒を含む

サラサラで、Ｒ粒含む

７暗褐色士

８暗褐色士

９暗褐色士

－６９－ 
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第５９図２４号住居杜カマド実測図

24号住居趾カマド

lにぶい黒褐色土ＦＰ．Ｒ粒を含む

２にぶい灰褐色粘士、少量の焼土Ｂを含む

３赤灰褐色粘質士焼土Ｂ・焼土粒｡Ｒ粒

を多量に含む

４焼土Ｂ・焼土粒混合±

５暗褐色士RoB、焼土粒含む

６黒褐色±ＲｐＢＲ粒を含む

暗褐色士焼土粒、焼土Ｂを含む

灰層

暗褐色±７より明るいＲ粒。焼土粒を

多く含む

４層と同じ

暗褐色土灰褐色粘質土焼土粒を含む

７
８
９
 

10 

11 

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

３坏口径１３．３ｃ１ｍ器高４ｃｍ浅い皿状の丸底より、軽いくびれを呈し、やや開広するロ縁

部へ移行、口唇部は鋭D気味で外反する。底部}まへラ削り、内面より外面口縁部横ナデ

色調一赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

４坏口径１１．３cm【器高4.2cmｔ色調一黄褐色～赤褐色焼成、胎土上記と同じ

５坏口径１２．９ｃ１ｍ推定器高4.1ｃｍ色調一淡褐色焼成一良好胎士一微砂粒含む

６坏口径１０．９ｃｌ１ｌ器高3.7ｃｍ均一な薄い器肉で、丸底より陵を呈し、ロ縁部は大きく開

－７０－ 
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第６０図２４号住民吐出士摺物実測図

広する。

色調一桃黄色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

７坏口径15.3ｍ底部欠損．丸底を呈すると思われる、口唇部分は鋭p気味に丸める、休

部Iまへラ削り、内面からロ縁部外面横ナデ

色調一淡褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

８手担口径6.9ｍ器高2.7cwu底径4.7ｍ平底から内簿し、器高の低い体部に移行する、

底部は木葉痕；休部内外面指ナデ成形

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

９坏（須恵器）口径12.4ｃｍ器高3.6ｃｍ底径５９cm’プラン確認時西壁ライソ上出士

平底より内脅し、玉状に丸くおさめた口唇部へ移行、底部は糸切り底、ロクロ成形

色調一淡灰褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

１０坏口径２１．８０１ｍ器高９，

色調一褐色～黒褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

１１．１２桃系統の種子

－７１－ 



2５．２６号住居杜（第61図）

４０Ａグリヅトポイントが25号住居祉床面の中央部やや西寄りに位置し、４０Ａ。Ｂグリット．

４１Ａ。Ｂグリヅトに確認された住居比である。２５号住居i''二と26号住居趾は、２６号住を25号住が

切り込み、２６号住が29号住を、２８号住が29号住を切り込んでいる重複関係にある。４軒の住居

趾の新旧関係は、２５→28→26→29号住となる。

２５号住居辻の規模は、４２Wz×3.4ｍの長方形プラソで、Ｅ－２㎡－ｓの主軸を呈する。残存壁

高は30～40cmuで、北壁傾斜は緩やかであるが、他壁は8(f前後の掘り込み角を測る。周濠は確認

|ロ 1国

百己

－－－－t６ 
韻韻

３ 

ll8 

ｒ
■
 ③ 

Ⅳ Ａ 
－－ 一一ｒＩ－ｌｌ

｛ 

〆

' 

' 
￣ 

〆

〆

ノ
リ
・
凡

Ｉ ﾛュ |国

塾148.90 １Ｗ 

2ｍ Ｉ 

第６エ図２５．２６号住居土止実測図
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26号住居趾埋＋

黒褐色±⑬ＦＰ。Ｒ粒含む

黒褐色士⑬粘質帯び、少量ＦＰＲ粒含む

黒褐色土ＣＯ多量のＲ･ＢＲ粒含む

暗褐色土Ｃ９ＦＰＲＰＢＲ粒含む

暗褐色土ＣＯＲ粒・ＲＰＢを含む

暗褐色±COソフトでＲ粒を多く含む

■
 

函
１
３
５
７
９
，

２黒褐色土間多量の焼土粒Ｒ粒ＦＰ含む

４黒褐色土田２より暗い

６黒褐色土間ソフトでＲ粒・ＲＢ少量含む

８黒褐色±⑮３より明るい

１０黒褐色士Ｃ０Ｒ粒・ＲＢを含む

されなかった。柱穴状掘り込みは北西コーナー部とカマド前面に検出され、Ｐ１は30x40clmの楕

円形、深さ１００１m、Ｐ２は60×70cmの円形、深さ15ｍ、Ｐ３は25cm直径の円形、深さl8cnzを測る。Ｐ４

は50x30cmuの方形状掘り込みで深さ22cw1を測るが、Ｐ３、Ｐ４と２軒の住居比との関連は不明であ

る。床面は多少凹凸が認められるがレベルは安定している。

カマドは東壁南寄りに26号住居阯埋士を掘り込んでいる石組みのカマドで、住居趾と同一方

向の主軸を呈している。東壁より約65cmzほど張り出し、馬蹄形に粘土と礫により輪郭を構成し

、天井石を２枚並べている。焚き口部、燃焼成は26号住居比の床面を利用し、非常にハードな

焼成面となっている。

26号住居阯憾霜号住居趾に掘り込まれ工いる為に､全体の;ほどの形状を残すだけであるが
、北壁、西壁下に残った周濠の掘り込みにより、３．７ｍ×３．４ｎｚを測る方形プランが確認され

た。主軸はＮ－８Ｇｒ－Ｅとほぼ真東を呈す。残存壁高は35cm前後で、８曲まどの垂直に近い掘り込

みである。周濠は南壁から西壁中央部、東壁中央部やや北寄りから北壁にかけて残存し、北東

コーナー部の乱れを除いて、幅15～20cm、深さ５ｍ前後を測る、柱穴状掘り込みのＰ５は、南壁

下周濠に接し、４２x50cmlの円形、２６cmlの深さを測る。床面は壁周辺部分を除いて固くしまり、

安定している。

カマドは東壁の南寄りに掘り込まれ、住居祉と同一主軸を呈する。規模は全長１．４５ｍの細長

い掘り込みで、東壁より90ｍほど張り出している。焚き口部は半円状に20cmzほど掘り込んでお

り、燃焼部より煙道部は45旗斜ほどで立ち上がる。袖部は右袖部が若干残り、左袖部は明確を

欠いてしまった。

出土遺物はカマド前面に高台部欠損の塊が一点出土しただけである。

出土遺物（第62図１～１２，第63図13～１７）

１７を除いて25号住居吐出土遺物で、カマド前面に多く出土している。

１高台付椀（灰釉陶器）底径５．７０１ｍ低くどっしりした高台より、体部は大きく開広する。

施釉はハケヌリ、底部は糸切り底、埋土上面出土

２高台付椀口径１５６０１ｍ器高６２ｃ１ｍ底径６cm!、小さく｢もの字形を呈する高台部より斜方

－７３－ 
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第６２図２５，２６号住居吐出士掻物実測図（ユ）
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第６３図２５，２６号住居祉出±遺物実測図（２）

向に開き、口唇部付近にて水平気味となる。底部は糸切り底、体部はロクロ成形、内面は荒

れている。

色調一褐色焼成_やや甘い胎土一粗砂粒を含む

３高台付椀口径13.6CTI器高4.7ｍ底径7.7cmｕ外反して開く低い高台部より内弩する

体部に移行し、ロ縁部は外反する。器面に水挽き痕明療に残す。手法は上記と同じ

色調一淡灰褐色焼成_やや甘い胎士一粗砂粒多く含む

４高台付塊口径12.7c1iZ器高4.1ｃｍ底径７c1iz、底<安定した畳付部が広い高台部よりロ

縁に内脅しながら移行し、口唇部は若干外反する。手法、色調、焼成、胎十Ｌ記と同じ

５高台付椀底径7.5ｃｍ内弩するどっしりした高台部である。

色調一淡黄褐色焼成－やや甘い胎土一粗砂粒含む

６高台付坑底径９．２０WＩ八の字状に開く高い高台部である．

上記５に色調､､焼成、胎土似る。

７脚台部片底径9.4ｃｍ筒状脚柱部を呈し、裾部を八の字状に開き、端部を鋭D気味に丸

める。ロクロ成形、須恵質

色調―にぶい灰褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

８紡錘車高さ３．６ｃｍ孔径８．５～９．５ｍ埋士中出土軽石を加工

９土釜口径２１．１０１１ｚ器高２３．６cm【底径５．５０，ｍ小さく安定の悪い底部より内脅し、胴部は

やや角張った寸胴形を呈し、<の字状頚部から短く斜方向に開くロ縁部へ移行する。胴部下

位は斜位、中位は縦位上位は横位のへラ削り。ロ縁部内外面横ナデ、内面は櫛描状ナデ、

底部は砂底で周縁部にリング状のハガレ痕残る、脚台付土釜と思われる。

－７５－ 



色調一褐色～黄褐色・赤褐色焼成_やや甘い胎士一粗砂粒含む

１０土釜胴部上半より上半にかけて残存する個体で、形状は９に似る、肩部より縦位のへラ

削り、上位に若干のナデを施す、内面}とへラ削り痕見られる。

色調一淡黄白色焼成_やや甘い胎土－小石含む粗砂粒

１１土釜口径24.9c''１胴部上位からロ縁片で、胴部は直立気味に内轡し、<の字状頚部から

口縁部は斜方向へ短かく開広する、胴部上位は斜位と横位のへラ削り、口縁部内外面横ナデ

色調_にぶい黄褐色焼成一良好胎土_粗砂粒含む

１２鉢形土器口径22ｃｍ休部下位から直線的に開広する。休部下位は斜位、上位は縦位のへ

ラ削り、内面上位は斜位のナデ．ヘラ削りを施す。

色調一褐色～赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

１３羽釜口径20.1ｃｍ胴部上半からロ縁部が残存し、胴部は内弩し、端部下３cmzほどに三角

形のツパを廻らす。端部は平たくおさめる。胴部はロクロ成形、端部Iまへラ成形、

色調一赤褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

１４羽釜口径23.1ｃｍ胴部は直立気味に内湾し、口唇部はやや外反する。

色調一黄褐色焼成_やや甘い胎土一粗砂粒含む

１５羽釜底部？底径7.5ｃｍ平底より直線的に開広する、底部は板状円盤を呈し、外面は斜

位のへラ削り、内面は横ナデ

色調一黒褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

１６羽釜片形態手法は13に似る色調一黒褐色焼成_やや甘い胎士－粗砂粒含む

１７高台付塊（須恵器）26号住居比出土、高台部欠損、底部からスムーズに内脅し、ロ縁部は

直線的にやや開広する、体部はロクロ成形、底部は回転へラ削り

色調一灰褐色焼成一良好胎士一精選されている

２６号住居比カマド

１．黒褐色土Ｒ粒含む

２．灰褐色粘土Ｂ

３．黒褐色土、ソフト

４．暗褐色±、多量の焼土Ｂ・灰褐

色粘土Ｂ含む

５．暗褐色±ソフト

６．暗褐色±焼土Ｂ”ＲＢを含む

７．黒褐色土

８．暗褐色±ＲＢＲ粒を含む

９．暗褐色±ソフトでＲ粒を含む

1ｍ第６４図２６号住居祉カマド実測図

□ 

Ⅱ 
■■■■１ 

－７６－ 



27号Ａ･Ｂ住居祉（第65図）

４１Ｄグリットに確認された２軒の重複住居趾で、調査区域内で27Ａは約半分、２７Ｂは住居趾

の形状を若干認めるだけであった。西方には23号住居竝、南西方向に24号住居比、南方には2５

・２６．２８．２９の住居並、南東方向に３０．３２号住居比が位置する。

Ａ号住は南辺２．７ｍ×東辺で217zほど確認できた方形プランの形状を呈すると思われ、Ｅ－

１０F－ｓの主軸をとる。残存壁高は30cml前後を測り、掘り込み傾斜は8.iまどである。周濠は西壁

の中央部に見られ、幅16cm・深さ３cmｌほどの掘り込みである。柱穴、貯蔵穴状の掘り込みは確

認できなかった。床面は固くしまり安定したレベルを保っている。

カマドは東壁の南寄りに掘り込まれ、住居と同一の主軸を呈している。カマドの左袖部分に

Ｂ号住の南壁の掘り込みが接して、やや形状を変えている。全長１．３５ｍを測り、東壁ライソよ

り70cmほど張り出して掘り込まれ、焚きロ部分は右袖部寄りに隅丸方形で緩やかな傾斜の掘り

込みを呈し、燃焼部で10ｍほどの深さを測り、４輪後の傾斜で煙道部が立ち上がる、袖部は灰

褐色粘土により構築され、わずかに痕跡を残している。

遺物は、大半が埋士中より出土したもので、カマド上面よりわずかに長甕片が認められた。

Ｂ号住居iltはＡ号住居比カマドより、わずかに東方寄りに東壁の一部、カマド沿いに南壁一

部が認められる、Ａ号住居趾より新しい掘り込みである。東壁に袖石に使用(?)された礫、セク

ションにカマドらしき粘土の堆積を見い出せるのみであった。
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27号Ａ住居趾カマド

１黒褐色土少量の焼土粒含む

２暗褐色士少量の暗灰褐色粘土Ｂ含む

３暗灰褐色粘土

４暗褐色土暗灰褐色粘土Ｂ、焼土粒含む

５暗褐色±焼土粒、焼土Ｂを多く含む

６暗褐色士ＲＱＢ、Ｒ粒、灰を含む

己
［
０
ｍ
》
】

０１， 
１－－’ 

第６６図２７号Ａ住居;Llヒカマド実測図

出土遺物（第67図１～４）

１坏（須恵器）口径11.6cmｕ器高３．８０１，底径6.5c１ｍ凹みのある平底より、直線的に斜方

向に開き、口唇部を若干外反させる、底部は糸切り底、休部ロクロ成形

色調一青灰褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

２３小型喪口径11ｃｍ底径３．１０１ｍ同一個体と思われる、胴部欠損、小さい平底から直

線的に開き、口縁部は所謂コの字ロ縁を呈する。底部}土へラ削り、胴部下位は縦位、肩部に

横位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ

色調一赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

４長甕口径20.2ｍ所謂=の字口縁を呈する長甕で、胴部上位に横位のへラ削り、ロ縁部

内外面横ナデ

色調一(外)褐色～暗褐色(FtI暗褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

〈ムニーニ'|(（ Ｆ 

〃 ／ 
－－－－－－ Rｉ 

j鑓iilliim1、刈以‘
／ 

町

Ｏ１０ｃＩｎ 
Ｕ－－－－－￣－－－－１ 

第６７図２７Ａ．Ｂ号住居吐出士遺物実測図

２Ｓ・２Ｓ号住居祉（第68図）

４１Ａから42ＡグリットポイントのＡライン上に確認され、南西方向に29号住居比が重複し、

西方に２５．２６号住居比、東方に31号住居jLlt、北東方向に３０．３２号住居趾が位置する。２８号住は

２９号住を掘り込んでいる住居hlﾕで、規模は４．６ｍ×3.717Lを測り、南壁中央部が胴張りを呈す

－７８－ 
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第６８図２８．２９号住居祉実測図

28号住居ilf埋十

１黒褐色土 ２暗褐色土ＲＢ含みハード

４暗褐色士斑点状に焼土Ｂ焼土粒を含む

６黒褐色土Ｒ粒、ＲＰＢＦＰを含む

８黒褐色土Ｒ粒、ＲＰＢ、焼士粒を含む

１０黒褐色士灰褐色粘土Ｂ、Ｒ粒、ＲＰＢを含む

１２焼土粒・焼土Ｂ

１黒褐色土Ｂ軽石含みザラザラ

３黒褐色土Ｒ粒・ＦＰ焼土粒を含む

５黒褐色土１より暗く、Ｉ平多く含む

７暗褐色士斑点状にＲＢを多く含む

９黒褐色士斑点状にＲＢ、焼土Ｂ含む

１１灰褐色粘土

－７９－ 
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る長方形プラソである。主軸はＥ－２ｏ－Ｓを呈し、残存壁高は４００１m前後を測る約7躯斜の掘り

込みである。周濠は西壁中央部から北側に1.311ｚ、幅20cmＩ前後、深さ５cmの掘り込みと、北壁

西寄りに２mzほど確認された。柱穴状掘り込みは８ケ所検出され、北東コーナー付近のＰ,～Ｐ３

、南壁沿いのＰ４～Ｐ３で､Ｐ１は45×35cmの楕円形、深さ８ｍ、Ｐ２はＰ,に接する隅丸三角形を呈す

７clmの掘り込みで、Ｐ３は45×500T2の円形で深さl5clnを測る。Ｐ４～Ｐ７は入り口部分に関係するも

のと考えられる。南壁中央部下の１．７５ｍ×0.817zの楕円形の掘り込みに検出され、Ｐ４は33×26ｃｍ

の方形、深さl0cnz、Ｐ５は35x27cl7zの円形、深さ20ｍ、Ｐ６は35x25cllzの円形、深さ35Cl､、Ｐ７は２５

×20cmの円形、深さ120mmを測る。この楕円形の掘り込みより45傾斜で立ち上がり、１５ｍ～20cmｕ

幅のテラスを設け、ほぼ垂直に傾斜して立ち上がる胴張りの南壁中央部を呈している。Ｐ８は南

東コーナー部に位置し､５５cmZ前後の円形、深さ25cmを測る貯蔵穴と考えられる掘り込みである。

カマドは東壁中央部に掘り込まれ、住居比と同一の主軸を呈す。全長Ｌ３ｎｚ、幅０６ｍの規

模で、東壁ライソよりｌｎｚほど張り出している。焚き口部から燃焼部の掘り込みは15cmほどで

、４轤斜で煙道部が立ち上がる。袖部の張り出しは確認されず、左袖部に礫が見られる。

出土遺物は坏５点、高台付坑５点、須恵蓋２点、台付塾１点、カワラケ１点が出土し、墨書

土器３点が見られる。カワラケは埋士上層より出土している。叉小玉は埋土下層中より出土し

たものである。

出土遺物（第６９図１～１６）

１坏（墨書土器）口径12.9ｃｍ器高３．１ｍ底径8.8ｃｍ平底の底部より直線的に開き、口

縁部は外反する、全体に器肉は薄く均一である。底部内面にF瓦の墨書を記す。底部はへう削

り、内面から口縁部外面横ナデ、未調整部分休部外面、貯蔵穴内出士。

色調一淡黄褐色～赤褐色、焼成一やや甘い、胎土一粗砂粒含む

２坏（墨書土器）口径１３．９ｍ、器高3.7cmｕ底径10.2cm、やや歪みをもつ平底から直線的に

内脅し、外面口唇部下に枕線廻る､底部内面に「万」の墨書を記す。底部はへう削り、体部下半

から底部周縁部は横位のへラ削り、内面から外面ロ縁部横ナデ、体部外面未調整部分残す。

色調一褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

３坏底部（墨書土器）上記の墨書土器とセット関係が考えられる｡底部内面｢万｣の墨書を記す

４高台付椀口径１５５cm、器高5.4ｃｍ底径７．１ｃｍ内弩する低い高台部より内脅して大き

く開くロ縁部へ移行し、口唇部を若干外反させる。底部は糸切り底、ロクロ成形。

色調一灰黒褐色焼成_やや甘い胎土一小石含む粗砂粒

５高台付塊口径14.8ｃｍ器高５０，ｍ底径６．３c,、直立する低い高台より大きく開広し、ロ

縁部は水平気味に外反する。手法は上記と同じ。

色調一灰褐色焼成一良好胎土一小石含む粗砂粒

－８１－ 



６高台付塊口径15.2ｃｍ器高5.4cmI底径７ｍ短くＦ〈」の字状に内弩する貧弱な高台より

開広気味に大きくロ縁部へ移行する。手法は上記と同じ。

色調一淡黄褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

７高台付椀底径６０，ｍ八の字状に開脚する高台部より内弩する体部へ移行

色調一暗灰褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

８高台付坑口径13.4ｃ１ｍ器高3.2ｃｍ底径－６．４ｃｍ底い三角形の高台部より緩やかに内

弩する。坤よりも皿に近い形状である。

色調_にぶい灰褐色焼成一良好胎土一小石含む粗砂粒

９坏（須恵器）口径１１．９０１１２器高3.4cm、底径5.3cjm底部よりスムーズに内脅して休部へ

移行する。

色調一灰褐色焼成一良好胎士－小石を含む粗砂粒

１０坏（須恵器）口径14ｃｍ器高３．４ｃｍ底径６．１cm2底部中央部が凹み、体部は緩やかに内

弩する。上記９と同一の色調焼成、胎土である。

１１坏（須恵器）口径１１．８ｃｍ底部欠損

１２カワラケ底部、底径4.9ｃｍ色調一暗褐色焼成一良好胎土－微砂粒含む

１３蓋（須恵器）口径10.8cm１器高１．９，紐部口径3.3cm，全体に扁平な形状を呈し、口唇

部は水平気味に開広する。内面にわずかなかえりを有し、紐部中心が皿状凹部を呈す。

休部ロクロ成形、肩部に一条の回転へラ削りを施す。

色調一灰褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

１４蓋鉦部口径４．５０，

１５台付喪口径11.4cmI器高16.9ｃｌ１ｕ底径8.7ｍ八の字状に開広する台部より、胴部中位

上に最大径を呈する、所謂コの字ロ縁の小型喪､胴部に移行1-る。台部ま横ナデ､胴部下半ば縦位

のへラ削り、上半は斜位・横位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ

色調一㈹褐色～暗褐色㈲淡黄褐色焼成一良好胎土一小石含む粗砂粒

１６小玉高さ６．８imliz径9.8川ｊｉｚ孔径２ｍｕ土製

２９号住居牡（第68図）

４１Ａグリット南方に位置し、２８号住居ﾆﾛﾋにより北東部分、２６号住居辻のカマドにより西壁の

中央部が掘り込まれている状況にある。規模は２．７１ｍ×２．６ｍのほぼ正方形プランを呈し、Ｅ

－１３ｆ－Ｓの主軸を測る。残存壁高は40～４５０１mほどを測り、８Ｃｆ~8躯斜の掘り込みである。周濠

はカマド右袖より西壁中央南よりまで廻り、１６cm幅、深さ５cm前後を測る。柱穴状掘り込みは

不明である。床面は北西部に凹凸が見られるが、レベル的には安定している。

カマドは東壁中央部やや南寄りに掘り込まれ、住居辻と同一の主軸を呈している。規模は全

長1.35ｍで、東壁ラインより70cmほど張り出している。右袖部に凝灰岩を配しているが左袖部

-８２－ 



}ま存在しなかった。貯蔵穴状掘り込みは不明である。

遺物は少量の出土であるが、南東コーナー部に坏､甑、長甕が集中出土している。

29号住居ilﾋカマド

１暗褐色±

２暗褐色士焼土粒・焼土Ｂ、少量の灰褐

色粘土Ｂを含む

３灰褐色粘土

４黒褐色士Ｒ粒Ｒ･Ｂ焼±Ｂを含む

５暗褐色土Ｒ粒。焼土粒を含む

６褐色土ソフト０１ｍ 
｝￣－’ 

第７０図２９号住居jilヒカマド実狽Ｉ図

出土遺物（第７１図１～４）

１長甕口径22.9ｍ胴部中位から口縁部にかけて残存、

ロ縁部は大きく開広する。胴部は斜位、縦位のへラ削り、

ヘラ削り。

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

やや胴張を呈し、くびれは弱く、

口縁部内外面横ナデ、内面に軽い

、
￣U1 

1Il’ 
し

エノ

ﾆｰﾐﾍ ① 

－－ 

１ 

Ｏ１０ｃｎｌ 
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第７１図２９号住民祉H1＋過物実測図
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２甑口径23.2ｃ１１ｌやや外反気味に直立した胴部より、大きく開広するロ縁部へ移行する。

胴部は縦位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面は軽いナデ、粘土紐痕。

色調一黄褐色焼成_甘い胎土一粗砂粒多く含む

３坏口径１４．５ｃｍ器高推定4.2,Ｌ丸底より直立気味に内轡する口縁部に移行する。底部

｜まへラ削り、内面からロ縁部は横ナデ。

色調一赤褐色焼成一良好胎士－粗砂粒含む

４坏口径14.3ｃ１１ｚ器高4.6ｃｍやや深めの丸底よりロ縁部は短かく直立する。

色調一淡赤褐色、焼成、胎士上記と同じ。

３０．３２号住居祉（第７２図）

３０号住居趾は、４２Ｂ，Ｃグリット

にまたがり、３２号住居比と重複して

いる。規模は３．５ｍ×２．９ｍを測る

、方形プラソで、西・北壁の一部が

明確を欠いている。主軸はＥ－１ｒ－

Ｓを呈し、残存壁高は良好な南壁部

分で20cmを測る。周濠は西壁の北部

に若干認められる。柱穴状掘り込み

は南壁沿いに存在するが、住居趾よ

り新しい掘り込みである。床面はハ

ードにしまり安定しているが、周濠

部分は凹凸が目立つ。

カマドは東壁中央部南寄りに掘り

Ａ 
－． 

３０．３２号住居祉埋士

１黒褐色土(301斑点状にＦＰ含む

２暗褐色土(30）ソフト

３灰褐色粘土(3０

４暗褐色土GDR粒ＲＢ含む

５黒褐色土CDRＢ含む

６暗褐色士㈱斑点状に多量にＲ粒

Ｒ･Ｂを含む

７黒褐色土GDR粒､ＲＰＢ少量含む

（ １１ 

2ｍ 、
ｉ■￣■－－＝0■■■■￣U■■■■￣￣＝ 

第７２図３０，３２号住居祉実測図
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込まれ、Ｅ－６．－ｓの主軸を呈している。東壁ラインより55cmほど張り出し、幅27cmを測る小

規模なカマドで、南袖部には礫が補強されている。焚き口部分はl5c11zほど掘り込んで、煙道部

は301項斜で立ち上がる。

遺物は中央部礫の周辺に集中し、長甕、灰釉陶器が出土、長甕は床面密着である。

出土遺物（第73図１～５）
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第７３図３０号住民士Iﾄ出十遺物実狽Ｉ図’----------’

1．高台付椀．底径6.4ｍ玉状に肥大し、直立気味に内弩する高台部より体部へ移行する。

内外面の体部下位までハケヌリによる施釉、底部は糸切り底（灰釉陶器）

２台付甕底径9.1ｃｍ八の字状に開脚する台部より内脅して体部へ移行する。台部は横ナ

デ、休部下位は割板状工具によるナデ。

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

3．短頚瓶（須恵器）、体部中位からロ縁部片で、スムーズに内弩する体部より頚部Iま「<」の字

状に強くくびれ、ロ縁部は斜方向に開き、口唇部は三角形を呈する。ロクロ成形。

色調一淡青灰褐色焼成一良好胎土一精選されている。

4．長甕、口径１９．４c''0、所謂コの字ロ縁の長甕で、底部欠損、胴部上位は斜位、下位は縦位の

へラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面に斜位の軽いへラ削りを施す。

－８５－ 



色調一褐色と黒褐色の斑点状、焼成一良好胎士一粗砂粒含む

5．長甕、口径ｌ９６ｃｍｚ４と同じ．の字ロ縁を呈する、胴部から。の字状の<びれ部がスムー

ズに移行し、ロ縁部は短かく開広し、口唇部はやや鋭D気味に丸める、胴部中位下は縦位の

へラ削り、上位下は斜位、肩部付近は横位のへラ削り。

色調、焼成、胎士は４と同じ。

Ｂ２号住居杜（第72図）

４２Ｂグリットポイントが住居比中央部やや北東に位置する。３０号住居比と西側半分、北壁東

側の縄文土拡が重複関係にある。南東方向には31号住居趾、南西方向に２８．２９号住居比が位置

している。規模は３ｍ×２．７ｍの方形プラソで、Ｅ－１１ｏ－Ｓの主軸を呈している。残存壁高は

西壁部分を除いて45～50ｍを測り、掘り込みは8躯斜である。周濠は南壁中央部やや東よりか

ら西壁、そして縄文土拡の重複部分に廻り、幅20cm前後、深さ３～５cimを測る。柱穴状掘り込

みP1は40x46cmzの方形、深さ25cmを測り、西側に緩やかな半円形の浅い掘り込みをもつ。Ｐ１は

貯蔵穴かも知れない。床面は固くしまり安定している。

カマドは東壁南寄りに位置し、Ｅ-11゜－ｓの主軸を呈す。袖部は不手際により削除してしま

った。焚きロ部分の掘り込みは床面レベルと同一で、壁中央部より段を設けて25cmzほど張り

出している。遺物は埋士中より出土し、長甕と坏が実測できた。

遺物（第７４図１～２）

口径12.8ｍ器高3.2ｃｍ平底気味の

より内脅し、ロ縁部はやや内傾気味とな

底部Iゴヘラ削り、内面よりロ縁部外面横

０ 

－赤褐色焼成一やや甘い胎土一粗砂

<含む。

蕊口径24.5ｃｍ底部、胴部中位は欠損

弾状の長い胴部より、<の字状くびれを

、ロ縁部は大きく開広する。胴部は長い

のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ。

－黄褐色焼成一やや甘い胎士一粗砂

<含む。

出土

1．坏

丸底

る。

ナデ

色調

粒多

2．長

、砲

呈し

縦位

色調

粒多

1０ 皿

第７４図３２号住居祉I+'七週物実測図
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Ｓ１号住居杜（第75図）

４３Ａグリップポイントがカマド前面に位置する住居比で、東方には３３．３４号住居趾、西方に

２８．２９号住居比、北西方向に３０．３２号住居比、北壁西側では耕作溝が接している。規模は３．２

１１z×３．１ｍの方形プランで、Ｎ－８Ｓｆ－Ｅの主軸を呈す。西壁面は掘り過ぎて形状がやや歪んで

しまった。残存壁高は良好な東壁で25ｍを測り、西壁に連れて壁高は減少して残存悪くなる。

周濠は確認できない。柱穴状掘り込みは２ケ所確認され、ＰＩは北東部床面に位置し、直径23ｃｍ

．深さ10cmを測る。Ｐ２は南東コーナー部に検出された貯蔵穴と考えられる掘り込みで、４０×５０

ｍの方形状を呈し、深さ１００１mを測る。床面は軟かく、多少凹凸を呈しているが、レベルは安定

、Ｉ

Ａ Ａｒ 
■￣ 

ロ’

Ａｌ49.10 ＃ 

2ｍ ロ

－￣－￣d■■■■￣－－－－’ 

第７５図３エ号住居祉実測図

３１号住居趾埋十

1．暗褐色土、ＦＰＲ粒ＲｐＢ焼土粒含む

3．暗褐色土焼土粒カーボンＲ粒含む

5．褐色士ソフトで焼土Ｂ含む

2．暗褐色士

4．暗褐色土

6．黄褐色士

Ｒ粒多く含む

３に似るがソフト

焼土粒カーボン灰を含む

－８７－ 



している。

カマドは東壁中央やや南寄りに掘り込まれ、Ｎ－８ゴーＥと住居比よりやや北寄りを呈してい

る。規模は全長Ｌ１ｌ１ｚ、幅０．５ｍを測り、東壁より60cmzほど張り出し、焚き口部分は半円状の

浅い掘り込みで、東壁ライン上の燃焼部で15cm'ほど深さを測り、煙道部は40～451傾斜で立ち上

がる。袖部は左袖部が灰褐色土により構築されているが、右袖部は不明、左側壁部分に15cmほ

どの礫が補強されている。

出土遺物（第76図１～５）

５
 

ＡＭ帆綱陶側倒錘剛川脚川幽孔、哩一

i二三二Ｆ《瀞
ﾋﾞ 

三写
ミ

三三三?' ＝ 烹言 Ｏ１０ｃｍ 
ｌ－－－－－－－－－－ｌ 

第７６図３１号住居吐出±遺物実測図

1．坏（須恵器）口径１２．４０１，器高３．５０，ｔ底径5.2cm、凹みのある底部より内弩する休部へ

移行し、口唇部は若干外反させる。底部は糸切り底、ロクロ成形。

色調一青灰褐色焼成一良好胎土－小石含む粗砂粒

2．坏（須恵器）口径13ｍ器高４．３ｃｍ底径6.5cmｕ平底よりスムーズに内弩する体部を呈

す。色調一淡青灰褐色焼成一良好胎士－粗砂粒含む

3．長甕口径19.8ｃｍ所謂コの字ロ縁を呈する長甕でカマド内出土、胴部上位は斜位のへラ

削り、内面からロ縁部外面横ナデ。

色調一褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

4．高台付椀口径18.4ｃ１ｍ器高６．３０１ｍ底径8.2cmｚ<の字状に内弩する高台部より大きく

開広する体部を呈し、口唇部は水平気味に外反する。施釉はハケヌリ（?）

5．鉄製品、全長１１．２ｍ錐と考えられる、カマド内右側壁部出土。

ＳＳ．Ｓ４号住居祉（第77図）

３３号住居ｺﾞﾛ上は45Ａ。Ｂグリットにまたがり、西壁部分が34号住居11上と重複関係にある。耕作

溝が､北東～南西方向に、住居趾の中央部を横断して、点々と床面まで掘り込みが達している

。北方に35号住居ilh北東方向には36号住居上止、西方に31号住居杜が位置している。規模は３

－８８－ 



41,×２．８５ｍで、やや歪んだ方形プランで、Ｅ－２ｄ－Ｓの主軸を呈する。周濠の存在は不明

柱穴状掘り込みは３ケ所に確認され、Ｐ１は25×30cw2の円形、深さ20cm、Ｐ２はカマド前面に位置

し、１０×15cmの楕円形、深さ21cmを測る。Ｐ３は南東コーナーに位置する1.117Z×０．７ｍの楕円

形、深さ１５０１mの浅い掘り込みで、西側に30cmほどの礫が見られ、貯蔵穴と考えられる。床面

は安定したレベルを保つ。

カマドは東壁中央部やや南寄りに掘り込まれ、Ｅ－５ｏ－Ｓの主軸を呈す。規模は全長１．０５，

，幅35cmほどの細長い形状で、東壁ライソより50ｍほど張り出す。袖部は灰褐色粘土により構

築され、先端部に袖石が見られ、袖石間35cmzを測る。焚き口部は床面より緩やかな皿状掘り込
色Ｉ

、Ｉ

Ａ Ａ 

０２ｍ 
￣￣==＿ 

第７７図３３．３４号住居祉実測図

､３４号住居阯埋士

溝状耕作±御

暗褐色±Ｍ１まりよい

暗褐色土CO黒褐色士．ＦＰ。Ｒ粒含む

黒褐色士倒灰褐色粘質士を含む

暗褐色±GDR粒．ＦＰを含む

３
．
・
・
．
．

３
１
３
５
７
９
 

暗褐色±G31FP。Ｒ粒含む

暗褐色±(303より明るくＦＰ８Ｒ．Ｂ、

黒褐色士則

褐色土剛Ｒ粒含む

暗褐色±６０大きめのＲＰＢを含む●
 

２
．
４
６
８
皿

Ｒ粒含む

-８９－ 



みで燃焼部に移行し、最深部分で８cmほどを測り、煙道部は45傾斜で立ち上がる。カマド内に

支脚として利用されたと思わ'''1る礫が存在する。

,出土遺物は、カマド上面出土の勾玉を除いて、カマド内と埋土中出土である。

３３号住居趾カマド

Ｌ暗褐色士少量の焼土粒含む

２．灰褐色粘土

３．褐色±ソフトで多量の焼土粒

を含む

４褐色±サラサラしている

５．黄褐色±焼土粒含む

０ 
魎麺一＝

第７８図３３号住居:ロヒカマド実測図

1ｍ 

出土遺物（第７９図ｌ～８）

Ｌ高台付塊口径14.1ｃｍ器高５．３ｃｍ底径6.7ｃｍ内脅しやや開き気味の高台部より斜方

向に直線気味に内轡する体部へ移行、底部は糸切り底、休部外面軽い櫛描状ナデ、内面から口

縁部外面横ナデ

色調一褐色焼成―甘い胎士－小石を含む粗砂粒

2．坏口径１２．４ｍ底部欠損、斜方向に直線的に開き、口唇部下にくびれを呈し端部を外反

(二二孑孑， 当孔

=＝－コ 霞風三上弘

三ElI） 
／ 

／ 

,ﾕミフー

后
１

Ｏ１Ｏｃｍ 
ｌ－－－－－－－－－－］ 

『
可
‐

第７９図３３号住居吐出十遺物実測図
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気味に丸める。休部はへう削り、底部周縁部は面取り状にへう削りを施す。内面からロ縁部

外面横ナデ。

色調一黄～赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

3．坏口径１４．１ｃｍ器高3.8cm１底径８．９０Ｔｌ平底より直線的に内轡する休部へ移行する。

底部1士へラ削り、内面から外面ロ縁部は横ナデ、体部外面は大半が未調整。

色調一黄褐色～褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

4．坏（須恵器）口径１２．９cm１底部欠損体部外面にロクロ水挽き痕明瞭に残す。

色調一灰褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

5．長饗口径20.4cmｚ胴部上位からロ縁部片で、直立気味に内弩する胴部より<の字頚部を

呈し、斜方向に開くロ縁部へ移行する。胴部は横位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面

に横位のへラ削りを施す。

色調一淡褐色焼成一やや甘い胎士一粗砂粒含む

6．小蕊口径117cmｚ<の字状に胴張りを呈する体部から弱いくびれを呈し、ロ縁部は直立

気味に外反する。ロクロ成形で須恵質である。

色調一淡黄灰褐色焼成一やや甘い胎土－粗砂粒含む

7．底部片土釜か羽釜の底部片であろう、底部}まへラ削り、休部に軽い櫛描状ナデを施す。

色調一淡黄褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

8．石製模造品（勾玉）全長４cm、最大厚６．４ｍｍz、孔径２ｍＩ

Ｓ４号住居祉（第77図）

４４Ａグリットポイントが住居比南東部に位置し、３３号住居趾によってカマド付近が掘り込ま

れているが、形状を著しく破壊するには至っていない。西方には31号住居趾、北東方向に35号

住居趾が位置する。規模は３．６ｍ×３．１１１zの方形プランで、南東コーナー部分にやや張り出し

の傾向が見られ、Ｎ－７３Ｐ－Ｅの主軸を呈している。残存壁高は北壁、西壁が30cmz前後、南壁で

３５cmzを測り、751頃斜の掘り込みである。周濠は不明である。柱穴状掘り込みは南東コーナー部

に２ケ所確認され、Ｐ１はカマド右袖脇に位置する20cmu前後の円形、深さ14cmを測り､､Ｐ２はＰ１の

西方に位置する20×25cmの円形で深さ30cmｌを測る。

カマドは東壁中央部やや南寄りに掘り込まれ、Ｎ－８イーＥの主軸を呈する。規模は全長１，

，幅46cmを測る方形状の掘り込みで、袖部は灰褐色粘土により構築され、東壁ラインより左袖

部35cm、右柚部40cmほどを作り出し、袖間は48cmlを測る。焚き口部は袖部先端ラインより僅か

に住居比内より掘り込まれ、最深部で15c1mを測り、燃焼部は煙道部に向け2Ｃｆほどの傾斜角で移

行し、ほぼ垂直に12cmほど立ち上がる。

遺物は住居11上全体に点在し、実測可能な個体は１１点を数え、坏が10点、壷形土器底部１点で

ある。

-９１－ 



３４号住居辻カマド

1．灰褐色粘質土

２．灰褐色粘質±少量の焼土粒含む

3．黒褐色±灰褐色粘質±Ｒ粒含む

4．灰褐色粘土

5．灰褐色粘土焼土Ｂを含む

6．褐色土ソフト

7．灰褐色粘質±

8．褐色士６に似る

9．褐色±炭化物を含む

10．褐色土多量の焼土Ｂを含む
□
ｍ
ｐ
ｍ
》

ロ 1ｍ 
ｌ■■■■■■■■ 

第８０図３４号住居吐カーマド実測図

出土遺物（第８１図１～１１）

1．坏（墨書土器）口径13cmz、器高3.4cmz、底径l0cjm、底部は平底で周縁部が丸味を帯び皿状

を呈し、休部は直立気味に内弩する。底部から周縁部へラ削り、内面から体部は横ナデ、底

部中央部に｢、の墨書を記す。

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

2．坏口径１４．１ｃｍ器高3.9ｃｍ九底より直立気味に内轡する口縁部へ移行する。底部へラ

￣ 
｡ 

三fフノ

鴎藝鬮鑿雲Ｈ

／ 

Ｉ 

Ｏ１０ｃｍ 
Ｉ－－－－－－－－￣￣Ｉ 

第８１図３４号住民tlHH＋綴物実測図
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削り、内面からロ縁部外面横ナデ

色調一褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

３坏口径１３．８cmＵ器高3.7ｍ平底気味の丸底を呈し、口縁部は短かくほぼ直立する。

・色調一褐色焼成一良好胎土一小石含む粗砂粒

４坏口径13.3cmＩ器高3.3ｃｍ扁平な丸底から直立気味に内弩し端部を丸める。

色調一褐色～赤褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

５坏口径１３．２ｃｍ器高３．６ｃｍ九底より短かくやや外反気味のロ縁部へ移行する。

色調一赤褐色焼成。胎士上記に同じ

６坏口径15cmｕ底部欠損、色調一褐色焼成。胎士上記に同じ

７坏口径15.2cmｕ推定器高３．１ｃｍ浅い丸底よりスムーズに内弩する口縁部へ移行する。

色調焼成胎土６に同じ

８坏口径11.7ｃｍ器高３．３ｃｍ九底より内脅しスムーズにロ縁部へ移行する。ヘラ削りは

底部だけで、内面から休部外面横ナデ

色調一赤褐色～褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

９坏口径１７．８ｃｍ器高５．８ｍ大型の坏で、丸底より深めの休部を呈し、ロ縁部は直立気

味に内弩する。底部～休部はへう削り、内面から口縁部外面横ナデ

色調附くすんだ黒褐色(創黒褐色焼成一良好胎士－粗砂粒含む

１０坏口径１４０１１１器高２．４cm！浅い盤状の丸底から軽い陵を呈し、短かく外反する口縁部へ

移行する。皿状の形態を呈する坏である。カマド内出土

色調一黄褐色～赤褐色焼成一カマド内で二次焼成受けている。胎士－粗砂粒含む

底部片底径7.7cmI皿状の底部より直線的に開く体部下位まで､残存底部、休部Iまへラ1１ 
削
色

D、内面は軽いへラ削りを施している。

調69黒褐色(PtＩ赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

号住居祉（第82図）

Ｂ、Ｃグリヅトに確認され、東方に36号住居比、南方に33,34号住居比が位置し、周辺部

耕作溝が北東～南西方向に走向している。その一本がカマド上面を横断しているが、形状

し<変形させるには至っていない。北東コーナー部には土拡状掘り込みが重複している。

Ｂら

４５ 

にlま

を箸

規模は3.25,z×３ｍの方形プランで、Ｅ－３０Ｐ－Ｓの主軸を呈する。残存壁高は南壁で25cm、他

35ｍを測り、６０～70F傾斜で掘り込まれている。周濠の存在は認められなかった。柱穴状掘壁で

D込みは３ケ所確認され、Ｐ１は床面中央部西寄りに位置し、直径20cnz深さ20cTzを測り、高台

付椀が出土した｡Ｐ2は直径l8c1m深さ７ｍを測り、Ｐ３は南東コーナー部に位置し、貯蔵穴の掘

､込みと考えられ、５０×65cmの歪んだ方形で深さ20cTzを測る。コーナー部で真二つに割れた坏

が出士。床面は軟らかなローム±であるがレベルは安定している。

－９３－ 
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第８２図３５号住居吐実測図

３５号住居趾と±擴埋士

ｌ黒褐色±ソフトで部分的に耕作士が含まれる

２暗褐色士Ｒ粒・ＦＰ含みしまりよい３

４暗褐色土Ｒ粒多く含みソフト５

６黒褐色士ＦＰ少量含みしまりよい７

８（土）暗褐色±ＲＰＢを多く含む９

１０（土）暗褐色±斑点状にＲＰＢ、Ｒ粒を含む

１１耕作溝

暗褐色士Ｒ･ＢＲ粒含み２より暗い

暗褐色土黄褐色粘土Ｂ、焼土粒を含む

暗褐色士カーポソ焼土粒含む

(土）暗褐色士８よりも暗い

カマドは東壁中央部に掘り込まれ、Ｅ－２５－Ｓとやや住居比より東寄りの主軸を呈している

－９４－ 



。規模は全長７００１１１，幅３３０１mの細長い形状で、焚き口部は半円状、燃焼部に向け浅い皿状の

掘り込みを呈し、燃焼部から煙道部にかけて緩やかに立ち上がる。袖部の張り出しはなく、東

壁ライソ上に袖石を設けている。

袖石間は２６０１１２を測る。カマド前面

には礫が散在しており､屈状の石

組みが考えられる。カマド内には

支脚として利用された礫が横転し

ているが、耕作時に倒されたもの

であろう。

３５号住居杜カマド

１黒褐色±焼±粒Ｒ粒含む

２明黄褐色粘質士多量の焼土

Ｂを含む

３耕作溝

４暗褐色士ソフトでＲ粒含む

－．１４９．２０ ユー

Ｏｌｍ 
ｌ￣￣１ 

第８３図３５号住居杜カマド実測図
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第８４図３５号住)=huHt掴物実測図
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出土遺物（第８４図１～６）

１坏口径124ｃｍ器高３．９ｃｍ底径６．７ｍ平底から斜方向に直線的に内脅し、口唇部下

に強いくびれを呈し、ロ縁部は開広する。底部はへう削り、休部外面に軽いナデを施す、内

面から外面ロ縁部横ナデ

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

２高台付椀口径l22c1m器高4.9cmＭ底径6.2cmI直立気味に内蘆する高台部よりスムー

ズに内弩する体部に移行し、端部を丸くおさめる。底部は糸切り底、ロクロ成形

色調一灰褐色焼成一良好胎士－粗砂粒多く含む

３坏推定底径６．４０１i１糸切り底を呈し、内面黒色処理でへラ研磨を施す

色調一淡褐色焼成一良好胎土一微砂粒含む

４小型壷口径9.6ｃｍ球状の休部より短かく開く口縁部へ移行する。体部下位は縦位、中

位～上位は斜位と横位のへラ削り、内面からロ縁部外面横ナデ

色調一褐色～暗褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

５長甕口径ｌ８５ｃ１ｍ所謂コの字ロ縁を呈する長甕である。胴部上位は斜位、中位下は縦位

のへラ削り、内面からロ縁部外面横ナデ

色調一褐色～赤褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

６長喪口径ｌ３８ｃ１ｍ上記。の字口縁を呈する長甕に似るが、頚部から外反して開くロ縁部

へ移行する。手法、色調、焼成、胎土は５に同じ

Ｓｅ号住居杜（第85図）

４６Ｃ、47Ｃグリットにまたがり、調査区域内で土師器を伴う住居比中一番東に位置する。埋

土上面に耕作溝が横断するが、形状を破壊するには至っていない。東方15ｍには３７．３８号住居

｣上1t、西方から南西方向には35号．３３号住居上''二が位置する。規模は長軸3.2ｍ、短軸２．４１mを測

り、形態は隅丸の台形状長方形を呈し、東辺（１．５ｍ）と西辺（２．１１７z）では60clmの差を生じ、

カマドの南脇は張り出している。主軸はＥ－２３ｆ－Ｓを呈する。残存壁高は15～25画１１を測り、南

西コーナー部分を除いて7；～8『傾斜で掘り込まれている。柱穴状掘り込みは北西部を除いて５

ケ所確認され、Ｐ１はＰ２と重複し、直径35cmの円形、深さ35cjmを測り、上面にて鉄鍍が出土した。

P2は直径40Cimの円形、深さl5clmの掘り込みである。Ｐ３は上面で遺物が集中出土している40x60

cTLの方形状掘り込みで、深さ20～25cTzを測り、底面は凹凸を生じている。Ｐ４は貯蔵穴と思われ

る45×60cmの歪んだ方形、深さ45ｍの掘り込みで、底面より坏が出土した。Ｐ５はカマド前面に

掘り込まれた40cmz前後の円形、深さ３００１mを測るカマドに付属する掘り込みである。床面はハー

ドにしまり、凹凸は見られるがレベルはほぼ安定している。周濠は確認できない。

カマドは東壁中央部を掘り込み、Ｅ－２３ｆ－Ｓの主軸を呈する。規模は全長60cm'、幅35ｍの細

長い掘り込みで、前面にＰ５を配し、燃焼部で深さ10cmほど掘り込み、煙道部への移行個所に1０

－９６－ 



ｍほどの段を設け、煙り出しロには長甕のロ縁部を利用している。袖部の張り出しはなく、東

壁ライン上に袖石を設けており、カマド内に支脚として利用した礫が立石する。袖石間は狭く

上端で15cm、下端で20cmzを測る。床面の北部を除き炭化物が散在する。
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第８５図３６号住居祉実測図

３６号住居祉埋±

1．耕作溝２．

３．暗褐色±ＲＢを多量に含む４．

５．暗褐色士多量の焼土粒、Ｂ、カーボン含む

7．暗褐色士ソフトでＲ粒、Ｒ･Ｂを含む

暗褐色土焼土粒、ＦＰ少量含む

暗褐色±２より明るい

6．暗褐色土少量焼土粒、カーボン含む

9７ 



３６号住居比カマド

1．黄褐色粘土多量の浮石を含む

2．暗褐色土

3．黄褐色土暗褐色土含みソフト

4．暗褐色土カーボン．Ｒ粒含む

5．暗褐色士焼土Ｂカーボンを含み、

サラッとしている

6．褐色士Ｒ粒を多量に含みソフト

7．褐色士焼土Ｂ焼土粒多く含む
１ｍ 0 

1--－－ 

第８６図３６号住居hヒカマド実測図

出土遺物（第８７図１～１６）

1．坏（墨書土器）口径１１．６ｃｍ器高３．７cj'ｔ底径3.8cmｚＰ３周辺出土。糸切り底より均一な

器肉でスムーズに内脅し、口唇部は外反気味に丸める。ロクロ成形、内面は黒色処理を施す

色調_にぶい黄褐色焼成一良好胎士－少量の砂粒含む

2．坏口径12.4ｃｍ器高3.8ｃｍ底径６．５ｃｍＰ４貯蔵穴内底面出土平底より直線的に内簿

する休部へ移行し、口唇部分は玉状に丸める。底部・体部外面へラ削り、内面よりロ縁部外

面横ナデ、内面は斑点状にハガれている。

色調一黒褐色焼成一良好胎土－微砂粒含む

3．坏口径ｌ６９ｃｌｎＰ３の上面出土底部欠損大きく開く体部より、口唇部下に弱いくびれ

を呈し、口縁部はやや外反気味となる。体部外面軽いへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面

ｌまへラ研磨を施す。

色調一紫赤褐色～黒褐色焼成一二次焼成を受けている胎土－粗砂粒含む

4．高台付坑口径15.2ｃｍ底径6.7cm【高台部欠損Ｐ３上面出土底部から斜方向に内脅し

、口唇部はやや外反する深めの体部を呈する坏である。底部は糸切り底、ロクロ成形

色調一灰褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

5．高台付椀口径１４．４cmｚ底部欠損カマド前面とＰ４西側で接合

色調一灰褐色～淡褐色焼成_やや甘い胎士一粗砂粒多く含む

6．高台付椀口径13.4cjiz器高5.4Cl、底径5.7ｃｍＰ４の北西30cm出土高台部は三角形を

呈し、外反気味で、接合部は丁寧に仕上げている。休部は直線的に開き、口唇部はやや外反

する。底部は糸切り底、ロクロ成形

色調㈲にぶい黄褐色69黄褐色と黒褐色が斑点状焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

－９８－ 
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第８７図３６号住居吐出土遺物実測図
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７高台付塊口径１３．２ｃｍ器高４．７０１１１底径6.4cmｚカマド内出土、雑な付高台部は内弩気

味で接合部は密着せず。休部器面は水挽き痕を明瞭に残し、口唇部は外反して開く。

色調一黄褐色～赤褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

８高台付塊埋土中出土、色調一灰黒褐色焼成一二次焼成受ける胎士一粗砂粒多く含む

９坏（須恵器）埋士中出土、色調一青灰褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

１０甑片底径９．３c,、孔径7.7ｃｍカマド内出土孔周縁部は丁寧なへラ削り、体部外面は

縦位のへラ削り、内面軽いナデ

色調一黄褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

１１小壺口径11.40,,,胴部は直立気味に内脅し、<の字状頚部よりロ縁部へ移行し、端部は

鋭り気味に丸める。胴部外面は斜位のへラ削り、内面から口縁部外面横ナデ

色調一暗褐色～赤褐色焼成一良好胎士－微砂粒含む

１２土釜口径20.2ｃｍカマド内出土、緩やかに内弩する胴部からくびれを呈し、短かく開く

ロ縁部に移行し、口唇部は玉状に丸める。胴部上位は未調整で粘土紐痕残る。内面からロ縁

部外面横ナデ

色調(内I赤～黄褐色㈹黄褐色焼成一やや甘い胎士一粗砂粒多く含む

１３長甕口径19.3cm’カマド煙り出し口部に使用、所謂寛の字ロ縁の長甕である。体部上位

は斜位のへラ削り、内面からロ縁部外面横ナデ

色調(内I赤褐色州褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

１４長甕口径１８．７ｍ上記13と同じ=の字ロ縁の長甕片で、Ｐ３上面にて出土。１３よりも．の

字状頚部が丸味を帯びている。体部上位は斜位、内面からロ縁外面横ナデ

色調(内)褐色㈹黒褐色焼成_やや甘い胎土一粗砂粒多く含む

１５長甕口径１７．９cm’器高25.5cm’底径４．８０１ｍ最大径を胴部上位下に呈する。寸胴の胴部

より13に似るロ縁部を呈する。最大径下は縦位、上位は斜位、横位のへラ削り、内面から口

縁部外面横ナデ、内面は荒れている。

色調(刺赤褐色㈹黒褐色焼成-やや甘い胎士一粗砂粒多く含む

１６鉄鑑全長９．５cm、若干先端部を欠く、Ｐ,の上面出土

－１００－ 



S７号住居杜（第88図）

５１Ｂ、Ｃグリットに検出された縄文時代前期の竪穴住居比である。当住居杜は38号住居阯内

を掘り込み、形態はすっぽり38号住居h上北東部に入っている。３７，３８号住居趾は調査区域内の

最東端に位置し、小谷地への傾斜が強まる地点に当り、耕作土も浅く撹乱も著しい地点である

。規模は３．７５ｍ～3.8171の歪んだ方形状プラソで、Ｎ-21.-Ｅの主軸を呈する。残存壁高は５０

～600mを測り、６㎡～75.傾斜の掘り込みである。周濠状掘り込みは確認されなかった。柱穴状掘

り込みは２ケ所確認され、Ｐ１はほぼ中央に位置し、２０cm前後の円形、深さ30clmほどで、Ｐ２は南

壁沿いに在り、２０ｍ直径の円形、深さ５ｍを測る。

炉hhと思われる掘り込みは中央部西寄りに位置し、カーポソ、焼土粒を含む75cwzx55cmzの楕

円形、深さ３～５ｍを測る。

床面はレベル的には安定しているが凹凸が目立つ。

３７号住居趾出土遺物（第８９図１～１０）

３７号住居杜を明確に性格づける遺物は、ほとんど見当らないが、北西の壁際に床面より若干

の間層をもって（１）が出土し、東北の壁付近には石斧（第91図－１)が出土している缶の他は埋

士中出土のもので、３８号住居吐出±のものと接合するものもあった。

1．胴部の小片で、半裁竹管による連続爪型文をその文様構成の主体としている。又、その連

続爪型文は幅広の平行沈線によって上下を区画している。おそらく、深鉢型土器と思われ、

厚手で砂粒を多く含んでいる。色調一淡褐色焼成一堅繊である。

2．竹管による連続爪型文と刺突文によって文様を構成し、爪型文はやや隆起させた区画内に

施文している。褐色を呈し砂粒を含む、内弩するキヤリペー状のロ縁部小片で、焼成は良く

堅級である。

3.～5．地文を斜縄文（単節）とし、竹管による平行沈線を横位に施したもので、５は胴部片

である。いずれも褐色を呈し、砂粒を多く含んでいる。

6．斜縄文の痕跡を認める。底部小片で、施文後、底部直上を指頭によって横位ナデを施す

7．斜縄文をわずかに認める。深鉢型土器の底部に近い部分で、焼成もよく淡褐色を呈し堅級

である。
｡｡‐ 

8.～１０いずれも竹管による平行沈線(i:縦・横,斜）によって文様を構成している。８は内弩
s－●.卍｡■－℃

するロ縁部にボタン状の貼り付けを行なﾎﾟっ.ている｡鷺砂粒を含み堅繊である。
』＃》:いち－．，

:,《・襲響:．":,…
■▲､FD 

石器（第９１図１～３），､．，．．.；－や？‐Ｏ

Ｌ搬型の石斧で､粘板岩製である鐘部端に自然を熱｡明瞭な使用痕は認められない。
．・１．．－－－－．-.

2．基部が快入している頁岩製のものである。

１０１ 

￣＝■ 



３チャート製の石錐で刃部はよく加工してある。

ＳＳ号住居杜（第88図）

５ＯＢ｡Ｃ、５１Ａ．Ｂ、Ｃ、５２Ａ、Ｂ、Ｃグリットに検出され、北東部は37号住居比と重複す

る。当住居比は予備調査（サプトレソチ）により西壁の一部が確認されている。規模は７．６ｍ

×６．５ｍの長方形で、Ｎ-1；-Ｗの主軸を呈する。残存壁高は、南東方向への傾斜に連れて減

少し、南壁部から東壁部の一部が不明である。北壁から西壁の良好な壁高は50～70cmlを測る。

周濠は確認できなかった。柱穴状掘り込みは14ケ所確認され、南西部に集中する。

炉祉と思われる掘り込みは不明であるが、焼土、カーポソが若干37号住居辻南東コーナー部

方向に認められる。床面は37号住居趾と同様である。

出土遺物（第８９図11～14，第９０図15～21）

住居中央部よりやや南西に二基の埋喪（１１．１２）が検出された他、床面上より遺物が検出さ

れた。

１１．北側の埋甕に使用されていたもので、胴部より上半を欠損する。残存する器面は無文であ

るが、わずかに文様帯の痕跡（何か不明）が認められる。外面は全体的}とへラ削りで調整し

、内面はナデている。底部径は１２４mmを測り、やや上げ底である。内面にカーボンの付着を

認める。

色調一淡褐色胎土一秒粒を含む焼成一堅級である

12．やや朝顔型に外反すると思われるロ縁部下方から、一旦孕んでくびれる胴部にかけてのも

ので、１１の南東に埋甕として検出された。文様構成は斜縄文を地文とし竹管による平行沈線

を横位に三段施している。

色調一赤燈色胎土一砂粒を多く含む焼成一堅繊である。

13．底部径約８cmの小型の無文土器である。底部から立ち上がってくびれる台状の部分は、指

頭によるナデ、やや厚みをもつ胴部はへう削りを施している。底部と胴部の接合痕はくびれ

部分に認められる。

色調一淡褐色胎土一砂粒を多く含む焼成一堅微である

14．単節斜縄文を地文とし、５条及び10条の平行沈線で文様構成している。内弩する深鉢型土

器と考えられ、木の葉状の文様は５条、それを区画すると思われる平行沈線は10条で構成し

ている。木の葉状文は二段想定できよう。内面は丁寧にナデを施す。

色調一褐色胎士－砂粒を多く含む

15．縄文を地文として竹管による平行沈線で文様を構成している。おそらく、波状ロ縁の深鉢

型土器と思われる。

色調一褐色胎土一微砂粒を含む焼成一堅織である。

－１０２－ 
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第８９図３７．３８号住居吐出±遺物実測図（１）
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第９０図３７．３８号住居tlL出土遺物実測図（２）

ｏ
ｒ
 1J翻

吟､￣

遷蝿

16.14と同一個体と考えられる。

17.単節の斜縄文を地文とし、平行沈線

を横位に施した胴部下半片である。沈

線は弱く、ナデを内面に施している。

概して淡褐色を呈し、砂粒を含む堅級

である。

18.～20.多条の平行沈線をもつロ縁部小

片で、砂粒を含み堅級である。２０ばく

の字状に内弩するロ縁部片であろう。

21.ヘラ磨きされ、内面にカーポソが多

量に付着している。

、ノ

４ 

△し１ 

奪乢塗|，
ロ １０cｍ 
｜￣■■■。■■■■■－１■■■■■‐’■■－’■ ￣ 

第91図３７．３８号住居吐出±石器実測図

石器（第９１図４．５）

4．石製垂飾で、孔を境に上部が欠損している。材質は砂岩である。

5．材質はチャートで、刃部にのみ加工を行なっている剥片石鍍である。
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ＳＳ号住居杜（第92図）

３７Ａ、38Ａにまたがり、調査区域内にわずかに確認された遺構で、２０号住居杜の南東に位置

する。規模は北辺で、３．８ｍほどを測り、北東コーナー部は隅丸を呈している。残存壁高はセ

クシヨソライソ東壁で500U2、西壁20ｍ、北壁中央部分で18ｍほどを測る。床面は西壁から東壁

に斜支に掘り込みを増している不安定な面を呈し、北東コーナー部に細長い楕円形の掘り込み

を設けている。周濠、柱穴は確認されなかった。

遺物は東側に集中して床面より礫に混じって、羽口と砥石が出土した。尚床面に食い込ん

で鉄津も出土している。この状況からか鍜治遺構が考えられるが、全容が解明できていないの

で、この段階では一応住居趾として扱っておく。

|』に

一一

第３９号住居趾埋＋

，１．耕作±

１２．黒褐色土唖含む
３．黒褐色士２より明るく褐色土

Ｂ、Ｒ粒含む

４．黒褐色±Ｒ粒含む

５．暗褐色±多量のＲ粒含む

A’６．暗褐色士多量の木炭を含みサ

ラッとしている。

Ａ 

Ⅱ 2ｍ 
１－￣－･ﾛ■■■－■■■■,■■■■￣－'■■￣’ 

第９２図３９号住居祉実測図

第９３図３９号住居吐出±遺物実測図

．｡qsf 

蝋へ
:,､ｗＮ 

ZOG･i 
GD ＄」

」

へ：,ｉ
－－ｆが⑬･･`丙一…・裳」

ナゾ
￣ 

３ 

ロ 10cｍ 

出土遺物（第９３図１～

２．羽口長さ１１．８cｍ

H１ 1．砥石石質は安山岩である

３．羽ロ長さ１１０１，径８．４ｃｍ孔径２．２ｍ径8.6ｃｍ孔径２．４cｍ
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4○号住居祉（第94図）

３２Ａグリットポイントが床面中央部に位置する３．４７Hzの正方形を基本とするプランで、南東

コーナー部が6017zほど張り出している。東方に２１．４４号住居ｺﾞﾛﾋ、北東方向に17号住居比、北

方には６Ｂ掘立建築i''二、西方では接する様に4]号住居辻が位置している。主軸は真東をとる。

残存壁高は40cmf前後を測り、７CB~8『傾斜の掘り込みを呈している。周濠はしっかりと安定した

掘り込みで、北西、南東コーナー部分を除き連続し、幅15～25cm、深さ５～８clizを測る。床面

は多少凹凸を呈しているが、レベル的には安定している。柱穴は確認されなかった。

カマドは東壁南寄りに掘り込まれ、Ｅ-11゜－ｓの主軸を呈す。規模は全長１．４５ｍ、幅３６ｍの

１－ 
● 

￣ 

－ 

０． 

● 

￣ 

￣ 

由

ソ
▲ 

ソ
▲ 

、

■ 

閂可

蝋了
ｐ肉 lユヱ

第９４図４０号住居土止実測図 I 2ｍ 
［０￣,■■■■■￣－－－－＝－，］ 

４０号住居趾埋十

1．暗褐色土Ｒ粒、焼土粒、ＲＰＢ含む

3．黒褐色土多少粘質帯びＲ粒含む

5．黒褐色土３に似る

7．褐色±（土擴）Ｒ粒ＲＱＢを多量に含む

２暗褐色±

4．暗褐色士

6．暗褐色士

１よりも暗い

多少粘質帯びＦＰを含む

Ｒ粒Ｒ･Ｂを含む
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細長い形状で、焚き口部は歪んだ半円形の浅い掘り込みを呈し、燃焼部は209傾斜で立ち上がり

､煙り出し口は6〔i傾斜を測る。袖部は灰褐色粘土により構築されている。燃焼部に出土した礫

は支脚として利用したものであろうか？

､＜I 造てＩ

40号住居阯カマド

1．灰褐色粘土Ｂ

２・暗褐色±、Ｒ粒・焼土Ｂを含む

3．暗褐色土灰褐色粘土Ｂ焼土Ｂ含む

4．暗褐色土多少粘質帯び、焼土Ｂ・Ｒ

粒を含む

5．黄褐色粘質士焼土粒・焼土Ｂ含む

6．暗褐色±４より明るく、焼土Ｂ・焼

土粒。Ｒ粒多く含む

7．褐色土斑点状にＲ粒・ＲｏＢ・焼土Ｂ

カーボンを含みソフト

8．灰層９．焼土粒・焼土Ｂ

10．暗褐色士Ｒ粒・焼土粒含む

＜Ｉ ＜１ 

1ｍ ０ 
１￣￣ 

第９５図４０号住居:hヒカマド実狽Ｉ図

出土遺物（第９６図１～７）

大半の遺物はカマド前面より出土、坏３点、須恵蓋１点、長甕１点、鎌２点を数える。

1．坏、口径１１．４ｍ器高3.4ｃｊ１ｕ丸底より器肉を減少しながら内蟹し、ロ縁部は内傾し、口

唇部は鋭り気味に丸める。底部はへう削り、内面から外面ロ縁部横ナデ

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

2．坏口径１２．１ｃ１ｍ器高3.6ｃｍ形態、手法は１に似るが全体に器肉が厚い

色調一赤褐色～褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

3．坏口径18.5ｍ器高4.6ｃｍ浅い皿状の丸底より軽い陵を呈し、口縁部は大きく外反す

る。底部I±へラ削り、内面よりロ縁部外面横ナデ

色調一赤褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

4．長甕口径23.2cmｚ器高31.9c１ｍ小さい丸底よりやや胴張りを呈す砲弾状胴部に移行し、

くびれば弱く、ロ縁部は大きく開広する。底部はへう削り、胴部下位は縦位と斜位、中位

は斜位、肩部は横位のへラ削り、内面からロ縁部外面横ナデ

色調一褐色焼成一良好胎士－粗砂粒含む

5．蓋（須恵器）口径-20.2ｍ天井部欠損、口唇部は丸くおさめ、内面に鈍く小さいかえり
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を呈す

鎌全長１１．２ｍの所謂曲刃鎌である。●
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。 鎌全長６．３cmzを測る柄部分である。
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第９６図４０号住居吐出土遺物実測図

４１号住居杜（第97図）

３２Ａ・３２Ｂグリットにまたがり、東方に隣接して40号住居ｈｂ西方に42号住居辻と重複し、

北方に６Ｂ掘立建築辻が位置し、南方では不整形な土擴と重複関係にある。規模は３．４ｍｘ２９５

ｎｚの方形プランで、Ｅ－２ｏ－Ｓの主軸を呈する。残存壁高は30Cl､前後を測り、掘り込みはほぼ垂

直を呈している。周濠は東壁中央やや北寄り、一部途切れるが南西コーナー部付近まで廻り、

幅20～25cm、深さ７～８cmを測る。柱穴は確認されなかった。床面は安定し、固くしまっている。

カマドは東壁中央部やや南寄りに掘り込まれ、住居辻と同一の主軸を呈す。構築は礫と粘土

による石組みのカマドと思われるが、崩壊がひどく明確を欠く。東壁部に65cm×50cmｌほどの残

い皿状掘り込みを呈し、東壁より40ｍほど張り出している。
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第９７図４１号住居tlL実測図

出土遺物（第９８図１～５）

遺物はカマド内、南東コーナー部に集中し、墨書土器２点が出土した。

1．高台付椀（墨書土器）口径13.4ｃｍ底部欠損、内弩する体部から、口唇部はやや外反気味

となる。体部に墨書「裳」(?)を記す。ロクロ成形、南東コーナー出土

色調一黄褐色焼成一良好胎土一微砂粒含む

2．高台付塊（墨書土器）口径l33qm器高５cwz底径６cm’八の字状に開く高台部より内脅

し、１と同様の器形を呈す。体部に墨書「我」(?)を記す。ロクロ成形．カマド左袖部出土

色調―にぶい黄褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

3．高台付塊底径６ｃｍ体部上半欠損

色調一焼成胎土は上記の２に似る

4．高台付塊底径6.5ｃｍ体部欠損

色調一灰褐色焼成一良好胎士－粗砂粒含む

5．須恵麺底部片、舟底状のやや丸味を帯びた底部より内轡して体部へ移行する。底部は回転

－１１０－ 



ヘラ削 ０。

須恵器）口径１１．４０ｍ器高ａ７ｃ１ｍ底径６ｍ糸切り底より内轡するロクロ水挽き痕

体部へ移行し、口唇部を外反させる。

青灰褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

6．坏（

を残す

色調一

※墨書土器は群馬県議会図書室長の丸山知良氏、並びに議会図書室の方とに御教示いただき厚

く感謝の意を表するしだいである。
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第９８図４１号住居吐出士摘物実測図

４２号住居杜（第99図）

３１Ａグリットに位置し、わずかにカマド部分が32Ａグリットに入り調査区域内で半分ほど確

認された住居比である。東方の4]号住居比とカマド部分が重複し、煙道部分が破壊されている

。北方に16号住居力上、西方に茂木10号線を挾んで15号住居ｶﾋが位置する。規模は北辺で3.21ｍ

を測り、方形プランを呈するものと考えられる。主軸はＮ-55.-Ｅを呈する。残存壁高は50cmｕ

前後を測り、751まどの傾斜角で掘り込んでいる。周濠は確認されなかった。柱穴状掘り込みは

４ケ所確認され、Ｐ１はイモ穴と思われる撹乱、Ｐ２はカマド前面に位置し、第一カマドの焚き口

部と考えられ、Ｐ３は45ｍの円形、深さ36cmで、第一カマドの貯蔵穴であろう。Ｐ４も撹乱穴であ

１１１ 



る。床面は非常に固くしまり安定したレベルを呈している。

カマドは２ケ所確認され、第一カマドは北壁中央部やや西寄りに位置し、Ｎ－３ＣＦ－Ｗの主軸

を呈す全長１．２，，幅50cmほどの細長い煙道部の掘り込みと、焚き口部分の掘り込みP2が残存

する。Ｐ２の掘り込みは28cmと深く、そして北壁に20cmIほどの段を設け煙道部へ移行し、煙り出

しロは6㎡傾斜で立ち上がる。煙道部内で坏が出土した。

第二カマドは41号住居杜により煙道部が破壊されている為に全容は明らかでないが、住居比

と同一の主軸を呈し、粘土により袖部が構築され、先端に袖石を設けている。この袖石間は40

cmほどを測る。焚き口部は緩やかな半円状の浅い掘り込みで、東壁に15cmの段を設け煙道部に

移行する。焚き口部に長変と坏が出土している。
西Ｉ

Ｉ 
罎少．

パＡ 
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抄
国１

Ll48L70 Ａ, 
■－ 
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第99図４２号住居祉実測図

４２号住居趾埋ｔ

１．黒褐色士サラッとしている

3．黒褐色±ＦＰを含む

5．褐色±多量のＲ粒・焼土粒含む

7．褐色士Ｒ粒含みソフト

2．黒色士Ｒ粒を含む

4．黒色土

6．暗褐色土Ｒ粒含む
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０１ｍ 
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第１０１図４２号住居tlヒカマド実測図

４２号住居阯カマド

Ｌ黒褐色±粘質を帯びる

２．黒褐色土焼土粒含む

３．暗褐色士焼土粒・焼土Ｂを多量に含む

４．暗灰褐色粘土

５．暗褐色士粘質を帯びる

簔薑錫３ 

Ｄ１０Ｃｍ 
Ｉ－－－￣－￣－－－－］ 

第１００図４２号住居dLl上田士遺物実測図

出土遺物（第１００図）

Ｌ長喪口径22.2ｃｍ胴部上位からロ縁部片で、ほぼ直立する胴部から頚部のくびれを呈さ

ず、斜方向に開くロ縁部へ移行する。胴部は縦位のへラ削り、ロ縁部内外面横ナデ、内面に

粘土紐痕、斜位のへラ削りを施す。

色調一褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

2．坏口径12.4ｃｍ底部欠損浅めの丸底より明瞭な陵を呈し、ロ縁部は直立気味にやや開

き、口唇部を鋭D気味に丸める。底部トゴヘラ削り、内面から外面ロ縁部横ナデ

色調一黒褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

３坏口径11.4cwz器高4.4cmｚ深めの丸底より陵を呈し、口縁部は直立気味に内弩する。

色調一褐色～暗褐色焼成一良好胎士一粗砂粒含む

４ｓ号住居祉（第１○２図）

３５Ｂ・Ｃグリットに確認され、１８号住居比と重複関係にある。当住居11ｔは予備調査の段階で

カマド等の施設が検出されている。

北東方向には19号住居吐、南東に20号住居ｈｂ西方には17号住居力上が位置し、規模は、掘り

－１１３－ 



込み面が撹乱により破壊されている為に明確を欠くが、３．５０ｍ×３．１５ｍほどの歪んだ方形を呈

し、Ｅ－５ｏ－Ｓほどの主軸を呈している。周濠は確認されなかった。柱穴状掘り込みは５ケ所

確認され、Ｐ１は68×60cmの円形、深さl2clmP2は34ｍ直径ほどの歪んだ円形、深さ20ｍ、Ｐ３は

35cm前後の円形、深さ45ｍを測り、Ｐ４・Ｐ５は歪んだ楕円形の浅い掘り込みを呈している。床面

は軟弱であるが、レベル的には安定している。

カマドは南東コーナー部に設置された石組みのカマドで、Ｅ－１４Ｐ－Ｓの主軸を呈する。これ

も崩壊している為に明確を欠くが、馬蹄形に礫を配しているものと考えられる。

遺物は、カマド内と左脇に集中し、羽釜、土釜、高台付椀が見られる。北東コーナー付近で

け、灰釉陶器、鉄製品が出土している。

｛ 

（ Ａ 

Ⅱ 2ｍ 
－－~~~~' 

第１０２図４３号住居tlL実測図

出土遺物（第１０３図１～１０）
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第１０３図４３号住居吐出±遺物実測図
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1．高台付塊（灰釉陶器）口径15.6ｃｍ底部欠損、施釉はハケヌリ

2．高台付坑口径13.6ｃｍ器高５．２cmｕ底径６９cm’八の字状に開広する高台部より斜方向

に開く休部を呈し、ロ唇部はやや外反気味、底部糸切り底、ロクロ成形

色調一黄褐色～褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

3．高台付坑底径６．７c'１１体部欠損

4．坏口径１２．９ｃｍ器高4.1ｃ１ｍ底径６．２cmｕ底部より斜方向に内弩する体部から口唇部は

外反する。底部糸切り底、ロクロ成形

色調一灰褐色焼成一良好胎土－粗砂粒含む

5．鉄製品円盤状鉄製品で三枚重ねで出土。上段の円盤は直径6.7,71、厚さ１．５〃〃前後を

測り、中央部に突起を施している。中段の円盤は直径５．７Cl,'、厚さ１～１．８"１７zで中央部に

５．５脚1Ｈほどの孔と開けている。下段の円盤は６．３c'１２前後の直径で、L5iiwｿｚ前後の厚さを

測り、中段と同様に孔が開けられていたと思われる。

6．羽釜口径20ｃｍ胴部上半のツパ状部下よりロ縁部が残存。直立気味に内圏する胴部より

ツパ状部下は強くくびれを呈する。ツパ状部分は三角形の断面でやや水平気味に開く。ロ縁

部は直立気味にやや内弩する。ロクロ成形、口唇部}まへラ削りを施し内斜している。

色調一<すんだ灰褐色焼成一良好胎士一粗砂粒多く含む

7．羽釜口径１６．４cmz・胴部中位よりロ縁部片で、胴部はやや球状に内弩し、ツバ状部分は三

角形で先端部は鋭り気味に丸める。口縁部は大きく内湾する。ロ縁部分は水平にへう削りを

施す。ロクロ成形

色調一黒褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

8．羽釜口径21.3ｃ１ｍ胴部下半から底部欠損、寸胴の胴部で、ツベ状部は丸味を呈する三角

形で、口縁部は内弩する。口唇部は水平気味におさめる。ロクロ成形、胴部下半は縦位のへ

ラ削り。内面に斜位のへラ削りを若干施している。

色調一褐色～暗褐色焼成一良好胎土一粗砂粒多く含む

9．土釜口径23.1ｍ胴部上位からロ縁部片で、内弩する胴部より<の字状頚部を呈し、短

かく開く口縁部へ移行する。胴部は斜位、横位のへラ削り、口縁部内外面横ナデ、内面櫛描

状ナデ

色調一暗褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む

10．胴部片、土釜の胴部片と思われ､ロクロ成形後、斜位のへラ削り、内面は若干の櫛描状ナ

デが残る。

色調一暗～黒褐色焼成一良好胎土一粗砂粒含む
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柱建築趾遺構7．掘立

卜に４棟の掘立柱建築h'二、１８Ｃグリットに柱列吐、１６号住居比と17号住居吐の

遺構が検出されたが、それぞれ形態を異にしている。

１３～１６グリッ

間に１棟の計６

１号掘立柱建築祉

１口 ＩＤｑ 

。`、 鰔遍

己

Ｐ２ 

ｃ 

⑰
に

Ａ
ｌ
 

IＤＤ 

Ａ ハ

ロ 2ｍ 
■■■■■ 

第１０４図１号掘寺杵建築壮実測図
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１４Ｂ、Ｃ、１５Ｂ、Ｃグリットに位置し、４号掘立建築比と西側で重複し、１５Ｃグリットでは

耕作溝によって２ケ所の柱穴が－部破壊されている。主軸はＮ－１０ｆ－Ｅを呈し、棟走は南北で

ある。規模は４．５，１×４．５ｍで15尺、桁行、染行とも２間の方形建物であるが、南側のみは柱

間を３間としている。

２号掘立建築杜

1国 ＩＤＤ 

廷》 。

／ ⑨ 
○
ｓ
 

c、lＯ 
Ｉｃｑ 

。』
1国

Ａ 
AＩ 

Ｉ 2ｍ 

第１０５図２号掘寺杵建築祉実測図
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Ｄ、１５Ｃ、Ｄグリットに検出され、１号掘立柱建築j】上の｣ロブ、４号住居趾と溝状遺構

位置する。主軸はN-2CP-Wを呈し、棟走向は南北にとると思われる。規模は４．５

１４Ｃ、

の東側に

、とする２間×２間の方形の建物であろうと推測される。、×４．５

柱建築祉Ｂ号掘立

1国 Ｉｐｑ 

ＯＰ 企ﾆハ ⑨ 

／ 5 ぴ

⑤蝋』IＯＤ 宙
１口 1面

Ａ Ⅱ 

2ｍ ロ

第１０６図３号樋支持建築nｔ実測図
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第１０７図４号掘立柱建築h上実測図

A, 
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2ｍ Ⅱ 

第１０８図５号柱列吐実測図
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第１０９図６号桐寺杵建築祉実測図
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ｌ５Ｂ、Ｃ、１６Ｂ、Ｃグリットに検出され、１号掘立柱建築趾の東側に隣接する。主軸はＮ-

19.-Ｗを呈し、棟走向は南北にとると思われる。規模は４．５ｎｌｘ４．５Wzで15尺×15尺、桁行、

梁行とも２間の方形建物である。

４号掘立柱建築杜（第１０７図）

１２Ｂ、Ｃ、ｌ３ＢＣグリットに位置し、１号掘立柱建築比と溝－２と重複関係にある。溝一

２との切り合いにより明確を欠いているが、主軸はＥ-11.-ｓを呈し、棟走は東西と思われる

。規模は4.511ｌｘ４．２ｍの15尺×14尺を呈する桁行、梁行とも２間の方形建物であろう。東側

では柱間が５尺－９尺の変形である。北側では中柱が検出できず､切り合い等の関係もあり,

全体の把握は明確を欠くものであった。

５号柱列祉（第１０８図）

ｌ８Ｃグリットに確認された柱列趾と思われ、南北への追求から建築比と考えにくい遺構であ

る。

ｅ号掘立柱建築祉（第１０９図）

３２Ｃグリットポイントを中心に検出され、１６．１７号住居比間に位置する。主軸はＮ－８ｆ－Ｗ

を呈し、棟走は東西と考えられ、規模は４．５ｍ×４．５１mで15尺×15尺、桁行、梁行とも２間×

２間を基本とする建物で、西側に庇を設けているものと思われる。柱間は、南、北側で、２．５

尺－５尺－７．５尺、東、西側で7.5尺－７．５尺となる。

掘立柱建築祉について

５棟の掘立柱建築比の内、明確であろうと思われる１号’３号、６号の遺構、３棟は基本設

計１５尺×１５尺の２間ｘ２間の方形建物であるが、三者三様の形態を呈しており、１号では

南側に入り口部分が設けられたと思われ、２号では、入り口部分、庇部が見られないもの、３

号は西側に庇部分が考えられる建物である。遺物の出土は見られず、埋士はローム粒、Ｆ･Ｐを

含む黒褐色士で、時代を明確にするものけないが、住居趾のそれと類似している。形態差は時

代の違い、機能差から生じたものであろうか？

１号～４号掘立柱建築祉は調査区域の西側に集中し、住居趾１～９号に囲まれた状況にあり

、掘立柱建築士''二を中心としてドーナツ状に住居比が占地しているものと推測される。６号掘立

柱建築阯は単独で確認され、住居趾との関連は明確でないが、今後の調査に期待したい。一応

、倉庫としての機能を考えたい。
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２．黒褐色±
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第１１０図Ｍ－１．２実測図

Ｍ-１ 

１１Ａ。Ｂ、１２Ｂ、Ｃ、Ｄグリットに確認され、１．２号住居趾と３号住居吐間に走向し、７

，５号住居祉埋土を掘り込んでいる。調査区北方でＭ－２と重複し、Ｍ－２を掘り込んでい

る。走向状態は重複部分より北西方向から南方に向い緩やかなカーブを描き、３号住居趾の

西側より直線に走向する。この部分の主軸はＮ－７７゜－Ｅを呈す。掘り込み幅は５０cjiZ～１．０５

ｍで不均一であるが、深さは20cm!～25cmを測り、南方に連れ深さを増す傾向にある､-'字形の

掘り込みである。

Ｍ－２ 

１２Ｃ、Ｄ、１３Ａ．Ｂ、Ｃ，１４Ｃグリヅトに確認され、北方では３号住居趾と４号住居111間

を走向し、南側では掘立阯群の西側にあたり、４号掘立柱建築趾と重複している。走向状態

はＭ－１との重複部分からＥ－２す－ｓで直進し、直角に折れ南進する。規模は幅0.6～１．７５

伽深さ２５～４０cm'と南に連れ幅広く、そして深くなる。掘り込みは、､-'字形から薬研状に

変化する。底面にＢ軽石がレソズ状に堆積する。出土遺物は無く、礫が混入するのみである。
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９士塘|状遺構

ノ １号土擴

２２．２３Ｂグリットにまたがり検出された長軸1.8ｍ×短

軸１ｍの楕円形プラソを呈し、深さ30cjn前後を測る掘り込

みである。底面はほぼ上端のプラソと同じ縮少された楕円

形で、７５cmzx65cmを測る。凹凸は見られるが、ほぼ安定し

たレベルを呈しており、固くしまっている。掘り込み角は

45｡～55F傾斜である。遺物の出土は見られなかった。埋士の

堆積は、東方向から北方向に壁沿い流入された、ソフトで

ローム粒含む暗褐色土（４層）が見られ、底面を被う状況

で３層のローム粒・ロームＢを含む暗褐色が堆積している。

上層は２層で見られるロームＢを斑点状に含むソフトな暗

褐色土が西方から南方向より流入され（２層沁最終的な

埋没は、ＦＰ・ローム粒を含む、しまりのよい１層の黒褐

色士によるものである。

一ｍ ■■■■■■ 

－．１４９．２０ ■￣ 

１ｍ 
￣＿二画－－］

１号土j魔実狽Ｉ図

、

第111図

２号土擴

２８Ｃグリヅトに検出され、１４号住居辻の

西に位置し、南側の掘り込み部分に耕作溝

が重複するが、形状をさほど乱してはいな

い。規模は長軸１．２５加短軸0.9肌の楕円

形プランを呈する、深さ25cmほどの掘り込

みである。底面は中央部南寄りが最深部で

南北に緩やかな傾斜を呈しているが、さほ

どの違いはない。遺物の出土は見られなか

った。埋土は、１層一カーボン・ロームＢ

含む暗褐色土、２層一ローム粒含む黒褐色

土、３層一焼土粒・ローム粒含む暗褐色±

４層一多量のカーボン・ローム粒含む黒褐

色士５層一ローム粒多く含む褐色±６

判色士となり、壁面が良く焼け、焼土化し

ナ

1ｍ Ｏ 
…巨

第１１２図２号±』腐実測図

層少量のローム粒含むソフト』

■■■■ 

層少量のローム粒含むソフトな黒褐色土、７層一褐色士となり、壁面が良く焼け、焼土化し

ている。地主であった方の話しによると、この地（町道10号線以西の一部分の桑畑）を焼場と

124 



昔より言っており、以前この付近には五輪塔等の墓石が見られたと聞く。形状、壁面の焼土化

、カーポソの含有等が火葬墓を推測させるが、今後の調査に期するものである。

、〈
Ｉ 

－－－－－J 

1４９．７０ 

1ｍ ロ
￣ 

第１１３図３号Ａ、Ｂ±城実測図

Ｓ号Ａ・Ｂ土擴

２８．２９Ｄグリット、１４号住居比の北壁に重複する長方形士砿である。規模はＡ号で、２８１ﾜｚ

幅55ｍ前後、深さ12～13ｍを測る。Ｂ号はＡ号に切られている為に明確を欠くが、ほぼ同様の

形態が考えられる。埋土はソフトな褐色砂質土である。旧道路とほぼ直交し、耕作溝とほぼ平

行にある。以上の事から耕作に使用されたと考えられる掘り込みである。

４号土擴

４１号住居比の床面中央部付近に検出され

た縄文時代の土擴である。規模は１．２ｍ前

後の円形で、深さ５３叩ほどの掘り込みであ

る。掘り込み傾斜は7(f～8.､で、底面は固く

しまり、安定している。埋土はやや粘質を

帯びる.にぶい暗褐色士で、非常によくしま

っている。遺物は小片１点が出土したが、

もろくとりあげられなかった。前期の所産

のものであろう。

。
、
、
回
寸
一

ロ 1ｍ 
■■■■’ 

第１１４図４号土壌実測図
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10．遺構以外からの縄文関係遺物

本遺跡からは遺構以外からも遺物の出土をみるが、それを若干まとめてみたい。

1．土器

第１群土器（第115図１～２４）

胎士中繊維を含み縄文時代前期に属する土器群を一括した。これら慨して脆い。

１類（第115図１～５）

単軸絡条体による圧痕文をもつもの。単軸絡条体６Ａに該当するもの(1)と、それを二本の条

によって圧痕しているもの(2)がある。３～５は比較的太い二条の条を幅広に軸に巻いている

。２は口唇部下に粘土紐を貼り付け、九棒状工具によって刺突を加えている。

２類（第115図６～１４）

所謂、縄文のみを施文している土器である。

ａ種（第115図６～９）羽状縄文を呈しているもので、すべて単節の縄文の組合せで羽状を

なす。

ｂ種（第115図１０～１４）単節の斜縄文をもつもの、１０，１１はＲ、１２はＬである。１３、ｉ４は

原体の観察がむずかしい。

３類（第115図１５～１８）

連続爪型文を有するもの。１５は口唇部に小突起をもち、内外面ともよく研磨されている。１９

は、太い無節の縄文をもつ、おそらく、ロ縁部下半は縄文が施されているものと思われる。

４類（第115図20,21）

半裁竹管による平行沈線を施しているもの。２０は波状ロ縁で、２１は斜縄文地に横、斜方向に

施している。

５類（第１１５図22～24）

多条の波状沈線が施されているもの。２３は半裁竹管による爪型文も施され、波状ロ縁と考え

られよう。

第Ⅱ群土器（第１１５図２５～４２第116図４３～７８）

本群は、縄文時代前期後半の所謂、竹管文系土器を一括する。遺跡地における縄文期の中で

も本群の土器量が最も多く、３７．３８号住居趾との関連も深く考えられるものである。

１類（第１１５図25～33）

竹管による平行沈線、刺突文、連続爪型文を基調とするものを一括する。縄文地に半裁竹管

による平行沈線と円形刺突文を施しているもの（２５．２６）、それに連続爪型文を加えているも

の（２７．２８）がある。２９～31は縄文地に連続爪型文を施している。３２は口唇直下に幅狭の爪型

文を施し、縄文を同じ爪型文で無文字と区画している。３３は爪型文と平行沈線の組み合せ、３４
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ほ櫛歯状工具による連続刺突文が特徴的である。概して砂粒を含み、堅繊である。

２類（第115図３５～４２，第１１６図４３～５１）

浮線文を器面全体に施したもので、「<」の字状に内反するもの、内反しながら波状を呈す

るのや、開きながら波状を呈する深鉢型土器と考えられる。

ａ種（第115図３５～３８）縄文を地文とし、浮線に刻目を持つもの、縄文は単節の斜縄文で

ある。

ｂ種（第115図３９～42.第１１６図４３）明らかに縄文を磨り消したと思われるもの。３９は、

「〈」の字状に内反する波状ロ縁部片、細い浮線文との間に径１加加程の管状工具で列点を設け

ている。Ｒの斜縄文を磨D消している。４１は浮線が剥落し、４２は棒状工具の背によって刻目

がなされ、鋭利さがない。

ｃ種（第116図４４～５１）地文を持たないもの、４４は波状ロ縁を呈し、浮線は明瞭な刻目が

なく押捺によって貼り付けられている。４５，４６は「<」の字状に内弩する口縁部片で、４６は

波状する。概して砂粒を含み、堅級でない。

３類（第116図５２～５６）

連続爪型文をもつもの。５２は「〈」の字状に内弩するロ縁部に三条の爪型文を施している。

53は地文を持たないが、５４，５５は縄文地を持つ。いずれも砂粒を含み堅級である。

４類（第116図５７～６９）

櫛歯状工具によって主に文様を構成しているもの。縄文地をもつものとないものに分れる。

ａ種（第116図５７，６４～６９）縄文を地文としないもの。５７は、所謂、キヤリパー型の深鉢

で、<の字状に内轡するロ縁部が波状を呈している。６４～68は横方向の平行線によって文様

構成し、１３は斜方向も認められる。概して砂粒を含み堅級である。

ｂ種（第116図５８～６３）縄文を地文としているもの。５８は縄文地が幅広に残され、条数が

少ない。その他のものは条数が多い。観察できる地文は、単節の斜縄文である。色調は褐色の

ものが多く堅絨である。

５類（第116図７０～７８）幅狭の平行沈線とボタン状、カマポコ状の貼りつけを行っているもの

を一括する。沈線は丁寧に施されているものが多く、縦、横、斜方向に施文されている。ロ縁部

は内弩する。

第Ⅲ群土器（第117図１～７）

以上に該当しない縄文時代の土器を一括する。

1．九棒状工具による刺突をうず巻状に施したもので、砂粒を多く含んでいる。

2．竹管によって、横、縦、斜方向に沈線を設け、それがロ縁部内面まで及んでいる。口唇部

には連続爪型文を施し、胎土に金雲母・砂粒を多く含む。色調は黒褐色を呈す。

3．孔を有する把手をもち、無文である。
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第１１７図遺構以外からの縄文関係遺物（３）

４．口縁部と胴部文様帯を沈線で区画し、胴部も沈線で区画し縄文を施している。

5．胴部に紐線文を施したもので指頭によって押捺している。

6．内外面ともよく研磨され、沈線によって胴部文様帯を区画し、縄文を施してし

呈し、堅繊である。

7．沈線によって胴部文様帯を形成している。黒色を呈し、よく研磨されている。

縄文を施している。黒色を
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１１。 考察竪穴住居と出土遺物について
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第ｕＢ図住居杜の規模．主軸方向Ｓ 

本遺跡では縄文時代を除いて４１軒の竪穴住居趾（古墳時代～歴史時代）を確認したが、台地

全体には大集落が推定され、今回の調査で極く一部の住居比が調査されただけである。住居は

規模、主軸方向､､出土遺物等から４つに分類でき、さらに細分が可能である。第118図によると

、Ａ類は、バラツキは見られるが全体に大型の正方形で、北方向に近い主軸が見られ、Ｂ類で

は、Ａ類よりも小型化が進み、主軸方向も東偏を中心として南北にバラツキがあるが、Ａ類よ

りも東偏よりの傾向が見られる。Ｃ類は軒数が少ない為に断言できない状況であるが、まとま

りのある規模で、Ｂ類とほぼ同様な主軸を呈している。Ｄ類は規模にバラツキが少なくなり、小

型化している。主軸方向も南偏よりに集中気味となる傾向が観察できる。

全体にＡ～Ｄ類に連れ、小型化する傾向と、主軸方向が北偏～東偏～南偏寄りと変化してい

る事が認められる。

台地
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《編年試案》鶇鑿雛旧棄Tm鰯雛鰯騨w'離
Ａ－１類

１１号住居辻と'3号住居辻にかかる±j涜状掘り込みの遺物が該当し、１１号住居祉は良好なセッ

トが出土した。埋土上面南側より中央部に傾斜して床面より２０ｍ上方に堆積することから、

ある年月をおいてＦＡが降下していることを意味している。

住居祉は方形でなく、５ｍ×３．４１mの長方形で、Ｎ－５５ｏ－Ｅの主軸方向を呈し、カマドは北

壁の東寄りに住居祉内に大きく張り出す古式の形態を呈する造りで、高坏を支脚に利用してい

る。貯蔵穴はカマドより１ｍほど隔てて東壁よりに掘り込まれる円形を呈している。主柱穴は

セソターライソ上に確認される。遺物はカマド周辺に集中し、喪、小型聾、高坏、坏、財、

の器制で、壷の出土は見られない。

喪は内外面に櫛描状ナデ（刷毛目）を施し、「<」の字状に屈曲するロ縁部を呈し、不安定

な底部で、長胴化のきざしが見える。小型蕊は胴部下半を欠損し、甑として利用したものであ

ろうか？高坏は脚柱部内面に輪積痕、膨み、裾部の強い屈曲を呈し、坏部の体部と口縁部が

明瞭に区別され、直線的に斜方向に立ち上がる。坏と塊の区別は明瞭でなく、底部は､平底と丸

底の二タイプがある。増は休部が算盤玉状を呈し、直線的に立ち上がるロ縁部である。土擴状

掘り込み内出土のt甘は、扁平な体部で、ロ縁部は直線的に立ち上がり、口唇部が内弩する。１１

号住居hLより若干新しい時期のものであろうか？壷形の土器は士擴状掘り込みでロ縁部が出

土している。所謂複合ロ縁が単に沈線をもって表現されている段階のものが見られる。

ＦＡと床面の間に間層をはさむものとして、寺内遺跡６号住居ilh鳥海戸２号住居辻が紹介

されている（注－１）が、寺内遺跡では放射状暗文の坏、高坏の脚柱部の短脚化、鳥海戸遺跡

では須恵器の模倣坏が観察されている。当住居趾では須恵器の模倣坏が認められず、櫛描状ナ

デ（刷毛目）の技法が坏、謹等に残り、カマドも初期的な造りであり、全体の特徴は和泉期の

名残りを良く留めている。しかし喪に長胴化のきざしが見られることから、和泉期から鬼高期

への過渡期に考えられ、６世紀初期頃の時代が考えられるが、今後、類例の増加に期待するも

のが大であります。

（注－１）考古学ジャーナル1979.1「群馬県における火山堆積物と遺跡」

Ａ－２類

10号住居比の遺物が該当し、Ａ－１類の堆積に比べて床面直上をおおう状況でＦＡが検出さ

れたことから、ＦＡの降下期とほぼ同時期に比定される住居比で、群馬県群馬町保渡田遺跡の

好例が報告されている。

１o号住居itは調査区域内で約半分のスペースが調査されただけで、全容は明確を欠いている

が、６．３nzx617L前後を測る方形プランで、対角線上に主柱穴が設けられ、カマドは東壁中央

部に位置しよう。遺物は貯蔵穴から南壁沿いに多く検出され、高坏、財、喪、鉢形土器等の器
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制が見られる。

喪はＡ－１類と同様内外面に櫛描状ナデ（刷毛目）を施し、「<」の字状に屈曲するロ縁部

を呈するが長胴化が進んでいる。坏と塊の区別は依然としてなく、手法に放射状暗文を施すも

のが見られる。高坏はＡ－１類とさほど変化ないが、１０号住居辻の約半分の調査で６個体の坏

部と１個体の脚柱部が出土している。坏部は体部と口縁部が明瞭で斜方向へ開くロ縁部を呈し

ている。tllはロ縁部が短化し、休部は扁平化しているが、櫛描状ナデを施している。（坏に須

恵器の模倣が見られるが、埋士上層での出土である為、混入遺物と考える）

保渡田遺跡では須恵器の模倣坏の出現と他の形態坏の小型化が見られるが、当住居虹では、

Ａ－１類と大差がない状況である。地域差等から生じた結果であろうか？

ＦＡとの関連から南関東鬼高１式に包括され、６世紀前半の時代が考えられよう。

Ａ－Ｓ～１類

１９．２０．２４号住居比の遺物が該当しよう。３軒の住居比ともI辺５１m以上を測る方形を呈し

、対角線上に主柱穴が見られ、東壁中央部付近にカマドを設け、壁をトソネル状にくりぬき煙

道部を作り、住居祉外へ細長く張り出す。主軸はＮ－７５ｏ－Ｅ前後を呈している。２０号住居趾は

良好なセットを出土し、長甕、壷、丸底壷､甑、坏、椀の器制である。

長甕は小さい平底より砲弾状の胴部を呈し、頚部はややくびれ、「<」の字状に屈曲するロ

縁部へ移行し、最大径はロ縁部で測り、ヘラ削りは数回に亘って施している。壷形土器は大形

の球状胴部を呈するものと、小型の丸底壷が見られる。大形壷はロ縁部が一旦直立し、そして

短かく外反するものと、｢もの字状に屈曲するものが見られ、口唇部直下に一条の沈線が廻る。

丸底壷は大形壷の小型化した形態に似る。甑は長胴のものでなく、植木鉢タイプのもので赤彩

を施している。当住居ill内には完形の長甕が３個体、底部欠損１個体、胴部下半欠損１個体が

出土しているが、長甕と甑のセット関係を考えると、長甕の個体数は多いのではなかろうか？

長甕と底部欠損、または胴部下半欠損のものが長麺と甑のセット関係と同様の使用方法をとっ

たのか。単独として使用する用途があったのであろうか？

坏はＡ－１，２類の形態は消え、須恵器の模倣坏となる。底部は丸底を呈し、外面に陵を設

け、口縁部は大半が外反するが、直立気味のものもある。内面に黒色処理を施す坏が一点出土

している。２４号住居祉には平底気味の丸底より直立気味に外反する坏、手損ねのミニチュアが

出土した。椀形土器は、坏形と19号住居辻に見られる塊形のものがある。２０号住居比の埋土中

より短頚壺が出土している。

Ａ－Ｓ～２類

１４．１７．４２号住居jLILの遺物が該当しよう。Ａ－３～１類の住居趾に比べ小型化の傾向が見ら

れ、長方形か正方形である。１７．４２号住居ｶﾋとも北壁中央部付近に、住居土11構築時のカマドが
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設けられ、廃絶時期には東壁部に移動している共通点があり、北壁のカマドはＡ－３～１類住

居趾カマドと同形態を呈しているが、廃絶時の東カマドは形態を異にしている。１７号住居虹は

真間期の形態のカマドで、４２号住居辻は東壁を利用し、段を設けて煙道部に移行する３～１類

タイプで、１４号住居虹は袖部に長甕を利用しJTU状を作り出している。廃絶時の時間差から生

じたものであろうか？３軒の住居比には主柱穴らしき掘り込みは確認できなかった。

長墾はＡ－３～１類よりも全体にスマートな砲弾状を呈し、頚部のくびれも弱まる傾向にある。

壷形土器は前段階と同様を呈しているが、胴部はやや寸胴気味となろうか？坏は全体に浅い

体部となる傾向にあり、外反するもの、内傾するロ縁部を呈するものがある。１７号住居辻南西

コーナー部上層で、角状把手を設けている甑が１点見られる。

Ａ－３類は南関東鬼高Ⅲ式に把握される土器群であろう。住居hlが大型方形より小型化し、カ

マドの構造も変化を見い出している。埋土セクシヨソにＦＰの堆積を観察できるが、混入の可

能性が大である。士器等の形態から７世紀前半頃の所産のものであろう。

Ｂ－１類

３４．４２号住居趾の遺物が該当しよう。３．５，１前後の方形プラソで、Ｎ－８ｃｒ－Ｅ前後の主軸を

呈し、Ａ類の住居比よりも東に近づいた主軸に変化し、カマドも東壁中央部より南寄りに位置

する。遺物は長甕、坏、塊等が出土している。

長変は底部がやや突出する丸底より、砲弾状胴部を呈し、ややくびれ、ロ縁部は大きく開広

している。坏は、２４号住居虹出土の坏に似る平底気味の丸底より、直線的に斜方向に移行する

ロ縁部となる。丸底より外面に軽い陵を呈し、ロ縁部は外反するもの。所謂真間期の特徴と

なるロ縁部が内弩する坏の形態がある。塊は真間期特有の坏の大型化したものである。４２号住

居hlでは、曲刃鎌、須恵蓋が出土している。

３４号住居比の坏は画一的でなく、雑多な形態で10個体の坏が出土している。共に鬼高期の須

恵器の模倣坏に見られる陵が残存する皿形の坏が認められると同時に、真間期特有の坏が共存す

る段階であるが、主体は後者が占めている。

Ｂ－２類

１２．１５．１８．２９．３２号住居111の遺物が該当しよう。住居比は全体に小型化が進む傾向にあっ

て、主軸方向も東方向に集中している。カマドは東壁中央部から南寄りに設けられている。主

柱穴は確認できない。遺物は長甕、壷、坏、高坏、短頸壷等である。

長蕊は、Ｂ－１類と似る形態のもの、こける様な底部から、やや胴張りを呈する胴部に移行

し、頚部が強くくびれるもの等の形態が見られる。１８号住居趾では、底部欠損の長変が完形の

１３４－ 



長甕に挿入している状況で出土している。壷は「<」の字状に屈曲するロ縁で、胴部は球状を

呈している。口唇部下の沈線は見られない。坏は前段階より画一的で、手法、形態も安定して

いる。高坏は18号住居趾で脚部片が出土し、短頸壷は12号住居趾に見られる。

Ｂ類は所謂真間期の所産のものであろう。住居辻はＡ類より全体に小型化し、主軸は東方向を

中心に変化している。Ｂ－１類は鬼高期の坏に見られる陵が残る浅い皿状の坏が見られ、Ｂ－

２類に於いては、この陵をもつ坏が消え、所謂真間期特有の坏が画一的となって出土している

。土器の形態等から、７世紀後半から８世紀に位置されるものであろう。

Ｃ－１類

１号、４号住居hlの遺物が該当しよう。２軒は調査区西側の町道２５１号線よりに検出され、

調査区域内では両者とも全容が把握できない状況であった。遺物は、長喪、坏、須恵坏等であ

る。

長甕は、Ｂ類に比べて頚部がくびれ、ロ縁部は斜方向に開き、胴部最大径とロ縁部径が一致

し、胴部下半は尻っぽみとなろう。坏は真間期の系統を引く丸底と平底を呈すものが見られ、

底部は手持へラ削り、内面からロ縁部は横ナデを施している。須恵坏は回転へラ削りの底部を

呈している。１号住出土の糸切底の坏は埋十卜居の混入遺物である。

長喪は、Ｂ類の「<」の字ロ縁を呈するものから「。」の字ロ縁を呈する過渡期的な形態で

あるのではなかろうか？坏の形態も真間期の様相を残存し、また平底を呈するものも出現し

ている。

Ｃ類の土器群は、糸切り未調整坏が見られず、依然として土師器が大半を占めており、前段

階の底部へラ削りの技法が残存している点で、８世紀後半頃の所産と考えられようか？

Ｄ－１類

所謂「。」の字ロ縁の長甕、高台付塊の出現が見られる住居が該当しよう。２．５．９．１６．

２１．２３．２７．２８：30.31.35号住居illが相当し、２８号住居虹を除き３ｍ前後の方形プラン

を呈し、東方向から南方向に主軸が集中している。遺物は、長甕、高台付椀、坏、台付小型翌、

灰釉陶器等である。

長喪は所謂「。」の字ロ縁のものと、ｃ類の長甕が見られるが最大径は胴部上半に位置する

形態に変化している。高台付椀は、土師質、須恵質、須恵質土師が見られる。坏には、土師

器、須恵器が見られ、須恵坏は糸切り底で未調整である。土師坏は底部手持へラ削りである。

台付小型喪は八の字状に開く台部に小型の「。」の字ロ縁を呈する長甕を接合したものである。

土師器坏よりも須恵器坏、高台付琉が大半を占めている段階である。また灰釉陶器の住居比内

への持ちこみが普遍化し始めている。
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Ｄ－１類は、長甕の形態の変化、高台付坑の変化等が観察でき、さらに細分可能と思われる。

、－２類

２２．３３．３６号住居趾が該当しよう。全体に住居11上が画一的に小型化し、主軸も東方向より南

よりの傾斜に集中する。遺物は、長甕、坏、高台付塊、小型壷、土釜状土器等がある。

この２類での特長は、所謂「.」の字口縁を呈する長甕が変化することにあり、、の字状口

縁に退化したもの、二条の沈線によって「．」の字ロ縁を意識し、器肉は肥大し、重厚な感を

呈するものが見られ、「．」の字口縁を呈する長甕の衰退期と思われる。また土釜状土器が出

現することが掲げられる。高台付塊は、１類と同じで、土師質、須恵質、須恵質土師がある。

高台部と体部との接合は雑である。坏は、土師質と須恵質があり、土師質の坏は、底部、休部

にへう削りを施すもの、内面黒色処理を施したものが出土している。また33号住居比では石製

模造品、３６号住居比では鉄鍍が見られる。

Ｄ－Ｓ類

２５．４１．４３号住居比が該当しよう。町道10号線以東に確認され、石組みをもつカマドに共通

点がある。遺物は、羽釜、土釜、坏、高台付椀、灰釉陶器等であり、所謂「＝」の字口縁を呈

する長甕は見られない。

羽釜はロ縁部が直立するもの、内蟹気味のもの、内傾する形態等が見られ、土師質、須恵質

、瓦器質のものが見られる。土釜状土器は、「。」の字ロ縁を呈す長甕より変化したものであ

ろうか？器肉を肥大して、ロ縁部を「<」の字状に屈曲させ、堅質の焼きを呈し、体形も長

甕に似る。また脚台付甕と思われる器形の土器が出現するのもこの時期であろう。高台付坑は、

土師質のものが多く見られる。

Ｄ類は所謂、国分期の所産のものである。長喪は「．」の字ロ縁を呈するものが主体となり、

２類に於いては衰退化が見られ、３類には、長甕に変わり土釜状の蜜、羽釜が出現している。

当遺跡では長喪と羽釜の共伴は見られない状況であり、２類のカマドから３類の石組みのカ

マドヘの変化が見られる時点で羽釜が出現している。また高台付塊、坏の糸切り技法、灰釉陶

器の搬入があり、細分化が可能であるが、広大な集落比の一端を垣間見た段階であり、今後、

この地域に於いても開発等による破壊に対処する為の事前調査が必至な問題となっており、資

料の増加を待ち、内容の充実を図りたい。

現段階では、Ｄ－１類を９世紀、Ｄ－２類を10世紀初め、Ｄ－３類を10世紀後半頃として一

応把握しておきたい。
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12．結

壺叩

仮称大胡バイパス建設によって、町中心部の交通緩和、更には町発展の為に大きな役割を期待

される主要地方道前橋・大間と｡桐生線は、やっと一部分の工事が着手された段階となった昨今

、茂木寺院吐の可能性を裏付ける瓦塔片（ＰＬ－４９、プレハブ用地として借地した大原勝己氏所

有の桑畑でゴミ穴を重機により掘削した際出土）、今回の調査によって縄文時代前期～平安時代

の集落並の－部が確認され、また付近には墓阯等も考えられ、故尾崎善左雄氏が堀越古墳との関

連を提示している場所であるこの地は、大胡バイパス建設終了後、大きく変貌しようとしている。

開発と文化財保護の問題が表面化するのも真近であろう/／

天神風呂遺跡は、今回の発掘調査により一部分を解明しただけであるが、大胡の古代

を語る貴重な埋蔵文化財が多狗あることが明らかであり、今後の開発に対して充分な準備と計画

を立てた上で、この問題に対処していかねばならないと考えている。

末筆ながら本書を作成するにあたり、助言・協力して下さった皆様に対し、厚く感謝するしだ

いであります。

(大胡町教育委員会文化財担当山下歳信）

】⑪
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